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学戦都市アスタリスク

07.祭華繚乱

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　《大博士マグナム・オーパス》の誘いざない

「──それで、話というのはなんだ？」

　星せい導どう館かん学園の中庭。その四阿あずまやに着くなり、ユリスはそう切り出した。

　生徒会室で綾あや斗とがクローディアのチームに入ると宣言し、《獅鷲星武祭グリプス》のチームメンバー五人が確定したその帰り──綾斗がユリスに話しておきたいことがあると言って連れ出したのだ。

「相変わらず単刀直入だなあ」

「それが性分なのだから仕方がないだろう。それにこの時期、さすがに外は寒い」

　季節はまさに寒の入りを過ぎたばかり。

　先日まで滞在していたリーゼルタニアほどではないが、それでもこうして立っているだけで寒さがじわじわと身体の芯へ染み込んでくるのがわかる。

「なんだったら、どこか別の場所でも探そうか？」

　別にどうしてもここでなければならないという理由はない。

「まあいい。わざわざこんなところまで連れて来たということは、他の者には聞かれたくない話なのだろう？」

「いや、そういうわけじゃないよ。いずれ皆にも話すつもりだしね。ただ……ユリス、キミにはまず一番最初に話しておかなきゃならないと思ったんだ」

　綾斗がそう言うと、ユリスの眉が僅わずかに寄る。

「ふん……まあ、おまえの顔を見ればあまり良い話ではないことは察しがつく。さっさと済ませよう。明日からは《獅鷲星武祭》に向けていろいろと忙しくなることだしな」

　クローディアからは早速チームを始し動どうさせるとのお達しが出ており、明日はトレーニングルームに集まることになっていた。

「ああ、わかってる」

　綾斗はそこで一呼吸おくと、ユリスと正面から向かい合って口を開く。

「治ち療りよう院いんでのことはもう伝えてあるけど、あれにはまだ話していない続きがあるんだ」

「続き？」

　先日、綾斗はマディアスから報告を受け、ついに姉と対面することができた。だが、姉は自分の能力を自らに施ほどこし、五年前から眠ったままなのだという。そして治療院のヤン・コルベル院長でさえもそれを解除する手立てがない──そこまではユリスを含めた皆にもう話してある。

　しかし──

「──治療院からの帰り、《大博士マグナム・オーパス》に会った」

　綾あや斗との言葉を聞いた途と端たん、ユリスの瞳が見開かれ、すぐに険しい顔つきへと変わった。

「なんだと……？」

　押し殺した声には、明らかな怒りの色が滲にじんでいる。

　その迫力たるや、ある程度心の準じゆん備びをしていた綾斗が思わず怯ひるむほどだ。

　それも当然で、《大博士マグナム・オーパス》はユリスから親友であるオーフェリアを奪うばった張本人。ユリスが恨うらんでいないはずがない。

「……」

　だがユリスは強く拳こぶしを握にぎり、奥歯を噛かみ締しめるように押し黙だまると、そのまましばらくぎゅっと目を瞑つぶる。その姿は湧わき上あがる激げき情じようを押さえ込み、自分自身を律しているようだった。

　やがてユリスはゆっくり目を開くと、小さくため息を吐き、射い抜ぬくような目線で綾斗を見る。

「詳しく聞かせてもらおうか」

　ユリスの口からようやく搾り出すようにして出てきたその言葉に、綾斗は真剣な表情でうなずいた。

「三日前、治ち療りよう院いんを出てリンドヴァル警備隊長と別れると、一人の女性が声をかけてきた。そして彼女は唐とう突とつに『自分ならキミのお姉さんを治すことができる』と、そう言った」

「っ！」

　ユリスが口を開きかけるが、それを遮さえぎるように綾斗が続ける。

「それから彼女──ヒルダ・ジェーン・ローランズは、自分が《大博士》と呼ばれていると名乗ったんだ……」

　綾斗は僅わずかに視線を上げると、静かにあの晩のことを語り始めた。

　　　　　　　　＊

「《大博士》って……あなたが？」

　思いもよらない名前に、綾斗がとっさに身み構がまえる。

　しかし綾斗に声をかけてきたその女性──ヒルダは悠然とうなずき、にたりと笑う。

「あ、別に自分でそんな偉そうな名前を名乗ってるわけじゃないですから、そこのところ誤解なきようお願いしますよ。あたしはこれでも謙虚なほうなのです。ただ、せっかくアルルカントの方々が付けてくれたのに、変に固辞して居心地が悪くなっても嫌でしょう？　なにしろあそこはちゃんと結果さえ出せば、なにをしようが大抵の場合どうにかなる大変素晴らしい環境なのです。本当に素敵です」

　時刻はすでに深夜。治療院の受付時間はとっくに過ぎており、周りには街がい灯とうの灯あかりが仄ほのかに闇夜を照らすばかりだ。治ち療りよう院いんには救急搬送用の受付もあるが、そちらは今綾あや斗とたちがいる正門とは反対側になっている。

「一つ聞きたい……あなたがオーフェリア・ランドルーフェンを《魔女ストレガ》にしたっていうのは本当なのか？」

「おやおや、そのあたりもご存ぞん知じでしたか。一応あの実験のことはまだ発表されていないのですが……きししし、これは話が早い」

　ヒルダは、独どく特とくの笑い声を上げながら目を細めた。

「そうですそうです。あれはあたしにとって特別な被験体でした。ああ、もし今もあれがあたしの手元にあったなら、どれほど貴重なデータが取れたことか。まったくもって、残念でなりません」

　ヒルダは一転して悲しそうに首を振ると、すぐに今度は仏ぶつ頂ちよう面づらで口を尖とがらせる。

「それもこれも、みーんなレヴォルフの陰いん険けん狸たぬきのせいです。人が苦労して成なし遂とげた研究成果を横から掻かっ攫さらっていくなんて、まったくなんて酷ひどい奴やつでしょう。許せません」

　ヒルダの物言いからは、オーフェリアを一人の人間としてではなく、あくまで研究対象としてしか捉えていないことが如実に伝わってくる。そこにはおよそ人間らしい感覚が欠けつ如じよしており、その身勝手さに綾斗は思わず眉を顰ひそめた。

「でもまあ、過ぎたことを嘆いても仕方ありません。科学者たるもの、常に未来へと目を向けねばならないのです。──そ・こ・で」
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　ヒルダは突然綾あや斗とのほうへがばっと上半身を寄せると、にんまりと不気味な笑みを浮かべる。

「どうでしょう、天あま霧ぎり綾斗。お互いの輝かしい未来のため、あたしと手を組みませんか？」

「あなたと……？」

　いつもの綾斗なら即座に断り、その場を立ち去っていただろう。

　が、五年ぶりに再会した姉の顔が脳裏を過ぎり、それをさせなかった。

「ローランズさん、あなたが姉さんを治せるというのは本当なのか……？」

「きししし。ヒルダでいいですよ。そしてその質問の答えは、イエスです。あたしに任せてくれるなら、キミの眠り姫を見事目覚めさせてご覧に入れましょう」

　ヒルダが笑いながら仰々しく一礼してみせる。

「……どうやって？」

「ふむん。それを説明すると長くなるのですが……キミのお姉さんは《魔女ストレガ》としての能力で自分自身を縛っていますね？　元がん来らい、この手の能力を外部から解除するには強制的に万応素マナを排はい斥せきしなければならないのですが、そのためにはまず能力者の星辰力プラーナと万応素の接合パターンを解析しなければなりません。これは指し紋もんのようなもので、能力者によって異なります。コルベル先生が梃て子こ摺ずっているのは、キミのお姉さんの場合この接合パターンが非常に複ふく雑ざつなのです。ここまではわかりますか？」

　綾斗がうなずくと、ヒルダはまるで子どもに向かって講義をするようにゆっくりと続けた。

「もっとも一番の問題はそこではありません。接合パターンを解析したとしても、実際に万応素を排斥するためには特とく殊しゆな装そう置ちが必要になります。ところがキミのお姉さんの場合、能力に使用された星辰力が膨ぼう大だいすぎて、この治ち療りよう院いんにある装置では対応できないのです。接合する星辰力の量が多くなればなるほど、呼応する万応素のエネルギー量も増えますからね」

「特殊な装置？」

「万応素加速器マナコライダーと呼ばれているものです。簡単に言えば《魔女》や《魔術師ダンテ》のように星辰力を介することなく、万応素の運動をある程度コントロールするための装置ですね。万応素は加速させることによって星辰力を介在させずとも高エネルギー状態にすることが可能ですが──と言っても能力を再現できるようなものではありませんよ、念のため──この状態の万応素で接合パターンをなぞることにより、能力を解除することができるのです。そしてキミのお姉さんの能力を解除しようと思うなら、この治療院にある万応素加速器よりもずっと大型のそれが必要となるのですよ」

　漠ばく然ぜんとではあるが理り屈くつはわかる。が、まだ納得はできない。

「でも、それだったらその大型の万応素加速器マナコライダーを使えば、コルベル先生にも能力の解除は可能なんじゃ……」

「ちっちっち」

　するとヒルダは人差し指を振って、綾あや斗との言葉を遮さえぎる。

「残念ながら、コルベル先生には大型の万応素加速器を扱う技術がありません。いえ、コルベル先生がというよりも、大型の万応素加速器を人体に対して使用したことがある研究者は、世界中探してもこのあたししかいないでしょうね、きしししし」

　ヒルダは一ひと頻しきり笑った後、その三さん白ぱく眼がんを見開いて言った。

「ああ、なんでしたらコルベル先生に直接聞いてみてもらっても構いませんよ」

「……」

　その言葉からは圧倒的な自信が感じられる。

　ということは、少なくともそれは本当なのだろう。

「──それで、あなたの要求は？」

「お？」

　手を組む、ということは、ヒルダもこちらに対してなにか望むことがあるはずだ。

「おー、これはこれは、さすがに話が早いですね。なーに、安心してください。別に難しいことじゃありません」

「ちょっと待った！　言っておくけど、まだあなたの提案を受けると決めたわけじゃ……」

　嬉き々きとして話を進めようとするヒルダに、綾斗は慌ててそう釘くぎを刺そうとするが、次の言葉を聴いて思わず固まった。

「──ちょいと、《獅鷲星武祭グリプス》で優勝してきてください」

　ヒルダの口調はさらりとしていて、まるで近所の店に買い物を頼むかのような気軽さだった。

「《獅鷲星武祭》で……優勝？」

「その次の《王竜星武祭リンドブルス》でもいいのですけど、来年の冬まではさすがに待ちきれませんので。聞いていますよ、生徒会長殿のチームで出場するのでしょう？」

「いや、だからって必ず優勝できるわけじゃ……」

　メンバーを考えれば確かに強力なチームになるだろうが、すんなりと優勝できるほどに《星武祭フエスタ》は甘くないだろう。

「大丈夫、大丈夫ですよ。キミとあの生徒会長殿が組むなら、優勝間違いなしです」

　うんうんと一人でうなずくヒルダ。

「……つまり、あなたは俺を代理として願いを叶かなえたいというわけか」

「うーん、なんの衒てらいもなく言ってしまえばそうなりましょうか」

　綾斗の言い方に不満でもあるのか、やや納得できていないような顔でヒルダが答える。

「具体的にはなにを？」

「うん、もしキミが優勝したらですね、あたしのペナルティを解除していただきたいのですよ」

「……ペナルティ？」

「そうです。実は数年前にちょっとした事故があったのですが、なぜかあたし一人がその責任を取らされる形になりまして。まあ、これがどうやら先ほど言ったところの『大抵の場合』の範疇を少しばかり超えてしまったようなのですよ。あたしとしては研究所の一つや二つどうでもいいと思うのですが……とにかく、そんなこんなで今現在あたしはあまり自由に動けない身なのです」

　ヒルダはそう言って大きくため息を吐いた。

「中でも一番痛いのが施し設せつの使用制限でして、レベル５指定の施設には立ち入りさえできないという厳しさ。これでは研究の進めようがありません。おかげでここしばらくは、気の乗らない頼まれ仕事をこなす日々……正直、うんざりです」

　ヒルダはそう言いながら大げさに首を振っていたが、途中でぴたっとその動きが止まり、眼鏡越しの三さん白ぱく眼がんを綾あや斗とへ向けた。

「──さて、本題はここから。実はそのレベル５指定の施設の一つに、ジュネーブの大型万応素加速器マナコライダーがありまして。これは昔あたしのチームが拠点として使っていた施設でしてね。あたしの研究用にいろいろとカスタマイズもされているのですよ」

「っ！」

　ようやく話が繋つながった。

　つまり姉を目覚めさせるためには、ヒルダがその施設を使えるようになる必要がある。そういうことなのだろう。

　その綾斗の表情から察したのか、ヒルダが楽しそうに笑いながらうなずく。

「きしししし。そうそう、そうなのです。これぞまさしくギブアンドテイク、対等で平等な取引というやつですよ。キミがあたしのペナルティを解除してくれれば、あたしは万応素加速器を使えるようになって研究を再開できる。そうすれば、キミのお姉さんを目覚めさせることができる。実にシンプルで美しい論理です」

　ヒルダは嬉うれしそうに肩を震わせるが、無論綾斗もそれを鵜う呑のみにするほど純じゆん粋すいではない。

「──その前に、あなたの研究っていうのがどんなものなのか、教えてもらえるかな」

「ふむん？」

　その言葉が意外だったのか、ヒルダは眼鏡の奥の瞳をぱちくりとさせた。

「まあいいでしょう。あたしの研究は、簡単に言えば後天的に《星脈世代ジエネステラ》を作り出すというものです」

　ヒルダはさらりと言ってのけたが、その内容は荒こう唐とう無む稽けいと言っていいほどとんでもないものだ。今までの人類と《星脈世代ジエネステラ》は星辰力プラーナの有無をはじめとして、その骨格や筋肉組織の強度、血液の成分に至るまであらゆる部分で隔かく絶ぜつと言っていいほどの差がある。

　例えば生まれてくる子どもが《星脈世代》になる確率を上げるといった研究ならばまだしも──それだって当然倫りん理り的てきな問題はあるとしても──後天的に人間の身体を作り変えるなどというのはほとんど神の領りよう域いきと言ってもいい。

　普通なら綾あや斗とも夢物語としか思わなかっただろう。

　──だが、綾斗はすでにオーフェリアの一件を知っている。

「でも、その研究はもう成功したはずなんじゃ……？」

「ああ、オーフェリア・ランドルーフェンのことですね？」

　するとヒルダは複ふく雑ざつな表情でうなずいた。

「確かにあれはあたしが作り上げた、これ以上ない研究成果です。なにしろただの人間を《星脈世代》にするという段階を一気に飛び越え、《魔女ストレガ》に──しかも史上かつてないほどに強力な力を持った《魔女》に作り変えることに成功したのですからね」

　しかし語っている内容とは裏腹に、ヒルダの表情はどこか暗い。

「ですが……正直に申し上げまして、あれはあたしにとってもある種のイレギュラーなのですよ」

「イレギュラー？」

「あたしは長年の研究から完かん璧ぺきな理論を構こう築ちくし、それを実じつ践せんしました。そして究きゆう極きよくともいえる《魔女》を誕生させた。それは間違いありません。なのに、その後全く同じ条件で実験を行っても、それを再現することができないのです」

（つまり、まだ成功例は彼女だけということか……）

　綾斗が納得していると、ヒルダはがくりと肩を落とした。

「再現性のない結果では意味がありません。我々も、そしてこの世界も、制せい御ぎよできないものを受け入れる余裕はないのですから」

「制御できないもの……？」

　綾斗が問い返すと、ヒルダは項垂うなだれていた首を上げる。

「おや、お気付きでない？」

　そしてにんまりと皮肉な笑みを浮かべながら続けた。

「《魔女》や《魔術師ダンテ》といった能力者の中には、非常な有ゆう益えきな力を持った方々がいます。戦せん闘とうなどに用いるより、もっと多彩な分野に貢献できる能力を持った方々が。ですが、今やこの世界を統治する統合企業財体Integrated Enterprise Foundationはそれを良しとしません。それはなぜか？　簡単です。彼らの能力はあくまで個人の資質であり、その意思によって左右される極きわめて不安定な、しかもやがて失われるものでしかないからです。そんなものがまかり間違って重じゆう要ような歯車として社会に入り込んでしまったら、大変でしょう？」

「……統合企業財体Integrated Enterprise Foundationは《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》を信用していないと？」

「正確には《星脈世代ジエネステラ》を、ですね。統合企業財体の最高幹部には、未いまだ一人として《星脈世代》が名を連ねたことがないのですから」

　今の世界における《星脈世代》の立場がどのようなものか、綾あや斗とにもよくわかっている。

　が、こうして改めて実感させられると、胸の中にもやもやしたものが湧わくのを押さえられなかった。

　それは綾斗が先日リーゼルタニアを訪れたこととも無関係ではないだろう。

「これは純星煌式武装オーガルクス──というよりウルム＝マナダイトについても同様です。例えばあなたもよくご存ぞん知じの《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》、あれの重力制せい御ぎよなんてものは、最さい先せん端たんの落星工学でも未だ部分的にしか実現できていません。ですが、あのように力を引き出せる者が限定され、複製もできず、さらには暴走の危険まであるものに、統合企業財体が一定以上の許容を示すことはありません。だからこそ研究素材としてデータを取り終えたものが、純星煌式武装という玩具おもちやとして管理下にある各学園に貸与されているのです」

　ヒルダはそこで一度区切ると、ゆっくりと両手を広げた。

「《星脈世代》がこの世界に受け入れられるためには、その全てが解明され、あらゆる懸念が取り除かれ、制御が可能だと認められることが必要不可欠なのですよ。そしてあたしの研究は、その大いなる一歩となることでしょう」

「……それがあなたの目的だと？」

「はい、そのとおりです。──っと、いけないいけない。また話がズレてしまいました。それで、そろそろお返事をお聞かせ願いたいのですが？」

　綾斗は少しだけ考え込んでから、ふらふらと揺れるヒルダの瞳を真っ直ぐに見る。

「──断る」

「ほう。それはまた、どうしてです？」

　綾斗がそう言うと、ヒルダは驚おどろいたような顔で綾斗を見返してきた。

　正直に言えば、綾斗にとってヒルダの提案はこれ以上ないくらいに魅み力りよく的てきなものだ。

　いざ姉と再会し、眠り続けるその姿を目の当たりにしてしまった以上、なにを賭しても目覚めてもらいたいと思う。姉に話したいことが山ほどあるし、もう一度その声を聞きたいし、なによりもその笑顔を見たい。

　だが──そのために、ユリスとオーフェリアのような悲劇を繰り返させるわけにはいかなかった。ユリスに顔向けできないのはもちろん、目を覚ました姉にも申し開きができないだろう。

　状況を聞く限り、今のヒルダはいわば鎖で繋つながれた状態──だとしたら、綾斗がそれを解き放つわけにはいかない。

「一言で言えば、俺はあなたが信用できない」

「……なるほど。それは残念です」

　ヒルダは本当に心の底からそう思っているのか、がくりと肩を落とす。

「わかりました。それでは今日のところはこれで引き下がるとしましょう。ただし……」

　が、そこで一度もったいぶるように間を取ると、ヒルダは真面目な顔で綾あや斗とを見た。

「予言しておきますよ、天あま霧ぎり綾斗。キミはいずれ必ずあたしの手を取る時がやってきます。そう、必ずね」

「……」

　綾斗は無言のままその視線を受け止める。

「では、またお会いしましょう。きしししし」

　ヒルダはそう言って白衣を翻すと、衣きぬ擦ずれのような笑い声を残したまま深夜の闇の中へと消えていった。

　　　　　　　　＊

「──なるほどな」

　綾斗が語り終えると、ユリスはただ一言そう言ってから深いため息を吐いた。

　いつの間にか世界は赤く染まり始めており、夕日に照らされた木々が濃い影を地面に描いている。

「事情はわかった。だが、おまえは本当にそれでいいのか？」

「え？」

　思いがけない言葉に綾斗が問い返すと、ユリスは淡たん々たんと続けた。

「無論、私は《大博士マグナム・オーパス》を許すことはできない。しかしそれはあくまで私の個人的な感情だ。オーフェリアのような犠ぎ牲せい者しやをこれ以上出すわけにはいかないというのも、尊ぶべき心がけだが所しよ詮せんは義ぎ憤ふんにすぎない」

「でも、それは……」

「いや、わかっている。私としてもおまえがあの女との取り引きを断ってくれたのは、その、素直に嬉うれしい。ただ……同時に、申し訳なくもあるのだ。私のせいでおまえが自由に動けなくなっているようでな」

　ユリスには珍しく気弱な苦笑を浮かべつつ、足下に視線を落とす。

「私の願いとて、結局のところは自己満足の延長線上のものにすぎん。もしおまえが本当に姉を目覚めさせたいと望むのであれば、どのような選択をしたとしても私がおまえを非ひ難なんすることはない。それだけは覚えておいてくれ」

「ユリス……」

　まさかユリスの口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった。

　思わず胸がじんと熱くなる。

「ありがとう。だけどいいんだ。会ってみてわかった。《大博士マグナム・オーパス》は、とても信用できるような人じゃない」

　会話を交わしたのはわずかな時間ではあったが、垣かい間ま見みせたおぞましさは綾あや斗とが今まで経験したことのないものだった。

「だが、おそらく《大博士》がおまえの姉を目覚めさせることができるというのは嘘うそではなかろう」

「……ああ、それは俺もそう思う」

　確かにヒルダは信用の置けない人物ではあるが、浅はかな嘘をつくようなタイプではない。その点で言えば、レヴォルフ黒学院の生徒会長ディルク・エーベルヴァインに近いだろう。

　違うところと言えば、ヒルダにはディルクにはない危うさがあるところだろうか。

「あれからコルベル先生にも確認したんだ。確かに理論的には、《大博士》の言った方法で姉を目覚めさせることは可能らしい。そして、それができるのもやっぱり《大博士》だけだと。……先生もすごく悔しそうだったけどね」

　結果としてヒルダが提示してきた前提条件に嘘はないということだ。

　だが、だからといってそれ以外の方法がないとは限らない。

「俺は《大博士》に頼ることなく、姉を目覚めさせる方法を見つけてみせる。そのためにも、《獅鷲星武祭グリプス》で優勝しなきゃならない」

　綾斗個人の力では無理でも、統合企業財体Integrated Enterprise Foundationの力を借りればそれが可能なはずだ。統合企業財体も全面的に信用できるというわけではないが、それでもヒルダよりはましだろう。

「そうか……それであの意気込みか」

　先ほど生徒会室で綾斗が絶対に優勝しようと言ったことを思い出したのか、ユリスが納得したようにうなずいた。

「わかった。いずれにせよ、私も優勝以外は眼中にない。──ならば、明日からまた頑張らねばな」

「ああ、そうだね」

　実際ヒルダとのことは自分でも上う手まく整理できないでいたのだが、こうしてユリスに打ち明けることによってようやく自分の選択に自信を持つことができた。

　あとはもう、迷うことなく進むだけだ。

　　　　　　　　＊

　翌日、クローディアの専用トレーニングルーム。

「さて、それでは私たちはこのメンバーで《獅鷲星武祭グリプス》へと臨のぞむわけですが……さしあたってまず一番重じゆう要ようなことを決めなければなりません」

　クローディアは集まったチームメンバー──綾あや斗と、ユリス、紗さ夜や、綺き凛りんを見回して、そう言った。

「一番重じゆう要ようなこと？」

　くきっと首を傾かしげる紗夜に、クローディアは真面目な顔でうなずく。

「ずばり、チーム名です」

　その途と端たん、身を乗り出していたユリスががくりとバランスを崩す。

「どこが重要だ！　そんなものどうでもいいだろう！」

「あら、ですが全世界にその名前で紹介されるのですよ？　あまり変な名前でエントリーするわけにもいかないでしょう」

「それはそうだが……もっといくらでも重要なことはあるだろう」

　ユリスは納得できない様子だったが、その横の綺凛がおずおずと手を挙げた。

「あの……参考までに、他のチームはどんな名前で出場されているのですか？」

「そうですね。やはり一番有名なのはガラードワースの銀翼騎士団ライフローデスでしょうか。彼らは更に序列一位から五位で構成されるチーム・ランスロット、六位から十位で構成されるチーム・トリスタンに分かれます。他にクインヴェールのチーム・ルサールカなどは、皆さんもご存ぞん知じの通り彼女たちのバンド名をそのまま使っていますね」

[image: ]

　ルサールカは、世界的な知名度を誇るガールズロックバンドだ。シルヴィアほどではないものの、若い世代を中心に人気が高く熱狂的なファンも多い。綾あや斗ともその名前といくつかの曲は聴いたことがあった。

「ちなみにチーム名が未登録だとどうなるんだい？」

「その場合は代表者の名前がそのままチーム名になります。例えば、代表者が田中さんでしたらチーム・田中です」

「ならばもうそれでいいだろう」

　まるで興味がないのか、ユリスが投げやりに言う。

「あら、チーム・田中がそんなに気に入りましたか？」

「そうではない！　今回のチームはおまえが代表者なのだから、チーム・エンフィールドでいいだろうということだ！」

　ユリスが目を吊り上げると、クローディアはころころと笑いながら他のメンバーをぐるりと見る。

「他の皆さんがそれでいいならば、私は構いませんが……。いえ、それ以前にそもそも私が代表者でいいのかという話でもありますね」

「今回のメンバーを選んだのはクローディアなんだし、俺はそれでいいと思うよ」

「……同じく」

「わ、わたしもそれでいいと思いますっ」

　綾斗の言葉に紗さ夜やと綺き凛りんがそれぞれ同意し、ユリスも仏ぶつ頂ちよう面づらのままだがうなずいてみせた。

「わかりました。それでは僭せん越えつながら代表を引き受けさせていただきます」

　言って、ぺこりと一礼するクローディア。

「あ、代表と言えば会長は来年度も生徒会長に立候補されるのでしょうか？」

「そのつもりですが……どうしました刀とう藤どうさん？　生徒会の仕事に興味でも？」

　すると綺凛はぶんぶんと首を横に振る。

「め、滅相もないです！　わたしなんか、そんな器では……！　あの、ただ、会長職との両立は負担になるのではないかと、少し……」

　普段からなにかと忙しいクローディアなので、綺凛はそのあたりを心配したのだろう。

「ふふっ、心配はいりません。生徒会は好きでやっていることですからね」

「まあ、おまえ以上に向いているやつがこの学園にいるとも思えないしな。選挙も対立候補が出てくるかさえ怪しいところだ」

「……確かに」

　ユリスの言葉に紗さ夜やがこくりとうなずくが、綾あや斗ともそれに同感だ。

　クローディアはとにかくなんでもこなせる万能型の才女であり、生徒会長としての実績は星せい導どう館かんの生徒誰も認めるところだった。

「──ところで、私としては昨日の話の続きを聞きたいのだが？」

「と、おっしゃいますと？」

「銀河を敵に回すかもしれないという、おまえの願いについてだ」

　ユリスの言葉に、一同の視線がクローディアに集まる。

　その件に関しては結局うやむやになってしまったので、綾斗としても気になるところだ。

「そうですね……ただし、あまり面白い話ではありませんよ？」

　クローディアはそう言って小さく息を吐き、ゆっくりと話を始めた。

「私の願いとは、現在拘こう留りゆうされているとある人物から話を聞くことです」

「……話を聞く？　ただそれだけか？」

　ユリスが拍子抜けといった顔で訊たずねると、クローディアは薄い笑みを浮かべる。

「ええ。ですが、たったそれだけのことが難しいのです。なにしろ相手は《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》の関係者──より正確には、その犯行グループの思想的指導者と目されている方ですから」

「っ！」

　全員がはっと息を飲むのがわかった。

《翡翠の黄昏》と言えば、アスタリスク史上最大のテロ事件だ。ただし現在その話題はタブーとされており、真相に関しても多くの部分が未いまだ謎に包まれている。

「《翡翠の黄昏》に関する裁判は統合企業財体Integrated Enterprise Foundation主導による特別法廷で行われ、そのほとんどが非公開……しかも中には凍結されたまま裁判自体が開かれていないものもあり、私が面会を望んでいる方もそのケースのようです」

「えっと、その方のお名前をお聞きしても……？」

「構いませんが、皆さんはご存ぞん知じないと思いますよ。彼の名はラディスラフ・バルトシークといいます」

　訊ねた綺き凛りんも、その隣のユリスも、初耳といった顔だ。当然綾斗も聞き覚えはない。

　ただ、意外なことに紗夜がゆっくりと手を挙げた。

「……知ってる」

「ああ、そうでした。沙さ々さ宮みやさんなら知っていても不思議ではありませんね」

「ほう。一体何者だ？」

「煌式武装ルークスや純星煌式武装オーガルクスに関する開発研究で有名な科学者。特に純星煌式武装に関しては重じゆう要ような論文をいくつも書いていて、歴史に名前が残るレベルと言っていい。でもある時期を境に消息不明になったって、なにかの本で読んだことがある。その前は確か、星導館で教職に就いて……」

　ユリスが水を向けると紗さ夜やにしては饒じよう舌ぜつな口調で語り始めたが、途中ではっとしたように口を噤つぐむ。

「そう。彼はかつて、この星せい導どう館かんの大学部で教きよう鞭べんをとっていました。もっともほとんど授業は受け持たず、大抵は銀河の研究所に篭こもりっきりだったようですけれど。そしてその頃、彼の手によって生み出された純星煌式武装オーガルクスがこの《パン＝ドラ》です」

　クローディアはそう言って腰のホルダーから《パン＝ドラ》の発動体を取り出して見せた。

「へぇー、《パン＝ドラ》を作った方なのですか……」

　綺き凛りんは素直に感心しているようだったが、隣のユリスは深しん刻こくそうな表情でなにやら考え込んでいる。

「いや、それよりも……今の話が本当ならば、この星導館に《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》を引き起こした連中の思想的指導者がいたということになる……」

「……それはスキャンダラス」

「あっ……！　そ、そうですね。じゃあ、会長が銀河から狙われるのは、それが原因で……？」

「ふふっ、かもしれませんね」

　クローディアははぐらかすように笑うが、ユリスはそれを許さないとばかりに更に踏み込んだ。

「それで、その男に会っておまえはどんな話を聞き出そうというのだ？」

「さすがにそこまではお教えできません。これ以上は、皆さんに直接危険が及ぶ可能性が出てきてしまいますからね。なにしろ今現在、一切の接せつ触しよくが禁じられている方ですから」

　が、クローディアは穏やかに、しかしきっぱりとそれを拒絶する。

「ただ、先日も申し上げました通り、今はまだ銀河も私の動向を見計らっている時期です。おそらく夏くらいまでは、そこまで大きな動きは見せないでしょう」

「……」

　一方で綾あや斗とはやや釈然としないものを感じていた。

　確かにその話は星導館や銀河の暗部に触れるものであり、場合によってはかなりのスキャンダルとなるだろう。ただ、そうは言っても《翡翠の黄昏》自体はすでに過去の話だ。仮にそれが公になりそうだったとしても、銀河が直接動くほどのことだろうか。

（それにクローディアも、まだ全部を話してくれたわけじゃないみたいだしな……）

　──おそらく、この件にはもっと深いなにかがある。

　漠ばく然ぜんとではあるが、綾斗はそれを感じ取っていた。

「さて、それでは余談はこれくらいにしておいてそろそろ本題に入るとしましょう」

「本題？」

「ええ。《獅鷲星武祭グリプス》は最も番狂わせが多い《星武祭フエスタ》だと言われています。それはつまり、戦術によって力量差を覆くつがえすことが可能だということ──そのためにも、まず我々はお互いの能力を正確に把は握あくしなければなりません」

　そう言うとクローディアは手に持っていた《パン＝ドラ》を起動させる。

「──というわけで、皆さんにはこの子の本当の能力について知っておいてもらう必要があります」


第二章　煌式遠隔誘導武装レクトルクス

「《パン＝ドラ》の、本当の能力だと……？」

　その場にいる全員が、ごくりと唾を飲み込むのがわかった。

　クローディアの使う双そう剣けんの純星煌式武装オーガルクス《パン＝ドラ》が持つ能力は、未来視。

　だが、実際のところそれがどれくらいの力を秘めているのか──例えば具体的には何秒先まで予知できるのかということなどはまるでわかっていない。それというのもこの《パン＝ドラ》をまともに扱えたのは、クローディアが初めてだからだ。

　無論開発スタッフならばわかっているだろうが、純星煌式武装の開発研究は統合企業財体Integrated Enterprise Foundationの内部でも機き密みつ性せいの高い領りよう域いきなので、そこから漏れるということはまずありえない。

　結局、《パン＝ドラ》に関しては噂うわさばかりが先行し、その能力は未いまだに未知のままとなっていた。

「まずは事実だけをお伝えしましょう。《パン＝ドラ》の能力が未来視、つまり未来予知であることは間違いありません。そして、今現在私が予知できるのは──凡およそ三百秒といったところです」

「っ!?」

「さ、三百秒っ!?」

　全員が思わず絶句する。

　それもそのはずで、三百秒ということは五分先の未来まで見通すことができるということだ。単純に《鳳凰星武祭フエニクス》とは比較できないだろうが、綾あや斗とたちの試合は五分もかからず終わった試合もあった。ということは、クローディアはその試合開始から終了までの全てを予知できることになる。

　普通に考えれば、もはや負けようがない。

「ただし……そうは言っても、この三百秒という数字はあくまでストックにすぎません」

「ストック、ですか……？」

　不思議そうに首を傾かしげる綺き凛りん。

　それとは対照的に、ユリスははっとした顔でうなずいた。

「なるほど、そういうことか……」

「さすが《魔女ストレガ》、この手のことには理解が早いですね」

　クローディアが微笑ほほえみかけると、ユリスも皮肉めいた笑みを返しながら続ける。

「つまり《パン＝ドラ》の未来予知は使い切り、ということだな？」

「ご名答」

　ぱちぱちと拍手をするクローディア。

　綾斗もそれを聞いてようやく理解した。

「それじゃあ……例えば今からクローディアが十秒先までの未来を予知をしたら、残りは二百九十秒になるってこと？」

「ええ、その通りです」

「無限に使えるわけじゃないってことか……」

「そういえばこの間言っていたな。《パン＝ドラ》には弱点があると。このことか？」

　ユリスが言っているのはリーゼルタニアに向かう道中、クローディアが綾斗たちをチームに勧かん誘ゆうした時のことだろう。

「はい。もしこのストックを使い切ってしまえば、この子はただの双そう剣けんです。そうならないためにも、私はできるだけストックを温おん存ぞんできるように策を練ってきました。例えば、私の最初の決けつ闘とうなどはその最たる布石ですね」

「おまえの最初の決闘というと、あの中等部時代のやつか？」

「お相手の方は、確か序列二十位でしたよね？」

　ユリスと綺凛が即座にそう返す。

「そんなに有名な試合なのかい？」

　クローディアの中等部時代ということは、綺凛はもちろんユリスもまだこのアスタリスクに来ていなかったはずだ。

「こいつの試合はただでさえ少ないのだが、その中でも一番有名な試合だろうな。こいつに挑もうとする奴やつらはまずあの試合映像を見て──大抵心が折られる」

　どこか面白くなさそうな口調でユリスが答える。もしかしたらユリスもその一人だったのかもしれない。

「あ、あの、わたしデータ持ってますっ」

　綺き凛りんがそう言って携帯端たん末まつを操作すると、空間ウィンドウに試合映像が映し出された。

　ステージの中央に立つのは、顔立ちこそ今よりも幼いものの確かにクローディアだ。

　相対するのはクローディアよりもかなり年上の男性で、おそらく二十歳くらいだろう。右手に小ぶりの片手剣型煌式武装ルークス、左手にはハンドガンタイプの煌式武装を持っている。

「へぇ、剣と銃の二刀流か」

　なかなか攻撃的なスタイルだ。

「当時はこの手のオフェンス偏へん重ちような戦法が流は行やっていましたからね。彼も相当な使い手でしたよ」

「……結果を知っていると自じ慢まんにしか聞こえないぞ」

　呆あきれたようにつぶやくユリス。

　そうこうしているうちに校こう章しようが試合開始を告げ、男が牽けん制せいするようにクローディアに向けて光こう弾だんを放つ。

　クローディアはそれをわずかな動きだけで軽々と避け──

「って、ちょっと待った。これってもしかして、クローディア……目をつむってる？」

　綾あや斗とは愕がく然ぜんとつぶやいた。

　見間違いではない。クローディアは《パン＝ドラ》を構えるでもなくだらりと垂らしたまま、明らかに目を閉じている。

　それに気がついたのは画面の中のギャラリーも同じらしい。観客席に異様なざわめきが広がり、一方で対戦している男性の顔が怒りに染まるのが見て取れた。当然の反応だが、おそらく舐なめられていると思ったのだろう。

　男は一気に間合いを詰めると、小剣を横薙なぎに振るった。

　クローディアはやはり目を閉じたままそれをバックステップでかわし、男が追つい撃げきで放った光弾を上半身を捻ひねっただけで避けてみせる。

　その瞬しゆん間かん、ギャラリーが爆発したように沸き上がった。

　男がむきになったように連続攻撃を繰り出すが、その切っ先も光弾も、クローディアの身体にかすりさえしない。

　男が弱いわけではなかった。先ほどクローディアが言っていた通り、剣と銃を上う手まく使いこなしている相当な使い手だ。一撃の重さはないだろうが、中近距離戦の手数と制圧力はかなりのものだろう。

　しかし──男がどれだけの猛攻を仕掛けても、クローディアは涼しい顔のまま、踊るように軽々とそれをかわしてしまう。

「……そろそろ終わるぞ。よく見ておけ」

　やがて大きく空中に飛んで攻撃をかわしたクローディア目掛けて、好機とばかりに男が光こう弾だんを連射する。当然ながら、空中での回かい避ひは極きわめて難しい。

　だが。

　クローディアは空中で身体を回転させながら、この試合で初めて双そう剣けんを振るった。

　次の瞬しゆん間かん、光弾は全てが斬り払われ四散する。

　そのまま着地したクローディアは呆あつ気けに取られる男に向かって軽やかなステップを踏むと、すれ違い様にその校こう章しようだけを正確に両断していた。

　静まり返った会場に、決着を告げる機械音声が響く。

　それを聞き終えてからクローディアはゆっくりと目を開き、いつもの穏やかな笑みを浮かべたまま優ゆう雅がに一礼してみせた。

「……滅め茶ちや苦く茶ちやだね」

「だろう？」

「まあ、これはそう思っていただくためのパフォーマンスですから」

　クローディアは平然とそう言って、薄く微笑ほほえんだ口元を押さえる。

「もしかしなくても、クローディアが数十秒先まで予知できるって噂うわさはこの試合が発端？」

　実際、予知能力でもない限り不可能な芸当だったのは間違いない。

　そしてこれを見せられてなお、クローディアに挑もうという猛も者さは確かに中々いないだろう。

「ええ。私はこの試合に貯ため込んでいたストックをかなりつぎ込みましたが、おかげさまでその効果はありました。その後、私が序列二位に居座るようになっても、挑戦してくる方は滅めつ多たに現れませんでしたからね」

《パン＝ドラ》の予知できる時間は、使えば使うほど減っていく。

　だとしたら、できるだけ使う機会は少ないほうがいい。

　この試合がそのためのパフォーマンスだったとしたら、なるほどよく考えられている。

　──同時に、それは《パン＝ドラ》の能力に対するもう一つの条件を想起させた。

「……質問」

　と、そこで紗さ夜やがちょこんと手を挙げる。

「……そういう作戦を取っていたということは、もしかして予知時間のストックは回復する？」

　紗夜も綾あや斗とと同じことを思ったらしい。

　もし《パン＝ドラ》に最初から一定量の予知時間のストックがあり、ただそれを消費していって残量がゼロになればおしまいというのであれば、このクローディアの作戦はあまり意味がない。

「はい、とても良い質問ですね。その答えは……イエスです。なにもしないでも、《パン＝ドラ》と契約を結んでいる限りこのストックは時間と共に増えていきます」

　やはりそうだったか。

　最初にある程度投資しておき、それによって戦せん闘とう機会を減らすことでストックを貯ため込み易やすくする。それがクローディアの狙いだったのだろう。

　そして、それは見事に成功した。

（ただ、そうなると……）

「あの、どのくらいのペースで回復するものなのでしょう？」

「大まかに言うと、一秒ストックするのに三日程度は必要ですね」

「三日で一秒か……それは無駄遣いはできないな」

　ユリスが難しい顔でそうつぶやくが、綾あや斗とはもっと別のことに思い至っていた。

「──『性格最悪』、か」

「うん？」

　と、綾斗のつぶやきに、ユリスがいぶかしそうな顔を向ける。

「なんのことだ、綾斗」

「ああ、いや……実は、以前クローディアから《パン＝ドラ》の代償について教えてもらったことがあるんだ。それは──『いつか来る自分の死を、夢の中で体験する』こと」

　綾斗のその言葉に、ユリスたちの表情が変わった。

「そ、それは、いくらなんでも酷ひどすぎじゃ……」

　綺き凛りんなどは泣き出しそうな顔で口元を押さえクローディアのほうを見るが、当のクローディアは笑顔のままうなずくだけだ。

　だが、《パン＝ドラ》の最もおぞましい部分はそこではない。

　三日で一秒能力を使用できるようになるということは、この純星煌式武装オーガルクスを使いこなすためにはそれだけ長い時間付き合う必要があるということ。即すなわち、夜よ毎ごとに自分の死を体験し、長い苦しみに耐え続けることでしか能力を引き出せないということだ。

　かつてクローディアは《パン＝ドラ》を評して最悪の性格だと言っていたが、確かにこれはうなずける。

「強力な能力には大きな代償を支払う必要があるということか……いや、しかしそれにしても……」

「……辛そう」

　ユリスと紗さ夜やも沈痛な面持ちだ。

「ふふっ、安心してください。皆さんが気になさるほどの代償ではありませんよ。それに……使用者たる私に言わせてもらえれば、この子の能力もそこまで絶対的なものではありません」

　けろりとした顔でそう言うクローディア。

「以前も申し上げた通り、未来予知と言っても万能無敵というわけではないのです。それを説明いたしましょう。……綾あや斗と、少し構えてもらってもいいですか？」

「え？　ああ、うん。それはいいけど……」

　クローディアに促された綾斗は封印を解除すると、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させて正眼に構えた。

「──さて、それでは」

　言って、クローディアがにこりと笑ったその刹那──

「っ！」

　ぞくりとした悪お寒かんを感じた綾斗の身体が半ば反射的に動き、《黒炉の魔剣》を左に払う。

　その刀身はクローディアがおもむろに繰り出してきた一撃をぎりぎりのところで押し留とどめていた。

「……いきなりだね、クローディア」

　綾斗が苦笑を浮かべながらそう言うと、クローディアはあっさりと剣を引いて肩を竦すくめる。

「さすがに綾斗には通用しませんね」

　込められた力の強さから、当てるつもりのない一撃だとはわかった。それでもその鋭さには、ひやりとさせられる。

「さて、今の攻撃はご覧の通り見事綾斗に防がれてしまいました。もし私が攻撃の一秒前に──まあ、厳密に言えば一回の攻撃の成否を確認するだけなら０・５秒でも十分なのですが、わかりやすく説明するためにあえて一秒とします──《パン＝ドラ》の未来視を使っていたら、今の光景を予知できたわけです」

　クローディアはそこまで言うと、《パン＝ドラ》を発動体に戻してホルダーへと収める。

「その場合、私は次の一手をどうするべきか考えます。例えば今のは右からの攻撃でしたから、左からの一撃に変えてみるとしましょうか。そう、《パン＝ドラ》の予知は絶対ですが、未来は一つではありません。私が行動を変えれば、その瞬間に未来もまた変わるのです。つまり《パン＝ドラ》の能力とは『失敗のリスクなく、試行錯誤を繰り返すことができる能力』と言い換えることができます」

「未来が変わる……」

　綾斗はなんとはなしに、そうつぶやく。

　それは当たり前の話だったが、なぜだか妙に胸に響いた。

「さて、一秒ストックを消費して、左からの攻撃の結果を予知してみましたが、同じく防がれてしまいました。仕方がないので上段からの攻撃と下段からの攻撃も予知してみましょう。これで合計四秒のストックを消費することになりましたが、それでもやはり私の攻撃が成功する未来は予知できませんでした。──それも当然で、今のように正面から対たい峙じした状況で私が綾あや斗とに攻撃を入れるのは、実力差を考慮すればほぼ不可能だからです」

「い、いや、クローディアの攻撃は十分鋭かったと思うけど……」

　そうフォローを入れると、クローディアは大げさに首を横に振ってみせた。

「いいえ。無論、私自身近接戦せん闘とうの技術に関してはそれなりの自負があります。ですが、綾斗や刀とう藤どうさんと比較した場合、一段格落ちするのは否めません」

「……」

　綺き凛りんが困ったように眉を下げたが、なにも言わないところを見ると見解は同じなのだろう。正直に言えば、綾斗も確かに同じようなことを感じていた。

「ただ、私もこれで手詰まりというわけではありませんよ。例えば今試した上下左右の攻撃のうち、下段からの攻撃は他に比べてほんの少し綾斗の防ぼう御ぎよが遅れていました。なので、綾斗が下段からの攻撃を防御する動きに対応して攻撃の軌き道どうを変えてみます。まずは右回りに軌道を変えた攻撃を予知してみましょう。……ああ、ですが残念。それでも綾斗の反応は素晴らしく、結局ガードされてしまいました。ならば左回りではどうでしょうか。うん、ガードされるのは一緒ですが、こちらは綾斗の体勢を少し崩すことが可能なようです。今度はここを基準にして……と、もうおわかりですね。私はここまで六秒を消費しましたが、たった一回の攻撃にこれだけつぎ込んでいてはストックなどいくらあっても足りないのですよ」

　クローディアはそこで区切ると、やれやれとばかりにため息を吐いた。

「……つまり、格上の相手には通じない？」

「通じないわけではありませんが、少なくとも攻撃の面では効率が悪いのは確かですね。例外があるとしたら、カウンターくらいでしょうか。この場合は相手の行動が著しく制限された状況になりますので、格上相手でも通用する可能性が高くなります。ただし、相手が私の予知能力についての知識があり、カウンターを警戒していればそれも難しくなるでしょう。それになにより、飛び道具や遠隔攻撃能力には手の打ちようがありません」

　紗さ夜やの身も蓋もない質問に、クローディアは苦笑交じりに答える。

「とは言え、未来予知という能力が強力であることは私も否定しません。先ほどの試合映像を見ていただければおわかりの通り、この能力は特に防御に関して絶大な効果を発揮します。なにしろ相手がどのような攻撃を仕掛けてくるかわかるのですからね」

「確かに、相手が多少格上だろうと問題はない、か」

「はい。ただし、もちろん例外はありますよ。《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の能力のような広範囲の攻撃は直前の予知では対応できませんし、刀藤さんの〝連れん鶴づる〟のような連続攻撃も相性がよろしくありません。ストックがどんどん減りますからね。それにわかっていても私の身体能力を超えた速度の攻撃は回かい避ひできません。いわゆる詰みです」

　以前、クローディアと綺き凛りんのどちらが強いかという話題があったのを思い出す。

　その場ではお互いに譲り合って結論はでなかったが、この話を聞いて納得した。実際、戦せん闘とう技術だけなら先ほど言っていた通り綺凛が上だろうが、《パン＝ドラ》の能力がある以上、綺凛の攻撃もそうそう当たることはないだろう。クローディアがその戦闘にストックをどれだけ費やすのか……それによって勝敗は変わってくるに違いない。

「これで《パン＝ドラ》の能力については全てお話ししました。そして、どうして私が個人戦である《王竜星武祭リンドブルス》ではなく、チーム戦である《獅鷲星武祭グリプス》に拘こだわるのかもご理解いただけたと思います」

　その言葉に、ユリスがうなずいた。

「《パン＝ドラ》の能力の性質上、一対一のトーナメント戦は論外。途中で格上と当たれば、勝てたとしてもそこでストックを使い果たしかねないからな。だが、チーム戦となれば格上を自分一人で相手にする必要がなくなる。そしてなにより──おまえ自身がチームリーダーになれば、敗北の可能性が極きわめて低くなるというわけか」

「その通り。チーム戦ではリーダーの校こう章しようが破は壊かいされた時点で、他のメンバーが全員残っていたとしてもそのチームの敗北が決まります。逆に言えば、チームチーダーさえ倒してしまえば、大逆転も可能ということ。《獅鷲星武祭》で番狂わせが多い理由は、まさしくここにあります」

「……じゃあ、みんなリーダーを集中して狙ってくるんじゃ？」

　紗さ夜やの素そ朴ぼくな疑問に、クローディアはにっこりと笑って答えた。

「そこは各チームの作戦次第ですね。確かにリーダーを複数人で狙って速攻勝負を仕掛けるのも効果的ですが、その隙すきを突いて各個撃げき破はし数的有利を作り出すのもまた一つの手でしょうし。……あ、ちなみにチームリーダーとチーム代表者は別なので、今のレギュレーションでは試合毎ごとにリーダーを変更することも可能です。対戦チームによって適切なリーダーを選ぶのも作戦ですね」

「……ふむ。おまえの能力が防ぼう御ぎよに有効なのは間違いないだろうが、後方支援担当者がリーダーをやるのが今の主流だとは聞くな」

「どうしても前ぜん衛えいはリスクが大きくなりますからね。──まあ、それはさておき」

　クローディアはそこで一度区切ると、綾あや斗とへ視線を向ける。

「能力を正確に把は握あくしておかなければならないのは、私の《パン＝ドラ》だけではありませんよ」

「え……？」

「綾斗、あなたの《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》についても、我々はもっと詳しく知っておかねばなりません。と言うのも、あなたが扱う《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は不安定すぎます」

「あー……それは、まあ……」

　そこを突かれると綾あや斗とは痛い。

　まだまだ《黒炉の魔剣》を使いこなせていないという自覚があるだけに、なにも言えなかった。

「まず《吸血暴姫ラミレクシア》戦であなたが見せた、《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の能力そのものを焼き斬る力。あれが自在に操れるようになればありがたいのですが……」

「あれは自分でもどうやったかよくわからないからなぁ」

《黒炉の魔剣》はあらゆるものを焼き斬ることができる。それは《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》、あるいは純星煌式武装オーガルクスの能力も例外ではない。

　だが、それはあくまで具現化した攻撃に対処できるというものであって、《覇潰の血鎌》の時のように重力制せい御ぎよという能力自体を斬ってしまうというのは我ながら尋常ではない。もう一度できるかと言われたら、微妙なところだ。

「あの時は無我夢中だったというか、《黒炉の魔剣》が力を貸してくれたみたいなところがあったのかも」

「ふむ……その子も中々に気まぐれのようですね」

「基本的には、常に試されてる感じがするよ」

　言って綾斗は肩を竦すくめる。

　そもそも一番最初は封印状態でも起動できたのに、二度目以降は全力状態でないと起動できなくなっていたところからして、どんどんとハードルを高くされていっている感じが否めなかった。今更ではあるが、まるで「あの時はここまでできたのだから、今度もできるだろ」とスパルタで鍛えられているようだ。

「《鳳凰星武祭フエニクス》決勝戦で見せたサイズの最適化も、未いまだユリスの協力がなければできないのでしょう？」

「う……」

「そのようだな。こいつは余程星辰力プラーナの細かい調整が苦手らしい」

　綾斗の代わりにユリスが答える。

　実際、あれ以降幾度となく試してはみたのだが、結局綾斗一人では一度も成功していない。

「ユリスが調整を代行するとなるとチーム戦では支障が大きすぎて、とても戦術には組み込めません。せめてこちらに関しては、綾斗一人でできるようになって欲しいのですが？」

「……がんばってみるよ」

　綾斗がそう返事をすると、クローディアは満足そうに笑ってぱんと手を打ち鳴らした。

「さて、話し合いばかりでは意味がありません。せっかく綾斗も封印をといてくれたことですし、そろそろチーム戦に向けての訓練を始めるとしましょうか」

　　　　　　　　＊

　トレーニングルームの中央で、綾あや斗とたちは二組に分かれて対たい峙じしていた。

「さて、この中でチーム戦の経験があるのは私だけですので、簡単に説明いたしますね。《獅鷲星武祭グリプス》は五人によるチーム戦ですが、五人全てが完かん璧ぺきな連れん携けいを取れるチームというのは極きわめて稀まれです。訓練に時間がかかるのはもちろん、それが必ずしも有効とは限らないからです──ああ、ガラードワースのチームだけは例外ですよ。あそこは集団戦に力を入れている学園ですからね」

　綾斗の正面に立つクローディアは、再び《パン＝ドラ》を起動させて両手に構えている。一方で綾斗の隣には千羽切を抜いた綺き凛りんが立ち、クローディアの話に耳を傾けていた。

「まあ、《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》──あるいは純星煌式武装オーガルクスの能力には、たった一人で状況を変えてしまうものも少なくないからな」

　横で腕組みをしているユリスの言葉に、クローディアがうなずく。

　確かに広範囲に効果がある能力を相手にする場合などは、集団で動くよりも個々の働きが大切になるだろう。

「ええ。かといって、五人がそれぞれバラバラになって乱戦になる、というケースもそれほど多くありません。孤立した場合、真っ先に狙われてしまいますからね。前ぜん衛えいはツーマンセルかスリーマンセルを作戦と状況によって流動的に組み合わせながら闘たたかい、それを後衛がサポートするという形になるのが、一番一般的な《獅鷲星武祭》の光景でしょう。そして、そのためにはまず個々の連携ができなければ始まりません」

「……つまり、《獅鷲星武祭》は《鳳凰星武祭フエニクス》の発展系？」

　少し離れたところに立つ紗さ夜やだけは、どこか手持ち無沙汰な様子だ。

「はい、その通りです。まず全員がそれぞれどのメンバーともタッグとして機能するのを基本として、その延長線上に三人以上の連携パターンを組み立てていくことになるでしょう。無論、連携パターンと担当者を絞り込んで固定化し、訓練時間を短たん縮しゆくする方法もありますが……」

「いえ、それだといざという時のリスクが高いと思います」

　綺凛の言葉に綾斗も同感だった。

　時間はかかっても、幅広く対応できるようにしておいたほうがいいだろう。

「では、少なくとも今年度内……あと三ヶ月程度はしっかりと個々の連携強化に努めましょう。その後、状況を見て本格的なチーム戦の練習をスタートさせたいと思います。というわけで──」

　クローディアが薄く笑い、その身体の内側で星辰力プラーナが練りこまれていくのがわかる。

「そろそろ模も擬ぎ戦を始めたいのですが、よろしいでしょうか？」

　クローディアの提案で行われることとなった模擬戦の組み分けは、綾あや斗と・綺き凛りんのタッグ対クローディア・ユリスのタッグだ。綾斗はすでにユリス・紗さ夜やの二人とは十分な連れん携けいが取れているし、紗夜と綺凛も同様なので、そのあたりを考慮しつつ──最終的にはじゃんけんで負けた紗夜があぶれることとなった。

「よろしく頼むね、綺凛ちゃん」

「は、はいっ！　こちらこそです！」

　やや緊張気味な声で綺凛が答える。

　それは初めて綾斗とタッグを組むということだけではなく、チームリーダーを担っているからということもあるのだろう。

　今回の模擬戦では《獅鷲星武祭グリプス》を想定して、リーダーを設定してある。綾斗たちのタッグは綺凛が、あちらはクローディアがリーダーだ。

「ふふっ……がんばりましょうね、ユリス」

「言われるまでもない。それよりせっかくの機会だ。アレを使わせてもらうぞ？」

「もちろんです。良い実戦データが取れそうですね」

　作戦でも立てているのだろうか、ユリスとクローディアはなにやら小声でひそひそと相談していたが、やがてうなずき合うとユリスが一歩後ろに下がった。

「チームＡ対チームＢ、模擬戦開始プラクテイスマツチスタート！」

　模擬戦なのでチーム名をデフォルト設定のままにしたせいか、微妙に気の抜ける開始の合図を機械音声が告げる。

　綾斗は綺凛に目配せすると、二人並んで一気にクローディアとの間合いを詰めた。

　リーダーが前ぜん衛えいのクローディアである以上、ユリスは無視して速攻勝負を仕掛けるのがセオリーだろう。

「はぁっ！」

「たー！」

　綾斗は左、綺凛は右からほぼ同じタイミングでクローディアに斬りかかる。

「あらあら……！」

　クローディアは両手に構えた《パン＝ドラ》でそれを受け止めるが、さすがに表情が硬かたい。綺凛の斬撃はともかく、綾斗の攻撃を片手で受け止めるのはかなり厳しいはずだ。

　ましてや綾斗の武器は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》。同じ純星煌式武装オーガルクス同士とはいえ、《黒炉の魔剣》がじりじりと《パン＝ドラ》の光刃を押し斬っていくのがわかる。

「これはさすがに……厳しいですね！」

　と、クローディアはふっと力を抜くと、身体をひねるようにして綾あや斗との攻撃を受け流す。

　だがその隙すきに綺き凛りんは流れるように次の一撃へと移っていた。

「くっ……！」

　かろうじてそれを弾はじいたクローディアだったが、完全に体勢を崩している。

　綾斗がその胸の校こう章しよう目掛けて《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を薙なごうとした寸前──

「──っ！」

　ふいに真上からの殺気を感じ、綾斗はとっさに大きく後ろに跳んでいた。

　その直後、上空から急きゆう降こう下かしてきた光の刃が三本、先ほどまで綾斗が立っていた場所に突き刺さる。

「あ、綾斗先輩っ！　あれって……！」

　見れば綺凛も同様に身をかわしており、驚おどろいたように目を見開いていた。

「ふぅ……遅いですよ、ユリス。いくらなんでも未来視なしで綾斗と刀とう藤どうさんの二人がかりに対応するのは無理です。まさか模も擬ぎ戦で無駄遣いするわけにもいきませんし、危うく十秒ももたずに負けてしまうところでした」

「すまんな。まだ六本全てを完全にコントロールできているわけではないのだ」

　ユリスがそう言うと、地面に刺さっていた光の刃がふわりと宙に浮き上がる。

　最初はユリスの能力かと思ったのだが、よく見るとそうではない。

「あれって、まさかアスペラ・スピーナ……？」

　それは以前ユリスが使っていた細剣型の煌式武装ルークスにそっくりだった。ただし、それが三本──いや、綺凛を襲おそったほうも合わせれば合計六本、見えない糸で操られているかのように宙を飛び、ユリスを囲むようにピタリと止まる。

「いいや、違うぞ綾斗。これはノヴァ・スピーナ──私の新しい剣だ」

　ユリスは不敵に微笑ほほえむと、手に持っていた七本目の細剣型煌式武装を振ってみせた。

「それが例の新型煌式武装？」

　するとそれまで黙だまって見守っていた紗さ夜やが、珍しく興味津々といった様子で訊たずねる。

「はい。これこそアルルカントと星せい導どう館かんが共同開発した新型煌式武装──煌式遠隔誘導武装レクトルクスです」

「煌式遠隔誘導武装……」

「ユリスの持つ細剣を母機として、複数の端たん末まつを自在に操ることが可能となっています。ただし、空間把は握あく能力が高くないと使いこなせない武器ではありますけれど」

　クローディアはそう言いながらも、油断なく間合いを計りなおしている。

「なるほどね……確かにすごい技術だとは思うけど、ユリスには少し向いてないんじゃないかな？」

　綾あや斗とはそう言いながら、ちらりと綺き凛りんに目配せした。

　綺凛はそれだけで察してくれたらしい。初めてのタッグだというのに、同じ剣士だからか言葉に出さずともある程度意図を汲くんでくれるのはありがたい。

　千羽切の切っ先はクローディアに向けたままだったが、しっかりとユリスのほうにも注意を払ってくれている。先ほどは不意打ちだったので回かい避ひする以外になかったものの、綺凛の剣技があればあの程度の攻撃を迎げい撃げきするのは訳がないだろう。そうなれば、綾斗はクローディアへの攻撃に集中できる。

「ほう？　それはどういう意味だ、綾斗？」

「言葉通りだよ。ユリスにはそんな武器がなくても、同じように自由に遠隔操作できる技がいくらでもあるじゃないか。こう言ってはなんだけど、そんなに目新しさは感じられないよ」

　少しばかり挑発的な物言いになってしまったが、それが率直な感想だ。すでに持っている能力と同じ技術を手にしたところで、それほど大きなプラスにはならないのは自明の理だろう。

　しかしユリスは笑みを浮かべたまま、ゆっくりと首を横に振った。

「わかっていないな、綾斗……。まあいい、ならばその目で確かめてみるがいい！」

　そしてそう言うが早いか、ユリスは綺凛に向かって猛もう然ぜんと間合いを詰めてきた。
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「えっ!?」

　と、綺き凛りんが思わず意表をつかれたような声を上げる。

（まさか、綺凛ちゃん相手に接近戦を……？）

　驚おどろいたのは綾あや斗とも同じだ。

　ユリスの近接戦せん闘とう技術は、綾斗との特訓や《鳳凰星武祭フエニクス》の激げき闘とうを潜くぐり抜けてきたおかげか、ここ数ヶ月で見違えるほど進化した。最初は綾斗の動きを目で追うのがやっとだったくらいなのに、今ではそれなりに対応できるようになっている。

　だが、それでも綾斗や綺凛と比べれば、まだまだ相手になるレベルではない。クローディアは自分の近接戦闘能力を綾斗たちより「一段落ちる」と評していたが、その伝でいけばユリスとは三段近い差があるはずだ。

　とはいえ、綺凛はリーダー。このまま黙だまって通すわけにはいかない。

「おっと、そうはいきません！」

　綺凛とユリスの間に割って入ろうとした綾斗を遮さえぎるように、クローディアの斬撃が綾斗を襲おそった。

「うわっ！」

　反射的にそれを防いだものの、クローディアは次々に攻撃を繰り出してくる。

　剣を交えてわかったのだが、クローディアの剣技にはこれといった型がない。いや、正確にはしっかりとした型を覚えた上で、あえてそれを外してくるかのような独どく特とくの剣だった。

　なにより綾斗のほうが技術では勝っていても、双そう剣けんの攻撃は単純に手数において綾斗を上回る。攻撃をくらうことはないまでも、反撃の体勢を整えるのは容易ではなかった。

「せっかくのお披ひ露ろ目めです。あまり邪魔をするものじゃありませんよ、綾斗」

　そうしている間にも、ユリスは綺凛の間合いに飛び込んでいた。

　最初は驚いた表情を浮かべていた綺凛も、すぐに切り替えて迎げい撃げきの構えに移る。

「行くぞ、綺凛！」

　ユリスはそう叫ぶと、綺凛の校こう章しよう目掛けて手にした細剣を振るう。

　風を裂くような鋭い突き。

　──が、その切っ先が胸へと届く前に、綺凛はあっさりとそれを払いのける。

　そう。やはりユリスの攻撃では綺凛に通じない。

　そのまま綺凛は返す刀で、ユリスの校章を斬り落とした──かに見えた。

「っ!?」

　しかし綺凛の一撃はその寸前で、ユリスの操る端たん末まつの一本に防がれてしまっていた。

「……まだまだ！」

　それでも綺凛は即座に次の攻撃と移る。下段から斬り上げ、右袈裟に斬り下ろし、真一文字に薙なぐ──美しいまでの完かん璧ぺきな連続攻撃は、綺き凛りんの持つ技術の精せい髄ずい〝連れん鶴づる〟だ。

　綾あや斗とでさえも未いまだ完全に破ることはできないであろう刀とう藤どう流の奥義。

「ふ、ふふ……！　さすがに凄すさまじいな！」

　──その猛攻を、ユリスは六本の端たん末まつを使って見事に防ぎきっていた。

「まさか……」

　綺凛の〝連鶴〟はただ単に六本という数の優位だけで凌しのげるようなものではない。それは綾斗が身をもって知っている。ユリスは尋常ならざる綺凛の剣速に、しっかりと対応できているのだ。

「うふふ……おわかりですか、綾斗。煌式遠隔誘導武装レクトルクスの最も驚きよう異い的てきな点は、その反応速度です」

　愕がく然ぜんとする綾斗に、斬り結びながらクローディアが笑う。

　クローディアの攻撃はどれも綾斗の動きを牽けん制せいするもので、深く踏み込んでくることはない。

　お互いに正面から本気で斬り合えば綾斗が勝つだろうが、このようなヒットアンドアウェイの戦法を取られてなお勝てるほど、綾斗とクローディアの実力差は大きくなかった。

「本来、ユリスの近接戦せん闘とう能力は刀藤さんに及ぶべくもありません。それはなにより、これまでの鍛たん錬れんで培われた身体スペックと技術が違うからです。刀藤さんの攻撃を防ごうと思っても、それをユリスの肉体は十全に成し得ることができない……」

「……っ！」

　クローディアの言葉に、綾斗はようやく気が付いた。

「そうです。煌式遠隔誘導武装は肉体を通すことなく、思し考こうだけで操作できる──つまりユリス自身が剣を振るうよりも、煌式遠隔誘導武装の端末はずっと速く反応するのですよ」

「……なるほど。さっきの言葉は撤回したほうがよさそうだね、っと！」

　綾斗は気合を込めてクローディアの攻撃を押し返すと、一度大きく距離を取った。

　改めて綺凛に視線を送ると、綺凛も同じくユリスの間合いから離れたところだ。

「ふぅ……驚おどろきました。まさか〝連鶴〟が防ぎ切られるなんて……でも！」

「綺凛ちゃん！」

　ここは一度引いて作戦を立て直したほうが良いだろう。

　そう思って綺凛を呼び戻そうとしたのだが、綺凛はちらりと綾斗に視線を向けると、なぜだか照れくさそうに笑ってみせる。

「あ、あの、綾斗先輩……！　見ててもらえますか？」

「え？」

　なんのことかと思ったが、綺凛はすぐに呼吸を整えると、再びユリスに攻撃を仕掛けていた。

「ほほう！　まだくるか！」

「──参ります！」

　剣閃が煌き、千羽切の切っ先が大きく弧を描く。

　だが、今度もその一撃は端たん末まつによって遮さえぎられていた。

　それでも綺き凛りんは留とどまることなく次の攻撃へと繋つなぎ──

「ここです！」

「なにっ!?」

　同じように攻撃が防がれたかと思った瞬しゆん間かん、ぐっと綺凛の手首が捻ひねられたのを綾あや斗とは見逃さなかった。

　おそらく、力の流れを変えたのだ。

　千羽切を受け止めていた端末は急な力の変化に対応できず、大きくバランスを崩す。

　それだけなら、ただの崩し技だ。ユリスも対処できたかもしれない。

　しかし、その端末の光刃が別の端末の光刃と接せつ触しよく──さらに綺凛がそこへもう一撃叩たたき込むと、端末同士が干渉しあって、六つ全ての端末が弾はじかれるように吹き飛んだ。

「な、なんだと……!?」

　端末を思し考こうで制せい御ぎよしている以上、六つ同時に動きが乱されれば立て直すのは一苦労だろう。

「もらいました！」

　それを綺凛が見逃すはずがない。

　がら空きになったユリスの校こう章しよう目掛けて、綺凛の千羽切が一いつ閃せんする。

　勝負あったと思った瞬間、黒い影がそこへ割り込んでいた。

「ふぅ……ギリギリでしたね」

　綺凛の斬撃を交差した双そう剣けんで防いだのは──クローディア。

「しまった……！」

　この状況でクローディアを抑えておくのは綾斗の仕事だ。

　当然綾斗もしっかりと牽けん制せいはしていたのだが、クローディアは綾斗が綺凛の技に気を取られた一瞬の隙すきをついたらしい。

「すまないな、クローディア」

「あまり出し惜しみするものではありませんよ」

「……ああ、わかっている！」

　ユリスがそう応えた途と端たん、六本の端末が綺凛の周囲を取り囲むようにして突き刺さる。

「綻ほころべ──熔空の落紅花セミセラータ！」

　さらにユリスの声と同時に魔法陣が展開し、綺凛の頭上に巨大な炎の椿つばきが花開いた。

（設置型能力──!?　いや、でもいつの間に……？）

「くっ……！」

　それでも綺き凛りんは驚きよう異い的てきな反はん射しや神しん経けいで、落下してきた炎の塊かたまりをギリギリで回かい避ひする。

　そんな綺凛を守ろうと綾あや斗とが駆けつけるその間ま際ぎわ──

「はい、チェックメイトです」

　体勢を崩していた綺凛の校こう章しようを、一足先に《パン＝ドラ》の刃が両断していた。

　　　　　　　　＊

「ご、ごめんなさいです、綾斗先輩！　わたしが一人で先走ったから……！」

「いや、俺のほうこそクローディアを抑えておかなきゃいけなかったのに……本当にごめん！」

　模も擬ぎ戦終了後、綾斗と綺凛は二人揃そろってお互いに頭を下げる。

「まあまあ、お二人とも。今のはあくまで模擬戦ですから。それにお二人とも、初めてタッグを組んだとは思えないほどよく連れん携けいが取れていましたよ」

「いや、そっちこそ。さすがは昔からの友達だね」

　綾斗がそう言うと、ユリスは複ふく雑ざつそうな顔で眉を寄せた。

「別に昔から知っているというだけで、なにかアドバンテージがあるというわけではないぞ。今の試合も、連携部分についてはほとんどクローディアにまかせっきりだったしな」

「そうですね。私は皆さんのバトルスタイルを大体把は握あくしていますから、ある程度なら合わせることはできると思います」

　事も無げに言うクローディアだったが、先ほどの試合を見るに嘘うそとも思えない。

「……ところでユリス、最後のあの能力発動は──もしかしてこの新しん型がた煌式武装ルークス、細さい微びな星辰力プラーナの伝達ができたりする？」

「ほぉ、さすがは紗さ夜やだ。あれだけでよくわかったな」

　ユリスの持っている煌式遠隔誘導武装レクトルクスを食い入るように見つめていた紗夜に、ユリスがうなずいてみせる。

「えーと、どういうこと？」

　最後の設置型能力はどのタイミングで仕込んだのかわからなかったが、もしかしてそれと関係があるのだろうか。

「この煌式遠隔誘導武装は、端たん末まつにまで私の星辰力を行き渡らせることが可能なのだ。おまえも知っての通り、設置型能力は予あらかじめその場所に発動のための準じゆん備びを施ほどこす作業が必要だが、この端末を使えばその手順を大きく省しよう略りやくすることができる」

「それは……すごいね」

　今の言葉が本当だとすれば、ユリスの戦術は大幅に広がるはずだ。

　さらに煌式遠隔誘導武装レクトルクスは接近戦という弱点をカバーすることも実証済みで、少なくともユリス個人としてはかなり強化されたと言えるだろう。

「むう……ユリスだけパワーアップしてズルい」

　紗さ夜やがぷくーっと頬ほおを膨らませるが、その目は未いまだに煌式遠隔誘導武装から離れていない。

「いや、そうでもないかな」

「うん？」

　綾あや斗とがそう言うと、紗夜はようやく顔を上げた。

「どういうこと？」

「パワーアップというか、腕を上げたって意味なら綺き凛りんちゃんもだと思うよ」

「ふぇっ？」

　ふいに話を振られて驚おどろいたのか、綺凛がびくんと身体を震わせる。

「ユリスのガードを破ったあの技……あれは〝逆ぎやく羅ら刹せつ〟の応用だよね？」

「い、いえ、応用というか、模倣というか……以前綾斗先輩の試合で見て感動したので、こっそり練習を……。それでこの前リーゼルタニアでの闘たたかいの時に試してみたら上う手まくいって……いえ、ま、まだまだ全然だめだめなのはわかってるのですけど……あの……綾斗先輩に見ていただきたくて……」

　あわあわと顔を真っ赤にして、しどろもどろに説明する綺凛。

〝逆羅刹〟は天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの奥おう伝でんで、複数の相手の力の流れを制せい御ぎよして同士討ちさせる技だ。見取り稽古だけでそれを習しゆう得とくしたという時点で驚きだが、なにより驚きよう異い的てきなのは元がん来らい天霧辰明流の奥伝は〝識〟の境地という知ち覚かく拡かく充じゆうの技が土台にあるということだった。

　これは一朝一夕で成なし遂とげることは不可能だし、見ていた様子では綺凛がそれを使いこなしていたような素振りもない。ということは、綺凛は純じゆん粋すいに技術だけでその領りよう域いきに到達したことになる。

（本当に末恐ろしいな……）

　以前から綺凛は剣才において自分を上回ると感じていたが、ひょっとするとそんなレベルではないのかもしれない。

「……むう。これは私もパワーアップせねば」

「あらあら、やる気ですね沙さ々さ宮みやさん」

「置いていかれたら綾斗の役に立てない」

　紗夜はそう言うと自分の煌式武装ルークスを展開してみせた。

「……さあ、次は私も参加する」

「ふふっ、では次の模も擬ぎ戦の組み合わせを決めましょうか」

　こうして、その日からしばらく五人での訓練の日々が続き──気が付けば、綾あや斗とたちは星せい導どう館かん学園高等部の二年へと進級していた。


第三章　学園祭狂想曲Ⅰ

　──界龍ジエロン第七学院、黄おう辰しん殿でん。

「納得できません！」

　その一室に、激げき昂こうした趙虎峰ジヤオフーフオンの声が響き渡った。

「なぜ我々がこの双子とチームを組まねばならないのですか！」

「ふーむ、そう言われてものう」

　美麗な細工の施ほどこされた花梨の角卓の上座で足をぶらぶらさせながら、その猛もう抗こう議ぎを受け流しているのは、虎峰の師である范星露フアンシンルーだ。

　その背後には黎沈雲リーシエンウンと黎沈華シエンフアの兄妹が、神妙な顔で控えている。

「虎峰、ぬしは儂わしの選定になにか文句でもあるのかえ？」

「大有りです！」

「……随ずい分ぶんと率直に言うようになったものじゃのう」

　間髪いれず肯定する虎峰に、むしろ感心した様子で星露がつぶやく。

　確かに虎峰が星露に弟子入りした頃は、畏かしこまりすぎて返事もままならないことも多かった。しかし虎峰がその実力を認められて木派を統とう括かつする立場となり、同時に星露の秘書的な仕事を任せられるようになると、そんなものはあっという間に消し飛んだ。

　四六時中星露シンルーの破天荒にすぎる言動に付き合わされていると、遠慮や緊張などしている場合ではない。無論、弟子として星露に敬けい意いを払うようにはしているが、それとこれとはまた別の話だ。

「まー、あたしは別に構わないんだけどねー」

　と、そこへ虎峰フーフオンの隣に座っている女性──セシリー・ウォンが割って入った。

　ウェーブのかかった長い髪は薄いブラウンで、顔立ちも整っているが彫りが深い。アジア圏の学生が多い界龍ジエロンにおいてこのセシリーの容姿は際立っているが、これでも水派を統とう括かつする道士にして星露の二番弟子、《雷らい戟げき千せん花か》の二つ名を持つ界龍第七学院の序列四位だ。虎峰にとっては姉弟子に当たる人物ではあるものの、付き合い自体はもっと古く、前回の《鳳凰星武祭フエニクス》ではタッグパートナーとして準優勝を果たしている。

「少なくとも幻術に関してはこいつらのほうがもうあたしより全然上だしさー。それにチームを組むなら強いほうがいいじゃないか」

「セシリーは大おお雑ざつ把ぱすぎます。腕が立つなら良いというものでもないでしょうに。それに道士が三人……いえ、大だい師し兄けいを入れれば四人というのは、チーム編成としてバランスが悪いでしょう」

　セシリーの性格は当時から変わっていない。大雑把で面倒なことが大嫌い。こまめに部屋を片付けるより、どうしようもなく散らかってからまとめて掃除をするタイプだ。

　──いや、訂正。その場合でもセシリーは手をつけず、誰か別の人間……というよりは大抵の場合虎峰が掃除を買って出ている。

「あはっ！　なーんだ、虎峰。もしかして木派から誰も選出されなかったのが悔しいの？　そっかそっかー、それならそうと素直に言えばいいのに可愛かわいいなあ、もー」

　セシリーはにんまりと笑うと、その豊ほう満まんな胸に虎峰を抱き寄せて頭をぐりぐりと撫なで回す。

「ちょっ！　や、やめて下さい、セシリー！」

　虎峰は真っ赤になって振り解ほどこうともがくが、セシリーは道士でありながらとにかく力が強い。

「大丈夫大丈夫、お姉さんがちゃんと体術も鍛えてるのは知ってるっしょー？」

「そ、それはそうですが、ボクが言いたいのはそういうことではなく……いや、だから離してくださいってば！」

　セシリーは決して悪い人物ではないのだが、こうして子ども扱いするところが虎峰は若干苦手だった。

「相変わらずぬしらは睦むつまじいのう」

　星露はそれを見てけらけらと無む邪じや気きに笑っていたが、その時奥の扉が開いて背の高い男性が部屋へと入ってきた。

「……待たせたな」

　鋭い目つきと精せい悍かんな顔立ち、服の上からでもわかる引き締まった強きよう靭じんな体たい躯くと、まったく隙すきのない身のこなしは、見る者に威い圧あつ感かんを与えるオーラのようなものをその男にまとわせている。

「こ、これは大だい師し兄けい……！」

「……いい。座っていろ」

　慌てて立礼しようとする虎峰フーフオンを、その男はたった一言で制す。

　その眼光の鋭さに気け圧おされた虎峰は、浮かしかけた腰を再び下ろすしかなかった。

　──武暁彗ウーシヤオフエイ。

《覇は軍ぐん星せい君くん》の二つ名を持つ、界龍ジエロン第七学院の序列二位。星露シンルーがこの学院に現れた際連れ立ってきた、武術において虎峰を、星せい仙せん術じゆつにおいてセシリーを凌しのぐ一番弟子だ。

　もっとも暁彗は普段黄おう辰しん殿でんの奥に篭こもり、滅めつ多たに人前に姿を現すことはない。虎峰もこうして直接会うのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。噂うわさでは唯一それが可能であることから星露の訓練相手を務めていると聞くが、真実は虎峰やセシリーさえもわからない。

　その暁彗は角卓の前に立つと、その手に持つお盆をゆっくりとおろした。見ればそこには中国茶器のセットが揃そろっている。

「あ、あの……大師兄？」

「……」

　思わず虎峰がそう呼びかけるが、暁彗は目線もくれず片手でそれを押し留とどめた。その視線は手元の茶器に注がれている。暁彗が手て馴なれた──しかし慎重な手つきでお湯を注ぐと、ガラス製の茶器の中で茶葉がふわりと舞った。いわゆる花茶というやつだろう。

　そのまましばらく無言の時が過ぎ、やがて小さくうなずいた暁彗は人数分のお茶を茶杯に注ぐと、静かに虎峰たちに配って回る。

　それを終えた暁彗は虎峰の前の席に座って自分の分のお茶を一口飲み──

「……うむ」

　無表情のまま、しかし満足そうにうなずいた。

「い、いやいや！　なにやってるんですか大師兄！　お茶くらいもっと他の者に淹いれさせればいいでしょう！　ってゆーかボクがやりますよ！」

　呆あつ気けに取られていた虎峰がようやく我に返り、椅子を鳴らして立ち上がる。

「いや、だがこれも師父の命……」

「師父！」

「うん？」

　虎峰がきっと視線を向けると、星露は平然とした顔で暁彗が淹れたお茶を飲んでいた。

「大だい師し兄けいになにをやらせてるんですか！」

「暁彗シヤオフエイが淹いれる茶が一番美う味まいのじゃから仕方あるまい」

　言って、星露シンルーは楽しそうに笑う。

「まー、でも確かにこのお茶は美お味いしいよねー」

　虎峰フーフオンの隣に座るセシリーもあまり気にしていないようだ。

「いいからぬしも文句ばかり垂れておらずに味わってみよ」

「いや、ですが……」

「いいから」

「は、はぁ……」

　星露に押し切られる形で、虎峰もおずおずとお茶を口に運ぶ。

「──っ！」

　その瞬しゆん間かん、口の中に芳ほう醇じゆんな香りが広がった。虎峰はあまり茶に詳しいとは言えないが、今までに味わったことのないさわやかな味だ。

「た、確かに美味しいですね……」

「……うむ」

　その一言を聞いた暁彗が、どこか誇らしそうにうなずく。

「ほれ、ぬしらもいつまでもそうやっておるつもりじゃ」

「は、はぁ……」

「それでは……」

　星露に促され、沈雲シエンウンと沈華シエンフアもおずおずと席に着いた。

　双子も暁彗とはそれほど面識がないはずなので、おそらく呆あつ気けに取られていたのだろう。

　そう思うと、虎峰はほんの少しだけ二人に対して親近感を覚えた。

「さて、それでは改めて告げる。次の《獅鷲星武祭グリプス》、我が門下より挑むのはぬしら五人じゃ。儂わしを失望させるでないぞ」

　今までと同様星露の口調は軽いものだったが、その中には有無を言わさぬ圧力が潜んでいる。

　即座に虎峰を除く四人が包拳礼を取り──

「はぁ……わかりました。これ以上は申し上げません」

　ついには虎峰も観念し、少し遅れて他に倣った。

「ただし、せめてこの双子をチームに加える理由くらいはお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「なに、ぬしらの弱点を補強してやったまでじゃ」

「弱点、ですか？」

「虎峰もセシリーも実力はあれど、どうにも正直にすぎる。チームとしては、こやつらのような搦め手をこなす者も必要となろう」

「……なるほど」

　そう言われると虎峰フーフオンも納得せざるを得ない。

　虎峰自身、真っ向勝負を好みがちな自覚があるし、セシリーに至っては力押しに始まり力押しに終わるバトルスタイルだ。どちらも双子のように狡こう知ちに長けているとは言い難にくい。

　と、虎峰はそこで唯一言及されていない人物に気が付いた。

「師父。ちなみに大だい師し兄けいは？」

「うん？　ああ、こやつは問題ない。どうとでもなる」

「はぁ……」

「ほほ、では各自その日まで鍛たん錬れんに励むが良い。儂わしはちと出てくる」

　満足そうにうなずいた星露シンルーは、言ってぴょこんと椅子を飛び降りる。

「出てくるって……まさか、また例のイベント絡みですか？」

「うむ。そろそろ本番も近いからのう。儂も仕上がりを確認せねばならん」

　虎峰は言外に「いい加減にしてください」と匂わせたつもりだったが、星露はまるで聞く耳を持っていない。

「例のイベントってゆーと、学園祭の？」

「そうです。まったく前代未聞ですよ……」

　セシリーの他人事のような質問に、虎峰は頭を押さえながら深いため息を吐いた。

　　　　　　　　＊

　春は一年で最もアスタリスクの学生たちが盛り上がる季節だと言っていいだろう。

　無論、アスタリスクの学生の多くは《星武祭フエスタ》での活かつ躍やくを夢見てやってきているのだが、同時にそれを諦めてしまって青春を謳おう歌かしようという者もまた多い。そういった学生たちにとって、毎年春に開かい催さいされる学園祭は《星武祭》以上の楽しみなのだ。

　──といったことを力説する英えい士し郎ろうに、綾あや斗とは素直に感心してうなずいた。

「へぇ……なるほどね。だからこんなに大掛かりなのか」

　教室から窓の外を眺めてみれば、昼休みの今も敷地のあちこちにステージや出店などの準じゆん備びが進められている。さすがに学園祭開幕が二日後に迫っているだけあって、どこも追い込みらしい。

「著名ＯＢを呼んでの講演会や、各種クラブの発表会や他学園との対抗戦、パレードや演劇、なんでもござれ。それがアスタリスク全体で三日間も続くんだから、そりゃあな」

「でも、こういった学園祭って確か日本だけの文化じゃなかったっけ？」

「ああ、最初は星導館うちだけのイベントだったみたいだけど、今じゃすっかり他の学園も馴な染じんでるぜ。それにアスタリスクとしても、今やこの学園祭は《星武祭フエスタ》に並ぶ一大集客イベントだからな」

　英えい士し郎ろうはメロンパンをかじりながら、つらつらと説明してくれる。

　星せい導どう館かん学園にはクラス替えなどは存在しないので、二年になったとはいえクラスメートも担任もなにも変わっていない。せいぜい、席替えがあった程度だ。それでもこうして英士郎が後ろの席なのは、妙な縁を感じないでもない。

「なにしろ六学園全てがその敷地を開放する唯一のイベントだ。一般人が学園に入れるのは基本的にこの期間だけだし、そりゃ人も集まるってもんだろ」

「観光客だけじゃなくて、俺たちも他の学園に入れるってことだよね？」

「ああ。つっても開放されるのは敷地と一部の建物だけだし、下手に変なところへ入ろうとするとこいつが警けい告こくを出してくるけどな」

　そう言って英士郎は自分の胸の校こう章しようを指差した。

「ちなみに学園内に入る時には、一般客にもその機能を持たせた擬似校章が配布される。だからこそ、学園祭期間中は校章の不携帯と決けつ闘とうの取締りが異常に厳しい。おまえさんも気をつけたほうがいいぜ」

「心に留めておくよ」

　そのあたりの注意については、学園からもしつこいくらいにアナウンスされている。

「さってと、そんじゃおれはもう一仕事してくるかね」

　昼食を終えた英士郎は指を舐なめると、座っていた机から飛び降りた。

「もう一仕事って、今から？　午後の授業はどうするのさ？」

「ちょうど今が大詰めなんだよ。なにしろうちの部始まって以来の大イベントだからな」

　ここのところ英士郎は連日泊り込みで、学園祭のイベントにかかりっきりになっていた。

　それも星導館のイベントではない。

　学園祭の期間中はアスタリスク市街地もお祭りとなり、様々なイベントが開かれるのだが、なんとその一つを英士郎たちの新聞部が引き受けているらしい。

　もっともイベント自体は星導館・アルルカント・界龍ジエロン三学園の技術系クラブが中心となって進めており、英士郎たちのようなメディア系クラブは宣伝や広報を担当しているようだった。

「学外イベントとはいえ、三学園合同イベントなんて滅めつ多たにねーからな。規き模ぼも相当にデカいから楽しみにしておけよ」

「それはいいんだけどさ。いい加減、なにをやるのか教えてくれないかな？」

　どうやら参加型のイベントらしいのだが、英士郎は未いまだにその詳細を明かしてくれない。

「そりゃあ、当日までのお楽しみってやつだ」

「……無む理り矢や理り人をエントリーさせておいてよく言うよ」

　綾あや斗とが苦笑しながら軽く非ひ難なんの眼まな差ざしを向けると、英えい士し郎ろうはにやりと口元を歪ゆがめた。

「へへっ、それに関しちゃマジで感謝してるぜ。参加者に《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者様の名前があると、それだけで箔はくが付くからな」

　英士郎に頼み込まれて一応名前を貸したものの、まさかここまで大きい話とは思っていなかったので少し心配になってくる。

「でも、本当に大丈夫なのかい？　前にも言ったけど、学園祭は先約があるんだ。絶対に参加できるとは約束できないよ？」

　英士郎にはいろいろと世話になっているので協力してやりたいのは山々だが、場合によっては参加は難しくなるだろう。

「そこをなんとか都合を付けてもらってさ。な、このとーり！」

　しかし英士郎はぱんっと両手を合わせると、拝むように頭を下げる。

　その姿に綾斗は少しだけ違和感を覚えた。

「それにしても随ずい分ぶん熱心だなあ。なにか理由でもあるの？」

　普段から英士郎は新聞部の活動に意欲的だし、これが相当に大きなイベントだということもわかるが、そうはいってもこの入れ込みようは普通ではない。

「あー、いや……実はおれってよりは、部長がそりゃもうすごいはりきりようでさ。そもそも落星工学研究会に直接のりこんで新聞部の参加を取り付けてきたのも部長だし」

「部長っていうと、あのボブカットの？」

　いつぞや、空間ウィンドウ越しに見たその顔を、おぼろげながらに思い出す。

「部長も今年で卒業だから最後の年にでかい花火を打ち上げたいんじゃねーかな。そんで忠犬たるおれもこうしてがんばってるってわけだ」

　英士郎はそう言っておどけてみせたが、そうやって隠しても珍しく照れているのがわかった。

　こんな英士郎を見るのは初めてだ。

　綾斗のそんな心中を察したのか、英士郎はごまかすのをやめてボリボリと頭を掻かく。

「あー、だからあれだ。おれは部長にちょっとした恩があるんだよ。それを返しておかねーと夢見が悪いっつーかさ……だから頼む、天あま霧ぎり！」

「うーん、それは俺だってなんとかしてあげたいけど……」

　英士郎の殊勝な一面には驚おどろいたが、約束を違えるわけにはいかない。

「てゆーか、おまえさんの先約ってのはなんなんだ？　なんだったらおれのほうから話をしても……」

「う……！　えっと、それはその……」

　学園祭の先約とは、かの歌姫シルヴィア・リューネハイムとのことだ。

　以前、フローラの救出に力を貸してもらったお礼をということで、なぜだか学園祭でデートをすることなっていた。

　ただ、新年度になってもまるで音沙汰がないので、もしかしたら冗じよう談だんだったのかもと思い始めていたのだが──

『あ、もしもし綾あや斗とくん？　学園祭のことなんだけど、連絡遅くなってごめんね。休みをもぎ取るのにちょっと手間取っちゃって。でもなんとか休暇を勝ち取ったから、三日間お付き合いよろしくね』

　つい先日、当のシルヴィアからこのような連絡があったばかりだった。

　……とはいえ、まさかそんなことを英えい士し郎ろうに話すわけにはいかない。

「と、とにかく一応相談だけはしてみるよ。ただ、確認が取れるのはかなりギリギリになるかもだけど」

　三日間シルヴィアに付き合うことになったとはいえ、その細かいスケジュールまではまだ聞いていなかった。というより、シルヴィアはその休みを取るためにかなり無理をしているらしく、まるで連絡がつかないのだ。

　待ち合わせの場所と時間だけは聞いているので問題ないにしても、この分だと当日まで連絡は取れないかもしれない。

「ＯＫ、それで十分だ。できるだけ良い返事を期待してるぜ」

　英士郎はそう言うと、ふと思い出したというように話題を変えた。

「ところで学園祭の間は、チームの訓練も休みなんだよな？」

「ああ、うん。ユリスなんかは自主練習をするみたいだけど……」

　クローディアは生徒会長としての仕事があるらしく、学園祭の期間中はあちこちを飛び回っているらしい。一方でユリスは学園祭にはまるで興味がないらしく、トレーニングルームに篭こもると言っていた。

「へー、相変わらず硬こう派はだねえ、お姫様は」

　英士郎がそう言ってユリスを見ると、自分の席で一人購買のパンを食べていたユリスがジロリと英士郎を睨にらむ。

「なんだ。なにか文句でもあるのか、夜や吹ぶき」

「い、いえ、そんなことはありませんですよ……？」

　その迫力に英士郎が引き攣つった顔で後ずさる。

「お、おい、なんかお姫様、妙に機き嫌げんが悪くねーか？」

「そうなんだ。なんかここのところ、ずっとこんな感じで……」

　綾斗と英士郎が顔を寄せ、こそこそと小声でそんな会話を交わしていると。

「ふんっ！」

　ユリスは不機嫌そうな顔で鼻を鳴らし、そっぽを向いてしまった。

　その隣の席では、なぜだか紗さ夜やまでもがジト目で綾斗を睨んでいる。いや、表情はいつも通りなのだが、怒っているのが雰ふん囲い気きで伝わってくるのだ。

「……天あま霧ぎり、本当になんも心当たりねーのか？」

「いや、そんなこと言われても……」

　と、そこへ昼休みの終了を告げる予鈴が鳴り響く。

「まずいまずい、つい話し込んじまった。んじゃ、ちょっくら行ってくるわ」

「いや、だから夜や吹ぶき！　午後の授業は？」

　軽快な足取りで扉に向かう英えい士し郎ろうにそう声を掛けるが、自じ称しよう新聞部のエースは振り返りながらにこやかに手を振ってみせた。

「いーんだよ。どうせ午後の授業なんて退たい屈くつ極きわまりねーのばっかだし、出ても出なくても同じようなもんだ」

　しかし教室を出て行こうとしたところで、英士郎はちょうど入ってきた女性と思い切りぶつかってしまう。

「おっと、悪い悪い。前を見てなか……」

　そう言いかけた英士郎の顔が、一瞬で青ざめた。

「おー、別に気にすんな。そんなことより、中々おもしれーこと言ってたじゃねーか、夜吹。あたしの授業はそんなに退屈か？　うん？」

　我らが担任である谷や津つ崎ざき匡きよう子こは、張り付いたような笑顔のまま、その手に持った釘くぎバットを無造作に振り上げる。

「いや、あの、それはなんとゆーか……！　ち、ちがっ！　ご、誤解だって匡子ちゃん！　は、話せばわか──」

　綾あや斗とが思わず目を覆おおうのと、すこぶる痛々しい打撃音が教室に響いたのはほぼ同時だった。

　　　　　　　　＊

　──星せい導どう館かん学園、遊ゆう歩ほ道どう。

　学園祭初日は晴天に恵まれ、新緑の天蓋を越えて差し込む木漏れ日も眩まぶしいほどだ。

　そのためか学園祭の盛せい況きようぶりも相当なもので、どこもかしこも人で溢あふれている。この遊歩道も星導館学園の敷地ではかなり外れにあたり、周囲には出店もステージもないはずなのだが、ベンチに座ってぼんやりと眺めていても行き交う人の姿が絶えることがない。

　それでも正門から校舎群へ続くあたりの混こん雑ざつに比べれば可愛かわいいもので、まだ落ち着いているほうだと言えた。

「──お待たせ、綾斗くん」

　ふいに名前を呼ばれて視線を上げると、大きめの帽子を目深に被った少女が立っている。

「いや、時間通りだよ。それよりよくこんな場所を知ってたね、シルヴィ」

　待ち合わせにこのベンチを指定したのは、少女──シルヴィアのほうだった。

　星せい導どう館かんの学生なら不思議でもなんでもないが、クインヴェールに通うシルヴィアがこんな辺へん鄙ぴな場所を知っていたのは少し驚おどろきだ。

「私も何度か学園祭の時に遊びに来たことがあるからね。さすがに正門前とかで待ち合わせるのは怖いし」

　シルヴィアはそう言って軽く肩を竦すくめる。

　確かにシルヴィアは気配を殺すのが抜ばつ群ぐんに上う手まいが、それでも正体がバレてしまう可能性がゼロではないだろう。

「本当はもう少しお洒落しやれしてきたかったんだけど……あんまり目立つのはさすがにちょっとね」

　シルヴィアはジーンズにブラウスという、以前に会った時とほとんど変わらない格好だった。

「いや、良く似合ってていいと思うけどな」

　テレビで見る時のシルヴィアは大抵着き飾かざっているか、あるいはクインヴェールの制服姿だ。もちろんそういった格好も様になっているとは思うが、シルヴィアの屈託のない明るい性格にはこういったシンプルな服装もよく合っている。
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　するとシルヴィアは少し驚おどろいたような顔で目をぱちくりさせてから、僅わずかに頬ほおを緩ませた。

「ふーん……さらりと言ってくれちゃって。でも、ありがと。かなり嬉うれしいかも」

　そして身体を折り曲げ、ぐっと顔を寄せてくる。

「た・だ・し！　キミのほうはちょっとどうかと思うぞ？」

「え？　な、なにが？」

　シルヴィアの端正な顔が間近に迫り、どきりとする。

「その格好。そりゃあ、綾あや斗とくんも変へん装そうしたほうがいいとは言ったけど、それじゃかえって怪しすぎるよ」

「そ、そうかな……」

《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者である綾斗も今や有名人には違いない。ましてやシルヴィアと連れ立って歩くとなれば、確かに綾斗も一見してそうとわからない格好をする必要があるだろう。

　というわけで、ベタではあるが帽子とサングラスという完全にバレなさそうな格好を選んだのだが駄目だったらしい。

「前に会った時もあんまりな格好だったけど、今日のは論外だね」

　両手を腰に当てて眉を寄せるシルヴィアの評価は、思いの外厳しめだ。

「まあ、こんなこともあるかと思って、私のほうでも用意してきてよかった」

「……用意？」

「いいからいいから。綾斗くんは座ってて」

　するとシルヴィアは綾斗の帽子を外し、髪を掻かき揚げてオールバックにする。そしてバッグから細いヘアバンドのような物を取り出すと、それを綾斗の頭に装着した。

「えっと、今のは？」

「私の使ってるヘッドフォンと同じだよ。短時間だけど、髪の色を変えられるの。まあ、正確には変わったように見せてるだけだけどね」

　なるほど、便利なグッズがあるものだ。

「あとはサングラスを伊だ達て眼鏡めがねに替えればできあがりっと。──ほら、どうかな？」

　シルヴィアが差し出してきたコンパクトを覗のぞき込むと、がらりと印象の変わった自分の顔が映っていた。

　まずはなんと言っても、髪が金髪になっているのが一番大きいだろう。伊達眼鏡は以前綾斗が変装に使ったものよりもずっとお洒落しやれなデザインで、ヘアバンドは髪に隠れて見えなくなっている。

　これならちょっとやそっとじゃ綾斗だとバレることはないだろう。

「よし、それじゃ準じゆん備びも整ったことだし、デートを始めましょうか」

　シルヴィアはそう言うと、綾あや斗との腕を取って立ち上がらせる。

「……了解。お供いたしますよ、お嬢様」

「お供じゃなくて、ちゃんとエスコートして欲しいんだけどな」

　そのままするりと腕を絡ませ、上目遣いに綾斗の顔を覗のぞき込んでくるシルヴィア。

　完全にペースを握にぎられてしまっている。

「う……ど、努力します」

「よろしい。それじゃ、まずはこの星せい導どう館かん学園をぐるっと案内してくれる？」

　その注文に、綾斗は思わず首を傾かしげた。

「それはいいけど……なにかステージとかイベントとか、そういうのは見ないでもいいのかい？」

「うーん……気になるのがあったら軽く見学するくらいでいいかな。いろいろ見てみたいって気持ちもあるけど、目標は全学園制せい覇はだからね」

　遊ゆう歩ほ道どうを校舎のほうへ向かって歩きながら、シルヴィアがぐっと拳こぶしを握って意気込みを語る。

「って、六学園全部を回るつもりなの？」

「もちろん今日一日でってわけじゃないよ？　でも、そのために三日間も休みをもらったんだから」

　となると、少なくとも今日はこの星導館以外にもう一つ別の学園を回らなければならないということだ。

　まだお昼前だから時間的には問題ないだろうが、そのスケジュールだと確かにのんびりと出し物を楽しむというわけにはいかないだろう。

「でも、もし綾斗くんが見て回りたいイベントとかあるなら、そっちを優先しちゃって構わないけど？」

「ああ、だったら友達から頼まれてるイベントが一つあるから、それに顔を出してもいいかな」

「あ、それってもしかしてこれのこと？」

　綾斗がそう切り出すと、シルヴィアは片手で器用に携帯端たん末まつを操作して空間ウィンドウを開いて見せた。

　そこに『激げき震しん！　グラン・コロッセオ』とトップに書かれた、いかにも派手なサイトが表示される。日時は学園祭最終日、場所はなんとシリウスドーム。ただし内容の欄らんには『参加型フィールドシミュレーションバトル！』としか書かれておらず、いまいちどういったイベントなのか伝わってこない。

「ほら、ここに綾斗くんの名前が」

「……うわ、これはまたでっかく載せてくれたもんだなあ」

　シルヴィアが指差した先には、ゲストエントリー一覧のトップに『《鳳凰星武祭フエニクス》制せい覇は者・天あま霧ぎり綾あや斗と参戦！』とでかでかと書かれていた。

「ネットで話題になってたからちょっと気になってたんだ。綾斗くんってあんまりこういうのに出るタイプじゃないでしょ？」

「まあね。でもこれの主催者側に友達が居てさ。断りきれなかったというか、半ば無む理り矢や理りというか……」

「なるほど、そういうことか」

　そう言いながら、シルヴィアが空間ウィンドウを閉じる。ちょうど遊ゆう歩ほ道どうも終わり、周囲に人が一気に増えてきたからだろう。

　このあたりは中等部校舎の裏あたりで、校舎の中へは入れないが校舎群を取り巻くようにずらりと出店が並んでいる。

「ただ、シルヴィのほうが先約だから無理そうなら断るけど？」

「ううん、大丈夫。私もちょっと興味があるしね──あ、ちょっと待って！」

　するとそこで突然シルヴィアが足を止めた。

　その視線はすぐ横の出店に向けられているようだ。

「お兄さん、二つちょうだい」

「あいよー」

　シルヴィアが店員にそう声をかけると、すぐにアイスクリームが二つ手渡される。

「はい、綾斗くん」

「ありがとう。でも、なんでアイス？」

「身分を隠したデートにはアイスクリームが付き物なの。まあ、正確にはジェラートだけどね」

「なるほどね」

　どうやら古い映画になぞらえているらしい。

　──と。

『さーて、次の曲いっくよー！』

　前のほうからなにやら大音量の歌が流れてくるのに気が付いた。

　視線を向ければ、高等部校舎前の広場の上空に巨大な空間スクリーンが多角展開されている。どうやらシリウスドームで行われているライブを中継しているようだ。

「おー、ミルシェたち張り切ってるなあ」

　アイスクリームを可愛かわいらしく舐なめながら、シルヴィアがそうつぶやく。

「知り合いなのかい？」

「うん。うちの可愛い後輩たち。ルサールカって聞いたことない？」

「ああ、彼女たちがそうなんだ」

　綾あや斗とは改めて空間スクリーンに映し出されている少女たちを見上げた。

　シルヴィアには及ばないものの、世界的な知名度を誇るガールズロックバンド。

　そういえば今流れている曲も、どこかで聞いたことがあるような気がする。

「確か今度の《獅鷲星武祭グリプス》に出場するんだったよね？」

「ペトラさんの広報戦略通りにいくならそうなるのかな……元々前回の《獅鷲星武祭》で鮮烈デビューを飾ったグループだしね。あ、ペトラさんっていうのはうちの理事長で、私やルサールカのプロデューサー。いろいろ腹黒いけど有能だよ」

「へぇ……」

　一瞬クローディアの顔が思い浮かぶが、人の上に立つ人は得てしてそういうものなのかもしれない。

「綾斗くんたちも《獅鷲星武祭》に出るんでしょ？　だったら気をつけたほうがいいかもね。あの子たち、結構やるから。まあ、ちょっとだけアレなとこがあるんだけど……」

　シルヴィアの言葉は次第に小さくなり、後半はあまり聞き取れなかった。

「そう言うシルヴィは《獅鷲星武祭》には出ないの？」

「んー、私は基本的に《王竜星武祭リンドブルス》に絞ってるから。前回のリベンジもしたいし」

　前回のシルヴィアは《王竜星武祭》準優勝。そのシルヴィアが負けた相手は、あの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリアだ。

「──私って、意外と諦めが悪いんだ」

　シルヴィアはそう言って、自じ嘲ちようするような苦笑を浮かべた。

　それからしばらくシルヴィアと他た愛あいのない会話をしながら、星せい導どう館かんのあちこちを案内する。本人も言っていた通りイベントなどはちらりと覗のぞくくらいで、基本的にはぶらぶらしている時間のほうが長い。

　唯一の例外は、屋内プールで開かい催さいされていた『ウォーターサバイバル』なるイベントだ。星導館学園の水泳部と射しや撃げきクラブによる共同開催イベントで、簡単に言ってしまえば水みず鉄でつ砲ぽうを使ったサバイバルゲームなのだが、そこで一騎当千の活かつ躍やくをしている人物が目に留まったらしい。

「ねえ、あれって確か綾斗くんの知り合いでしょ？」

「え？」

　屋内プールの二階席からシルヴィアの指差す先を見れば──

「紗さ夜や……？」

　そこには両手に大型の水鉄砲を構えた幼おさな馴な染じみが、スクール水着姿で大立ち回りを演じていた。どういうルールなのかはわからないが、紗夜は対戦相手のほとんどを敵に回しているようだ。その数は二十人以上はいるだろうか。

　プールには無数の浮き島がいくつも点在しているが、紗さ夜やはそれらを八はつ艘そう飛びよろしく飛び回りながら正確無比な射しや撃げきで対戦相手を次々とプールへ叩たたき落としていく。

「こ、これはすごい！　沙さ々さ宮みやさん、獅し子し奮ふん迅じんとはまさにこのことと言わんばかりの暴れっぷり！　さすが《鳳凰星武祭フエニクス》ベスト四は伊達じゃない！」

　いまいち素人臭い実況者も、興こう奮ふん気味に声を張り上げている。

「うーん……バランス感覚もすごいけど、やっぱり一番は動体視力かな。攻撃をかわしながら空中であの射撃精度っていうのは、ちょっと真ま似ねできないなあ」

　シルヴィアも感心しきりといった様子だ。

　やがて紗夜が自分以外の全員をプールへ沈めると、ブザーが鳴り響き紗夜の勝利が告げられた。

「……というわけで、この第三ゲームは圧倒的な力で他の参加者を駆く逐ちくした、沙々宮紗夜さんの勝利ー！」

　プールサイドに作られた簡かん素そな壇だん上じようで、実況者と思しき男性が紗夜の手を掲げてみせる。

　しかし紗夜は喜ぶ素振りも見せず、トロフィーを渡されても顔色一つ変えなかった。

「それでは沙々宮さん、なにか一言お願いします」

「……むしゃくしゃしてやった。満足はしていない」

「……はい？　えっと、それは一体……」
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　男性が首をひねるが、紗さ夜やはそれを無視して言葉を続ける。

「もう一回やる」

「い、いやいや！　申し訳ありませんが、それはちょっと……！」

「──そ、そろそろ行こうかシルヴィ」

　慌てる男性と、無む茶ちやを押し通そうとする紗夜のやりとりはまだ続いていたが、悪お寒かんを覚えた綾あや斗とはシルヴィアを連れて室内プールを後にした。


第四章　学園祭狂想曲Ⅱ

　──クインヴェール女学園学生寮、最上階。

　その一角にルサールカのリーダー、ミルシェの部屋がある。このフロアに居室を構えることができるのは、クインヴェール女学園序列三位の特権だ。未いまだリスト入りも果たしていないルサールカの最年少メンバーであるマフレナからしてみれば、本来天上界のような場所と言ってもいい。

　だがマフレナも昔はこの場所に相応の憧れや羨せん望ぼうを抱いていたはずなのに、今やそんなものはすっかり消え失せてしまった。それは良くも悪くも、クインヴェール女学園ナンバー２の人気を誇るルサールカというグループのメンバーに選ばれたことと無関係ではないだろう。

（シルヴィアさんは本当にすごいんだけど、あの人たちはなあ……）

　マフレナは軽くため息を吐いてから、その部屋の扉をノックした。

「もー、おっそいじゃんマフレナー」

　するとすぐに扉が開かれ、ぷくーっと頬ほおを膨らませたミルシェが腰に手を当てて出迎えてくれる。

「すみません、ちょっと理事長からお話があって」

「ふーん、じゃあ仕方ないか。とにかく入って入って。もうみんな揃そろってるんだからさ」

　ミルシェはけろりとそう言うと、マフレナをリビングへと招き入れた。

　とにかくミルシェという人物──というよりルサールカのメンバーは皆、あまり物事を深く考えるということがない。いや、考えることは考えるのだが、それが子ども用のプールくらいの深さしかないのだ。

　そのため基本的にルサールカへの連絡事項は、比較的理解力のある──といっても本人としては人並み程度だと思っているのだが──マフレナが拝聴し、わかり易やすく噛かみ砕いてメンバーへ伝えることになっていた。

「どうも、お邪魔します……」

　ミルシェが言った通り、リビングにはルサールカのメンバーが集合している。

　ミルシェの部屋はかなりの広さがあるものの、とにかく物が乱らん雑ざつに散らばっていてお世辞にも綺き麗れいとは言い難にくい。あちこちで逆さまになっているぬいぐるみたちや乱雑に積み重ねられた雑誌、脱ぎ散らかされた衣服など、一人暮らしのだらしなさが具現化したかのようだ。

　これでも一応定期的に清掃スタッフが片付けているはずなのだが、大抵の場合三日ともたずこれと似たり寄ったりの惨状ができあがってしまう。

　メンバーが座るテーブルの周囲だけはスペースが空いていたが、壁際に堆うずたかい山ができているところを見ると、とりあえず押しのけただけなのだろう。マフレナはその端っこに、ちょこんと腰を下ろした。

「よーし、全員揃ったね！」

　ミルシェの声はさすがにボーカルだけあって通りが良い。

「それじゃ今日も、『シルヴィア・リューネハイムを追い落とすにはどうすればいいのか会議』始めるよー！」

「おー」

「よっしゃー！」

「わーい！　待ってましたぁ！」

「い、いえーい……」

　相変わらずあまりにもあんまりな議題だったが、恐ろしいことにマフレナを除きメンバーは全員がノリノリ且つ本気だった。

　しかもこれで通算七十三回目。なんでそれを覚えているのかと言えば、マフレナが議事録の作成担当を割り当てられているからに他ならない。

　今日はシリウスドームでのライブをこなし、その後は学園祭の視察に来た統合企業財体Integrated Enterprise Foundation中堅幹部への挨拶回りなどもあったのに、この体力はどこからくるのだろうか。

「こらっ！　マフレナ、ちゃんと聞いてる？」

「あっ、は、はいっ。すみません」

　ミルシェがびしっと指を差してきたので、マフレナは慌てて居住まいを正した。

「今日こそはなんとしてもあのシルヴィアをぎゃふんと言わせるような、そりゃもうすごい作戦を考え出さないと！」

「はぁ……がんばります」

　拳こぶしを握にぎって力説するミルシェにとりあえずそう応えたものの、マフレナは内心「いや、絶対無理ですから……」と諦めていた。

　無論、ルサールカが売れていないわけではない。世界的なヒット曲を何本も出しているし、チャートを見ても同世代ではシルヴィア以外に敵はないと言っても過言ではないくらいだ。

　だが、ミルシェたちはどうやらそれが気に入らないらしい。

　それはマフレナだってシルヴィアを抜いて音楽シーンのトップに立てればどんなに素晴らしいかと思わないでもないが、なにしろ相手が悪すぎる。シルヴィア・リューネハイムは正しよう真しん正しよう銘めい百年に一人の……いや、それ以上の逸材で、世界中の老若男女を虜とりこにしている歌姫だ。一方でルサールカは若い層には強いものの、一定の年齢層を超えると途と端たんに支持が弱くなる。
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「さあ、なにかアイデアがある人！」

　ミルシェはそう言ってぐるりと一同を見回した。

「よし！　そんじゃここはまずオレの名案から聞いてもらうぜ！」

　最初にずぱっと手を挙げたのは、リズムギターのトゥーリアだ。

「おー、頼もしいじゃん、トゥーリア！　そんでそんで？」

「ズバリ、実力行使だ！　あいつに決けつ闘とうを吹っかけて、正面から叩たたき潰つぶす！」

「……いや、ですからそれはみんなもう何度もやってみたじゃないですか……」

　マフレナはうんざりしながら、隣に座るトゥーリアを諌いさめる。さすがに他のメンバーもがっかりした表情だ。

　それもそのはずで、トゥーリアはこれまで何度もこうした実力行使を提言してきた。歌で勝てないなら、せめてアスタリスクの学生らしく決闘で上に立つ。シルヴィアの名声は序列一位であるところも大きいから、そこを崩せれば確かに効果はあるだろう。

　だが、そんな単純なことを今まで試さなかったわけがない。

　トゥーリアだけではなく、ルサールカのメンバーは一人残らずシルヴィアに決闘を挑み、完敗しているのだ──ちなみにマフレナは嫌だったのだが、メンバーの圧力に逆らえず仕方なく挑んで秒殺されている。

　しかしトゥーリアは不敵な笑みを浮かべ、小さく人差し指を振った。

「ちっちっち……話は最後まで聞くもんだぜ。実は対シルヴィア・リューネハイムを常日頃から想定していたオレは、ついにあいつの弱点を見つけちまったんだよ！」

「弱点って……マジで!?」

　一同の視線が一気にトゥーリアに集中する。

「ああ、マジもマジ大マジだ。いいか、あいつが能力を使うためには歌うことが必要だろ？　だったら歌えない状況に追いやってやれば、あいつは実力を発揮しきれないってこった」

「……理り屈くつはあってるわね」

　普段からあまり表情を変えることのないドラムのパイヴィが、こくんとうなずく。

「でもでも、シルヴィが歌えない状況って一体どんな時かなぁ？」

　ベースのモニカが首を傾かしげると、トゥーリアはやや面食らった顔で口くち篭ごもった。

　どうやら具体的には考えていなかったらしい。

「そりゃおめえ……例えば、その、ほら……水の中とか」

「……泳ぎながら決闘するつもりですか？」

　エキシビジョンマッチなら水中戦の前例がないわけでもないが、通常の決闘や公式序列戦ではまずそんな状況がありえない。水辺で闘たたかっている最中に水中へ引きずり込むというのならまだわからないでもないが、そもそもシルヴィアは空を飛ぶなり水面を凍らせるなりいくらでも対応できるだろう。場合によっては、シルヴィアならそれこそモーゼよろしく海を割りかねない。

「あ、じゃあ、風邪を引いて声が出ないところを襲おそうってのはどうだ？」

「……そんな状況じゃ決けつ闘とうを受けてもらえるわけないでしょう」

「うーん、他に歌えない状況ってーと……真空中とか？」

「……」

　正直、真空中では音が伝わらないという知識をトゥーリアが持っていたことのほうが驚おどろきだった。

「よし、次！」

　さすがにミルシェも見切りをつけたのか、パンパンと手を叩たたいて仕切り直す。

「一つ妙案があるわ」

　そこへ手を挙げたのはパイヴィだ。

「シルヴィアの評価が落ちれば、相そう対たい的てきに私たちのほうが上になれる。つまり、嘘うそでも彼女を貶おとしめる情報を流してやればいいのよ」

「そりゃそうだけど、流りゆう言げん飛ひ語ごの類はあんまりやりすぎるとベネトナーシュが動きかねないじゃん？　それってマズいっしょ」

　世論操作を得意とするクインヴェールの情じよう報ほう工こう作さく機き関かんベネトナーシュには、ルサールカもなにかとお世話になっている。クインヴェールの顔であるシルヴィアになにかあれば、まず間違いなく彼女たちが動くだろう。

「だから連中が動かない程度の小さな悪口を積み重ねる方式で」

「ほうほう。具体的には？」

「シルヴィアが落ちてた百円をねこばばするのを見たとか」

「……他には？」

「シルヴィアが赤信号を無視するのを見たとか」

　それを積み上げても評価が逆転するには百年くらいかかりそうだ。

「んー、でもでも、それって結構いい手かも」

　と、今度はモニカが手を挙げた。

「ベネトナーシュが動いても、モニカたちが流したってバレなきゃいいんでしょ？　だったらどっか他よ所その学園のメディア系クラブに匿名で売り込んじゃうのはどうかなあ、きゃはっ」

　外見はルサールカの中でも最も可か憐れんで愛らしい少女なのだが、最もえげつない性格をしているのもまたこのモニカだ。

「なるほど……とはいえ、あいつらだって、ただのガセネタじゃそう簡単に信じてくれないっしょ？」

「んふふふー。でも、それが本物のネタだったら？」

　にんまりと笑うモニカに、一同の目が真剣みを帯びた。

「まさか……なにか掴つかんだのか？」

「まだ確定情報じゃないんだけどぉ……なんかね、最近シルヴィの周囲にこれの影があるんだって」

　モニカが親指を立てると、ミルシェとトゥーリアの顔が見る見るうちに赤く染まった。

「そ、そそそそそれってまさか……!?」

「か、かかかか彼氏……!?」

「もしその証拠が掴めれば大スキャンダル間違いなし。さすがのベネトナーシュもそう簡単には火消しできないよねー」

　確かにそれが本当だったら、シルヴィアにとっては初の──そして致命的なスキャンダルになりかねない。

「で、でも、それって本当なんですか？」

「さー？　モニカも理事長がそれっぽいことを話してるのを偶ぐう然ぜん聞いただけだもん。それに、全部聞いたわけじゃないからこれ以上はわかんなーい」

　モニカはそう言ってクマのぬいぐるみに抱きついた。常日頃からあざとさを磨みがき続けるその姿勢には、時々敬けい意いを覚えるほどだ。

　と、なにやら考え込んでいたミルシェが顔を上げる。

「そういえばあいつ、この学園祭の期間休みを取ったよね……？」

「ええ。今日のライブだって、シルヴィアさんが断ったからボクたちに回ってきたわけですし」

「それは今関係ないでしょ！」

　マフレナとしては事実を述べただけだったのだが、他のメンバーからぎろりと睨にらまれてしまった。

「とにかく、大事なのはあいつがこのイベント目白押しの期間に三日も休みを取って、なにをしているのかってこと」

「そう言われましても、プライベートなんて探りようがありませんよ。まさかベネトナーシュに頼むわけにもいきませんし」

「う……そ、それはそうだけど……」

　マフレナがそう指し摘てきすると、ミルシェの声はどんどん小さくなっていったが、ふいに顔を上げてポンと手を打ち鳴らした。

「あっ、そうだ！　だったらあたしたちで確かめてみればいいんじゃん！」

「え？　た、確かめるって……？」

「だからさ、あたしたちで本当にシルヴィアに、か、彼氏がいるかどうか調査するんだよ。どうせあたしたちだって、明日はオフなんだしさ」

「ええええー!?」

　マフレナは思わず腰を浮かせるが、すでに他のメンバーはその意見にすっかり乗り気になっていた。

「名案だわ」

「おもしれえ！　その話、乗ったぜ！」

「きゃはっ！　楽しくなりそう！」

「ちょ、ちょっと皆さん……！」

　マフレナがなんとか諌いさめようとするが、誰一人聞く耳を持たない。

「……その時間を練習に回したほうが建設的だと思うんだけどなあ……」

　盛り上がるメンバーを他よ所そに、マフレナは半ば諦めながらもそうつぶやいた。

　　　　　　　　＊

　学園祭二日目。

　綾あや斗とはシルヴィアに連れられて、クインヴェール女学園の敷地を回っていた。

「こうして見ると校舎とか雰ふん囲い気きとか、やっぱり学園によって随ずい分ぶん趣おもむきが違うんだね」

「まあね。それでもうちとか星せい導どう館かんは比較的雰囲気が似ているほうじゃないかな。あとはガラードワースもまあ正統派って言えば正統派。逆にレヴォルフ、界龍ジエロン──それに昨日回ったアルルカントはかなり特色があるほうだね」

　昨日は一通り星導館を回った後、アルルカント・アカデミーにも足を伸ばしたのだが、確かにシルヴィアの言う通り一風変わった学園だった。

　星導館やクインヴェールはまだ学校らしさが感じられるが、アルルカントはあらゆる物が機能性重視で造られており、全体的に研究所のような空気が強い。イベントも研究発表など学術的なものが多く、あまりお祭り騒ぎといった感じはしなかった。

　そのためか、星導館やクインヴェールと比べると人出も若干少なかったように思える。

「混こん雑ざつ具合で言えば、今のところここが一番かな……っと、すみません」

　言っている間にもすれ違った人と肩がぶつかってしまう。

　このあたりは学園の外れの湖こ岸がんで、眺めは良いものの特に出店などもないのに、人で溢あふれかえっていた。

「そりゃあ、なんと言っても秘密の花園ですから。せっかくの機会だし、殿方なら覗のぞいてみたくなるのが人の常なんじゃないかな？」

　シルヴィアは他人事のように言うが、実際に今日は女子校の光景とは思えないほど男性が多い。それも一番目に付くのが、外部からの観光客ではなく他の学園の生徒らしき姿だ。

「みんな正直で結構なことだよね」

　シルヴィアはくすくす笑っていたが、ふいに真顔になって鋭い視線を背後へ向けた。

　同時に綾あや斗ともそれに気が付く。

「……尾行つけられてる？」

「みたいだね」

「俺かな……？」

「うーん……私かも？」

　明らかに、誰かが綾斗たちの後をついてきていた。

　例えばシルヴィアの正体を見破ったファンやメディア関係者かとも思ったが、それにしては気配の消し方が妙に上う手まい。今もこちらが尾行に気がついたのを悟ったのか、すぐに群衆に溶け込んでしまった。

「殺気はないみたいだけど、どうする？」

　綾斗にはそれなりに心当たりがあったが、それはシルヴィアも同じらしい。

「せっかくのデートだけど、一度二手に分かれよっか。そうしたらどっちが狙いなのかもわかるし」

「危なくないかな？」

　悪くない案だとは思うが、二手に分かれるのは戦力を分散することでもある。

　しかしシルヴィアはそんな綾斗の言葉に苦笑を浮かべた。

「心配してくれるのはありがたいけど、これでも私《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者なんだよ？」

「……そうだったね」

　言って、綾斗も苦笑いをする。

　理り屈くつだけならシルヴィアはこのアスタリスクで二番目に強い学生なのだ。

「それにいくらなんでも、こんな場所でいきなり仕掛けてきたりはしないでしょ」

「まあ、それもそうか」

　確かに気配からはそれほど剣けん呑のんな空気は感じられなかった。

「合流場所は……どうしよっかな。連絡は随ずい時じ取り合うとしても、場合によっては学園内よりは外に出ちゃったほうがいいかも。ただ、綾斗くんはこのあたりは詳しくないよね？」

　綾斗はうなずきかけたが、ふとある店のことを思い出す。

「そういえば、以前この近くのカフェに行ったことが……ああ、ここだ」

　綾斗は小さめに空間ウィンドウを開くと、以前英えい士し郎ろうから教えてもらった店のデータを開いてみせた。

「お、このお店なら私も知ってるし、ちょうどいいね」

　シルヴィアはこれで決まりとばかりに小さくうなずくと、目線だけで合図を送ってくる。

　そのまま一番混こん雑ざつが酷ひどい学園中央部へ向かい、タイミングを計って左右に分かれた。

　シルヴィアは右、綾あや斗とは左だ。

　人にぶつからないよう気をつけながら、速度を速める。

　クインヴェールの敷地はかなり緑が多い。星せい導どう館かんも環境的には似たような造りなのだが、どちらかといえば公園的な整地が成されているのに対し、クインヴェールはより自然のままの（といってもここが水上都市である以上、人工的には違いないのだが）木立を再現している。

　綾斗はその木立を貫く遊ゆう歩ほ道どうを進みながら、唐とう突とつに足を止めた。

　このあたりはさすがに人が少ないため、もし追っ手がいるなら多少離れていても気配は感じ取れるはずだ。

「……外れかな」

　しばらく周囲を探ってみたが、特に変わった気配は感じられない。

　となると、狙いはシルヴィアだったのだろうか。

「とにかく連絡してみるか……」

　そう独りごちながら携帯端たん末まつを取り出したところで、ちょうど遊歩道の正面から少女が一人やってくるのに気が付いた。一瞬身み構がまえそうになるが、特に怪しい気配はない。

　ほっとした綾斗が道を譲ろうと端に避け、少女が軽く会釈をしてすれ違う。

　が、なぜだか少女は急に立ち止まって振り返ると、まじまじと綾斗の顔を見つめてきた。

「……あの、なにか？」

「……」

　艶つややかな黒髪を長く伸ばしたその少女は、不思議そうに小首を傾かしげる。

「……綾斗さん、ですよね？」

「え……？」

　思わず眼鏡と髪型を確認するが、変へん装そうはばっちりだ。

「あー、いや、俺は、その……」

　一体なぜバレたのかと内心で焦りながらも、どうやってごまかそうか言葉を探していると──

「ご無沙汰しております。柚ゆず陽ひです」

　少女はそう名乗って、深々と頭を下げる。

「柚陽……？」

　その瞬しゆん間かん、ばちっと頭の中でなにかが繋つながった。

「ええっ!?　八や束つか道場の柚陽ちゃん!?」

「はい」

　黒髪の少女──蓮れん城じよう寺じ柚陽は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ど、どうしてキミがここに……？」

　柚ゆず陽ひは天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの分家筋にあたる八や束つか道場で弓術を学んでいた少女だ。

　八束道場は天霧辰明流の中でも弓術を中心に伝えている。弓術自体は宗家である綾あや斗との家にも伝わっているが、奥おう伝でん習しゆう得とくの必須技術からは外れて久しく、本格的に弓術を学ぶ際には八束道場へ出向く必要があった。綾斗自身は弓術と相性が悪かったため習得することはなかったものの、姉の付き添いで幼い頃より何度か道場を訪れている。

　柚陽とはその頃に面識があり、同じ年頃ということで話をしたりもしたのだが、姉の失踪以降は道場へ出向くこともなくなっていた。そのためこうして顔を合わせるのは本当に久しぶりだ。

「あら、宗家から聞いていませんか？　私は去年からこのクインヴェールの生徒なんですよ」

　柚陽はそう言って胸元の校こう章しようを指し示した。

「……いや、ごめん。初耳」

　心の中で父親に毒づきながら、綾斗はぽりぽりと頬ほおを掻かく。

「私のほうは綾斗さんのご活かつ躍やくを聞き及んでおります。遅ればせながら、《鳳凰星武祭フエニクス》優勝おめでとうございます。本当ならご挨拶に伺うべきだったのでしょうが、お邪魔になってはいけないと思いまして……」

　子どもの頃からそうだったが礼儀正しい子だ。
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「ところで、随ずい分ぶんとイメージチェンジされたのですね。《鳳凰星武祭フエニクス》でお姿を拝見した時には、もっとこう……」

「ああ、それは──ちょっといいかい？」

　綾あや斗とは周囲を見回すと、遊ゆう歩ほ道どうを外れて木立の奥へと入った。

　そこで眼鏡を外し、ヘアバンドのスイッチを切る。

「これでどう？」

「……なるほど。変へん装そうだったのですね」

　柚ゆず陽ひは合点がいったとばかりに大きくうなずいた。

「まあ、柚陽ちゃんにはすぐバレちゃったみたいだけどね」

「いえ、歩き方や身のこなしの癖が天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうのそれに似ていましたので、まさかとは思ったのですが……やはり気になってしまい、不ぶ躾しつけな真ま似ねをしてしまいました」

「相変わらず目がいいなあ……」

　柚陽の目の良さと弓術の才能は、綾斗の父親の折り紙つきだ。

　──と、そこで綾斗の携帯端たん末まつに連絡が入った。

「おっと……ちょっとごめん」

　柚陽に断りを入れ、空間ウィンドウを最小にして開くと、煮え切らない微妙な表情のシルヴィアが映し出される。

『綾斗くん？　そっちはどうだった？』

「あれ？　こっちには誰も追ってこなかったけど……そっちに行ったんじゃなかったの？」

『うーん、やっぱりそうかぁ。いや、途中までは気配があったんだけど、ちょっとした騒ぎがあってね。それに紛れて消えちゃったみたい』

　そう言うシルヴィアは、いかにも残念そうだ。

「ちょっとした騒ぎ？」

『まあ、そのあたりは合流してからということで』

　ぷつりと空間ウィンドウがブラックアウトする。

　いまいち釈然としないのは綾斗も同じだったが、なにか危険なことに巻き込まれるよりはずっといいだろう。

「ごめん、柚陽ちゃん。ちょっと用事があってさ。また今度、ゆっくり」

　綾斗がそう言うと、柚陽は小さく首を左右に振った。

「いえ、私のほうも友人を待たせていますので」

　そのまま遊歩道へ戻り、お互いに会釈をして逆方向へ向かう。

　──が、その別れ際。

「ああ、そうでした。これだけはお伝えしておかないと」

　足を止めた柚陽が、思い出したかのように言って振り向いた。

「噂うわさで聞いたのですが、綾あや斗とさんも《獅鷲星武祭グリプス》に出場なさるとか」

「ああ、うん。そうだけど……」

「実は私も出場することになりまして」

「えっ？」

「もし闘たたかうことになりましたら、お手柔らかにお願い致しますね」

　木立を揺らす風に髪を押さえながら、柚ゆず陽ひは涼しげに微笑ほほえんだ。

「……こちらこそ」

　少し遅れて、苦笑しながら綾斗もそう返す。

「それで、チームメイトはどんな人たちなんだい？」

「そうですね……」

　すると柚陽は少し考えてから、どこか嬉うれしそうに答えた。

「とても楽しい方々です」

　それはいかにも柚陽らしい答えで、綾斗は思わず吹き出してしまう。

「あら？　なにかおかしかったでしょうか……？」

「いや、ごめん。そうじゃないんだ。──それじゃあ、お互いがんばろう」

「はい。それでは失礼します」

「うん、気をつけて」

　そして今度こそ柚陽と別れ、まっすぐに遊ゆう歩ほ道どうを進む。

「……まあ、できればやりあいたくはないけどね」

　思わずそんな本音が零れ落ちた。

　今の柚陽がどれだけの腕かはわからないが、少なくとも遠距離戦においてはかなり厄介な相手になることは間違いない。

　ただ救いなのは、柚陽が基本的にかなりの運動音痴なところだ。

　それが克服されていないのなら、一度でも接近戦に持ち込んだ時点で勝てるだろう。

　もちろん、持ち込めればの話ではあるが。

「さて、と……こっちであってるはずなんだけど……」

　木立を抜けると、正門へと続く道へ出る。

　さすがにこのあたりは出店も多く、人通りもものすごい。

「……」

　と、そこで綾斗はなぜか自分が視線を集めていることに気が付いた。

　それも先ほどのような追っ手からの視線ではなく、純じゆん粋すいに好奇の目だ。

　行き交う人の中には足を止め、驚おどろいたような表情で綾斗を見る者もいた。ざわめきが小波のように広がっているのが綾斗にもわかる。

「あ、あの……！」

　やがて一人の少女が人ごみの中から一歩前へ出て、顔を真っ赤にして手を差し出してきた。クインヴェールの制服を着ているところを見るに、ここの学生なのだろう。

「む、《叢むら雲くも》の天あま霧ぎり綾あや斗とさんですよね！　わたし、あなたの大ファンなんですの！　あ、あああ握手してくださいですの！」

　そこで綾斗はようやく変へん装そうを解いたままだったことに気が付いた。

「ああ、いや……どうも」

　しかし時すでに遅く、綾斗は顔を引き攣つらせながらもその手を握にぎるしかない。

「あっ！　あとあと、よかったらここにサインをもらえたら……！」

　綾斗の手を握ってぶんぶんと振り回していた少女は、そのままのテンションで鞄かばんからペンとノートを取り出すと綾斗に手渡してくる。

「あ、名前も入れてくださいですの！　えっと、ここにヴァイオレットで……はい、ありがとうございますですの！」

　ぱぁっと顔中に喜びを湛たたえた少女は、大事そうに色紙を抱えて去って行った。

　そして──

「おおー！　本物の《叢雲》だ！」

「あ、あの！　あたしもサインを……！」

「写真撮ってもいいですか！」

「すげー！　ルサールカだけじゃなくて《叢雲》まで……！」

　今まで周囲を取り巻いていた観客が雪崩を打って押し寄せるのと、綾斗がくるりと背を向けて逃げ出すのとはほぼ同時だった。

　　　　　　　　＊

「……なるほどね、それはまたご苦労様」

　件くだんのカフェ『マコンド』のテーブルで、シルヴィアは遅れてきた綾斗を責めることなくそう労ねぎらった。

「まさかあそこまで大騒ぎになるとは……」

　なんとか逃げ切ることには成功したものの、大幅に到着が遅れてしまった綾斗はとにかく平ひら謝あやまりするしかない。

「前にも言ったけど、綾斗くんはもう少し自分の知名度を自覚したほうがいいと思うよ。学園祭に来るような人たちはみんな《星武祭フエスタ》のファンなわけだしね」

「肝に銘じるよ」

　綾斗はそう言ってアイスコーヒーを口に運んだ。

　ようやく落ち着いてきたところで、先ほどのシルヴィアの話を思い出す。

「ところで、さっき言ってた『ちょっとした騒ぎ』っていうのは？」

「ああ、それも今の話と繋つながるって言えば繋がるんだけど……」

　するとなにがおかしいのか、そこまで言ってシルヴィアはくすくすと肩を震わせた。

「シルヴィ？」

「ふふっ、ごめんごめん。……あのね、昨日ライブをやってたルサールカって子たちがいるでしょう？　彼女たちがほとんど変へん装そうもしないで学園内を移動してたみたいでね。まあ、一応は隠れてたっぽいけど、結局バレちゃってさ」

「うわあ……それは大変そうだ」

　綾あや斗とでさえあれだったのだから、本物のスターであるルサールカならその騒ぎは相当なものだったはずだ。

「もう、揉もみくちゃ。とにかく、それで追っ手の気配は消えちゃったわけ」

「そういうことか……」

　そんな騒動があれば、尾行どころではないだろう。

「ふふっ、まったくあの子たちときたら……」

　余程ツボに入ったのか、シルヴィアはまだ肩を震わせている。

「でも、その点シルヴィはすごいね。こんなにあちこち出歩いてるのに、全然バレてないんだから」

　もしシルヴィアがバレたとすれば、それこそこの学園祭は天地をひっくり返したような大騒動になるに違いない。

「ましてや今日は俺もいるんだし……今更だけど、大丈夫なのかい？」

　少なくとも綾斗の知る限り、シルヴィアのスキャンダルらしいスキャンダルは聞いたことがない。無論、シルヴィアの背後には統合企業財体Integrated Enterprise FoundationであるＷ＆Ｗウオーレン・アンド・ウオーレンがついているのだから多少のことなら揉み消してしまえるだろうが、それでも例えば他の統合企業財体が関与したりすれば難しいだろう。

「んー、確かに男連れで学園祭お忍びデートっていうのはかなりショッキングかも？　場合によっては釈明会見とかしないとマズいだろうね」

　シルヴィアの口調はあくまで軽いものだったが、綾斗にとっては笑い話ではない。

「いやいや……十分大おお事ごとじゃないか」

「あはは、大丈夫だってば。そこはキミやあの子たちとは年季が違うから」

「年季？」

「そ、私はもう何年も前からこうやって出歩いてるけど、今まで一度もバレたことはないんだ」

　実際、シルヴィアの変装技術は驚きよう異い的てきなものがある。基本的には帽子と髪の色を変えているだけなのだが、とにかく気配の絶ち方が上う手まいのだ。それこそシルヴィアに尾行されでもしたら、綾あや斗とでも察するのは無理だろう。

　さらに声のトーンと身にまとう雰ふん囲い気きまで変えることで、まるで別人のようになってしまえるのは、さすがとしか言いようがない。

「それでも、百パーセント大丈夫ってわけじゃないだろう？」

「その時はその時かな。いざとなったら引退しちゃってもいいし」

「へぇ、引退……って、ええっ!?」

　あまりにさらりと言うので綾斗も聞き流してしまいそうになったが、とんでもない爆弾発言だった。

「私がこの立場を選んだのは、今の世界で一番多くの人に歌を聞いてもらえるからってだけだもの。どんな形でも、まずは誰かに届かなければ意味がないからね」

　確かに《星武祭フエスタ》は今現在世界最大のエンターテインメントであり、なにかを発信しようとするならこれ以上の舞台はない。

　だが──果たしてそれだけで、闘たたかっていけるものだろうか。

　それが顔に出ていたのか、シルヴィアは補足するように続けた。

「もちろん、別の理由もあるよ。まず、私は強くなりたいの」

「……今でも十分強いと思うけど？」

「あはは、ありがと。でも強いって言うのは純じゆん粋すいに闘う力ってだけじゃなくて、もっと広い意味でなんだ。心とか、立場とか、そういうのを全部含めて私は強い人間になりたい。そのためには切磋琢磨していかないとね」

　それはなんともストイックな話だ。

「とにかく強い人間のほうが、できることは多いでしょ？　そうすれば私は私で選択肢が増えるし、誰かを助けることもできる。──昔の私は、なんにもできなかったから」

「え……？」

　小さく付け加えるように言ったその言葉は、一体どういう意味だろうか。

　しかしそれを訊たずねる前に、シルヴィアは先を続ける。

「ただ、今の立場にやりがいは感じているけど、未練があるわけでもないかな。歌を届けるだけなら他にも方法はあるし、私は他にもやりたいことややらなきゃいけないこともあるしね」

「やりたいこと？」

　するとシルヴィアの瞳が、ふいに真剣な色を帯びる。

「ねえ、綾斗くん。せっかくの機会だし、私からも少し質問してもいいかな？」

「え？　うん、それは構わないけど……」

「──お姉さんが見つかったっていうのは本当？」

「っ！」

　その言葉に、綾あや斗との表情が引き締まる。

　遥はるかのことは基本的に関係者以外には知らされていないはずだ。《鳳凰星武祭フエニクス》優勝時の願いも、一般には公開されていない。

「……なぜそれを？」

「これでも一応生徒会長だからね。ある程度の情報は入ってくるんだよ。例えば一番新しいのだと──キミのお姉さんは治ち療りよう院いんで眠ったままになっている、とか」

「……そこまで知ってるんだ」

　必然、綾斗の視線も鋭くなる。

　が、それを聞いたシルヴィアは深いため息を吐いて力を抜いた。

「そっか……やっぱり本当なんだ」

　そのまま椅子の背もたれに背中を預け、しばらく天井を仰ぐ。

「ごめん、綾斗くん。いきなり変なことを聞いて」

　やがて綾斗に向き直ったシルヴィアは、いつもの笑顔に戻っていた。

　それを見て綾斗も緊張を解く。

「どういうことか話してもらえるかな？」

「うん。本当は順序だてて話したほうが良かったんだろうけど、ちょっと複ふく雑ざつでね」

　シルヴィアはそう言うと、すっかり冷めているだろうコーヒーを口に運んだ。

「……実は、私も人を探しているの」

「人を……？　いや、でも……」

　そもそもシルヴィアは綾斗が誘ゆう拐かいされたフローラを探していた際、その能力で居場所を突き止めてくれた張本人だ。だったら、その力でどうとでもできるのではないだろうか。

　そんな考えが顔に出ていたのか、シルヴィアが困ったような苦笑いを浮かべる。

「探知系の能力って言っても、なんでも探し出せるわけじゃないんだよ。例えば、まずある程度範囲が絞り込めてないとダメ。原則的に対象範囲に応じて消費する星辰力プラーナの量が変わるからね」

「そうなんだ……じゃあ、世界のどこかにいるはずだから探してとかは無理なわけか」

「どんなに優秀な探知能力者でも、そんなことしたら一発で星辰力切れプラーナアウトだよ」

　シルヴィアはそう言って肩を竦すくめる。

「それに知ってると思うけど、探知系の能力はお金をかけて設備を揃そろえれば無効化できる。このアスタリスクだと各学園の中枢部、行政エリアの主要な建物、治療院、一流ホテルのＶＩＰルームあたりは万全かな」

「じゃあ、やっぱりシルヴィアも能力を試してみてダメだったの？」

「うーん、ダメだったかと言われるとそうでもないんだけど……」

　シルヴィアの答えは歯切れが悪い。

「元々私はその人がこのアスタリスクにいるんじゃないかって思ってたから、範囲としては問題なかったし──結果として、反応もあった」

「だったら……」

　その先の綾あや斗との台詞せりふを遮さえぎるように、シルヴィアが首を振る。

「でも、どうしてもその先が絞り込めないの。このアスタリスクにいるのは間違いないんだけど、それがどこなのかを探し当てることができなくて……」

　聞けばシルヴィアとしても、探知系能力でここまで曖あい昧まいな結果が出るのは初めてのことらしい。

「そうなると情報を集めて足で探すしかないわけか……あ、じゃあもしかしてあの時も？」

　綾斗とシルヴィアが初めて出会ったのは、再開発エリアの歓楽街ロートリヒトだった。

　なぜ世界の歌姫があんな場所に一人で居たのか疑問だったのだが、人を探していたのだとすれば納得ができる。

　いや、もしかしたらこの学園祭のデート自体、本当の目的は人探しなのかもしれない。

「うん。時間ができた時には、ああして自分で探したりしてるんだ。なにしろ、再開発エリアは一番有力な場所だからね」

「有力？」

　そう聞き返すと、シルヴィアは少しだけ間を置いて答えた。

「……私が探してる人も、《蝕武祭エクリプス》に出場してたみたいなの」

「──っ」

　そういうことか。

　しかし遥はるかが《蝕武祭》に出場していたことまで知っているとなると、クインヴェールの情報機関は相当に優秀らしい。

「それで、もしキミのお姉さんが見つかったのなら、なにか話でも聞けるんじゃないかと思って……」

「なるほどね」

　だとしたら、遥が眠ったままだと聞いてさぞ落らく胆たんしたことだろう。

「《蝕武祭》に関しては私でもほとんど情報が入ってこないし……あ、でも誤解しないでね。私は別にそれが目的でキミに近付いたわけじゃないんだから」

「ははっ、わかってるよ」

　そもそもあの出会いの時点で、意図的に綾斗と接せつ触しよくを図るのは不可能だ。

「初めて会った後、綾斗くんのことを少し調べたんだ。そうしたらお姉さんを探してるみたいだったから、ちょっとシンパシーを感じちゃって」

　シルヴィアは珍しく照れたようにそう言った。

「ああ、一つ聞いてもいい？」

「うん、どうぞ」

「その、シルヴィが探してる人って……？」

　そこまでして探しているということは、余程大切な人なのだろう。口振りからしても、綾あや斗とのように肉親を探しているようでもなさそうだ。

　となると──

「ふふっ、気になる？　でも綾斗くんが想像してるのは多分不正解。私が探しているのは女の人だからね」

　シルヴィアは悪戯いたずらっぽく口元を緩めた。

「……私が探してる人は、私の先生なんだ」

「先生？」

「そう。私に歌を、世界を教えてくれた先生」

　シルヴィアはそう言って、そっと胸に手を当てた。

　その言葉からは、シルヴィアが本当にその人のことを強く想おもっていることが伝わってくる。

「わかった。姉さんが目覚めた時は、シルヴィが直接聞いてみるといいよ」

「……うん。ありがとう、綾斗くん」

　ほっとしたように微笑ほほえむシルヴィアは、初めて見る年相応の女の子の顔だった。

「さて。それじゃすっきりしたところで次の学園に行きますか」

「えーと……予定ではガラードワースだったよね？　でも、もう行くの？」

「せっかくの貴重な休日、無駄にはできないからね」

「パワフルだなあ……」

　綾斗もそう言いつつ、残りのアイスコーヒーを飲み干した。

　なんとなく、シルヴィア・リューネハイムという女の子のことがわかってきた気がする。

　が、まだまだ底知れぬものを感じさせるあたり、さすがと言うべきなのだろう。

　　　　　　　　＊

「いやー、まったくあたしらってば人気者で困っちゃうね……あはははー……」

　そう言うとミルシェは、ぐったりと自室のソファに倒れ込んだ。

　言葉とは裏腹にその口調は弱々しいことこの上ない。

　いかに底抜けに元気なルサールカメンバーとはいえ、突発的に数時間も握手とサイン攻めを受け続ければこうもなろう。

　かく言うマフレナも、床にへたり込んだまま立ち上がる気力もない。

「もー、せっかくの休日がゲリラサイン会で終わっちゃったじゃない。誰のせいよー」

　モニカがベッドの上でバタバタさせながらむくれるが、自分の提案が引き金だったことを果たして覚えているのかどうか。

「尾行に成功したまではよかったんだけどなー」

　トゥーリアもテーブルに突っ伏しながら、うめくようにそう言った。

　ミルシェの部屋のはす向かいがシルヴィアの部屋のため、交代でドアの隙すき間まからこっそり出かけるのを監視すること数時間。

　変へん装そうして出てきたシルヴィアを尾行したまではいいが、慌てて準じゆん備びをしたためこちらはほとんど変装らしい変装をする時間がなかった。

　それでも、ルサールカのメンバーたちとて、マフレナ以外は皆序列入りをしている猛も者さたちだ。気配を消すくらいは問題なくこなせる。

　普段ならそうそう簡単にバレることはなかっただろう。

　もし敗因があったとすれば──

「やはり全員で行動するのではなかったわね」

　パイヴィの言ったこの言葉に尽きるだろう。

　いくら変装して気配を消そうとも、五人で一緒に行動すれば嫌でも目立つ。

　挙句、尾行に気づかれ撒かれそうになって飛び出したところを、ファンに見つかってしまったのだから世話はない。仕事の際なら警備がついてくれて対処してくれるのだが、生憎とオフだったことも災いした。

　一人二人ならごまかしてあしらうこともできたかもしれないが、数十人に囲まれてしまってはどうしようもない。

「とはいえ！」

　と、もう回復したのか急にソファの上で立ち上がったミルシェが声を張る。

「ちゃんとそれだけの収穫はあったじゃん！　大勝利だよ！」

「確かに、まさか本当にあいつが男連れで、デ、デ、デートをしてるとはな……」

　それにはマフレナも驚おどろいた。

　まさかあのシルヴィアが、いかに変装をしているとは言えあの人ごみの中白昼堂々デートとは。

「だけど、相手が誰だったのかわからなかったのは残念だったわね」

「そうよねー。写真も後ろからのばっかりで、どっちも顔は全然写ってないし」

　シルヴィアに気が付かれないよう慎重に行動したため、証拠らしい証拠は押さえられていない。これではどこのメディアに垂れ込もうとも、相手にしてもらえないだろう。

「でも、相手の男も身のこなしとか雰ふん囲い気きとか、かなりの使い手っぽかったじゃん？　だったらもうちょい調べてみれば、きっとなにか手がかりが……」

「──あ、ちょっとすみません」

　ミルシェがそこまで言いかけたところで、マフレナの携帯端たん末まつに連絡が入る。

　展開した空間ウィンドウは真っ黒──音声通信だ。

　その途と端たん、メンバーの間に緊張が走った。

　全員、相手を察したのだ。

『マフレナ、休日は楽しめたようですね』

「は、はい、理事長！」

『それは大変結構です。ああ、どうせ他のメンバーもそこにいるのでしょう？　でしたら、今すぐ私の下へ来て、無断であんな馬鹿騒ぎを起こした理由を説明するよう全員に伝えてください。五分以内です』

「りょ、了解しました……！」

　たったそれだけで通信は切れてしまったが、その効果は絶大だった。

「う、うわあああああ！　バ、バレてた！　なんで、どうしてバレちゃったの!?」

「……いや、あれだけの騒ぎになれば当然理事長の耳にも入るでしょう」

「あーあ、またお説教かぁ……」

「それだけで済めばいいのだけど」

　モニカとパイヴィはすでに諦めモードだ。

「ううう……！　これというのもみんなあいつのせいだ！　許すまじ、シルヴィア・リューネハイム！」

　完全に逆さか恨うらみもいいところだったが、言ったところで無駄だろう。

　マフレナは一つため息を吐くと、せめて一番お咎とがめが軽くなりそうな言い訳を作り上げるべく、一人頭を捻ひねった。


第五章　学園祭狂想曲Ⅲ

　聖ガラードワース学園、生徒会室。

「──以上で、本日分の報告は全てです」

「うん、今年も随ずい分ぶんと盛せい況きようのようだね」

　黒こく檀たんの執しつ務む机の上で指を組むアーネスト・フェアクロフは、学園祭の諸報告を受けて穏やかにうなずいた。

「今のところ特にトラブルらしいトラブルもありませんし、結構なことですわね」

　ソファに座るレティシアも、一ひと先まずほっと胸を撫なで下おろす。

　常に秩序と公正を重んじるガラードワースではあるが、学園祭となると外部の人間が関わってくるため、多かれ少なかれトラブルが付き物だ。

　その点で言えば、今年はかなり平和な学園祭と言えるだろう。

「しかし、毎年この時期だけはアルルカントやクインヴェールが羨ましくなりますわ」

　レティシアはそう言って、自分で自分の肩を揉もむ。

　一般的にアスタリスクの生徒会はどこも強大な権力を有しているかのように思われているが、実質的に学園行事の運営まで全て取り仕切っているのはガラードワースと星せい導どう館かんくらいだ。

　派閥主義が横行しているアルルカントでは生徒会はその調整役にすぎないし、クインヴェールでは理事長が実権を握にぎっていて生徒会はお飾りに近い。界龍ジエロンは時期によってまちまちだが、歴史的に見れば実務面は統合企業財体Integrated Enterprise Foundationに委任している生徒会のほうが多いはずだ。

　レヴォルフも元がん来らいはそちらサイドだったはずなのだが、あのディルク・エーベルヴァインが生徒会長の座についてからは一変している。とはいえ、ディルクの集めた生徒会の面々はその大半が統合企業財体から調達したスタッフらしいので、純じゆん粋すいに学生による運営とは言い難にくいだろう。

　無論、ガラードワースや星導館の生徒会も統合企業財体から独立しているわけではないし、その力を借りてもいるが、他の学園に比べればかなり大きな裁量を与えられていると言えた。

「僕らは僕らの義務を全うするだけだよ、レティシア。他よ所そは他所で、また別の問題を抱えているはずだしね」

「それはそうですけれど……」

　それでも愚ぐ痴ちの一つもこぼしたくなるというものだ。

　なにしろすでに深夜と言ってもいい時刻なのに、まだ今日中に片付けねばならない仕事が残っている。

「ところで、クインヴェールといえばソフィアさんが《獅鷲星武祭グリプス》に参加されるという件はどうなりましたの？」

「さあ？　特に僕はなにも聞いていないけれど……ソフィアももう子どもではないのだし、彼女が自分で決めたことに僕が口出しすることもないだろう」

「それはそうですけれど……」

　ソフィア・フェアクロフはクインヴェール女学園に通うアーネストの実の妹だ。

　年下ではあるものの、レティシアは彼女から多大な影響を受けている。

　だからこそ、心配だった。

　ソフィアは幼少期に起こったある事故から、《星武祭フエスタ》に出るには致命的なトラウマを負っている。ソフィアがアスタリスクに来ると言い出した際には、レティシアは猛反対したくらいだ。

　とはいえ、兄であるアーネストがこう言っているのに、部外者であるレティシアが口出しするわけにはいかない。

「ああ、そういえば──」

　と、報告を読み上げていた生徒会書記パーシヴァル・ガードナーが、思い出したかのように言った。

　パーシヴァルは格好こそ男子の制服を着ているが歴れつきとした女子であり、序列五位の正騎士だ。さらにいえばガラードワースの学有純星煌式武装オーガルクス──《聖杯》こと《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の、二十年ぶりとなる使い手でもある。

「今日、そのクインヴェールの生徒会長閣下をお見かけしました」

「《戦律の魔女シグルドリーヴア》がうちに？」

　それは初耳だった。ということはお忍びということか。

「ええ、変へん装そうをされていたので、他に気が付いた方はいないようでしたが」

「ふーん、気楽なものですわね」

　レティシアはそう言いながら、新しく淹いれた紅茶に口をつける。

　他校の生徒会長といえども、学園祭の期間は敷地を開放しているのだから出入りは自由だ。例えばもしこれがレヴォルフの生徒会長ならばなにを企たくらんでいるのか用心しなければならないだろうが、相手があのシルヴィア・リューネハイムならばそれほど心配する必要もないだろう。

　だが。

「それと、お連れの方が一人。その方も変装をされていましたが、おそらく星せい導どう館かん学園の《叢むら雲くも》かと思われます」

「ぶふっ!?」

　その言葉に、レティシアは思わず紅茶を吹き出しかけた。

「む、《叢むら雲くも》と《戦律の魔女シグルドリーヴア》が揃そろってうちにきていたと……？」

「はい」

　パーシヴァルは淡たん々たんと答える。

　一体どういう繋つながりがあるのかさっぱりわからないものの、星せい導どう館かん学園の序列一位にして《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者と、クインヴェールの生徒会長であり序列一位にして《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者の組み合わせというのは尋常ではない。

「アーネスト、どう思います？」

「うーん……その意図まではちょっと読めないな」

「《獅鷲星武祭グリプス》に向けての敵情視察、といったところかしら……？」

　レティシアは顎に指を当てて考え込んだ。

《叢雲》こと天あま霧ぎり綾あや斗とが《獅鷲星武祭》に出場するというのは、ほぼ確定的と見られている。となれば、現在《獅鷲星武祭》を二連覇している優勝候補筆頭の銀翼騎士団ライフローデスを探りに来たとしてもおかしくはない。

　シルヴィアのほうは《王竜星武祭》が本命とされているが、クインヴェールからも有力候補であるルサールカが出てくるはずだ。

「……ふむ」

　するとアーネストは腕組みをして、薄く笑った。

　いつもの完かん璧ぺきな笑顔ではなく、そこにはほんの少しではあるがアーネスト・フェアクロフという人間の地の部分が垣かい間ま見みえる。

「なにはともあれ、わざわざうちに来てくれたというのに挨拶もできなかったのは残念だね」

「アーネスト……？」

　その表情に嫌な予感を覚えたのは、杞き憂ゆうではないだろう。

「ちょうどいい。公主からのお誘いを断るのは些いささか忍びなかったところだ」

「ちょ、ちょっとお待ちなさいな！　まさか貴方あなた、例のイベントに出るつもりですの!?」

「確か彼はゲスト枠でエントリーされていただろう。どのような人物なのか、この目で見極きわめる良い機会じゃないか」

　慌てて止めるが、すでにアーネストはすっかりそのつもりらしい。

「パーシヴァル、明日の分の仕事で今日に回せるものをピックアップしてくれないか。片付けてしまおう」

「かしこまりました」

　淡々と答えるパーシヴァルは無視して、レティシアはアーネストに詰め寄った。

「アーネスト！　そんな身勝手なことをしたら、《聖剣》が……！」

「大丈夫だよ、レティシア。これは私心からではなく、この学園を慮おもんぱかっての行動だからね」

「で、ですが、万が一ということも……」

　アーネストがそう断言した以上、レティシアの語調も弱くならざるを得ない。

　ガラードワースの歴史上、《白濾の魔剣レイ＝グラムス》に認められて《聖騎士ペンドラゴン》の二つ名を与えられた者は二十人を超えるが、アーネストはその中でも最も《白濾の魔剣》との相性が良いといわれている。

　いや、正確には相性というよりも、その付き合い方が上う手まいのだ。

《白濾の魔剣》の代償は常に高潔であり、正義と秩序の代行者たらんとすること──しかし、その『正義』とはあくまで《白濾の魔剣》が定めたものでしかない。それが中世の騎士道や社会通念としての倫理道徳と──部分的にではあるせよ──似通っているがため、そう呼ばれているにすぎないのだ。

　その乖かい離りを埋められない者に、《白濾の魔剣》を扱うことは難しい。

　その点で言えばアーネストは《白濾の魔剣》の意図を汲くみ取り、ある程度自らの行動へ融通を利かせることができる天てん稟ぴんの持ち主だった。

「そう心配しないでも、無む茶ちやはしないよ。それに彼の件を抜きにしても、今回のイベントは少し気になるんだ」

「まあ……確かに三学園合同で、しかもこの規き模ぼというのは珍しいですわね」

「無論それもあるけれど……裏方とは言え、公主が界龍ジエロンの外へ出てくることは滅めつ多たにないからね」

「あのお子様がなにか企たくらんでいると？」

　レティシアの問いかけに、しかしアーネストは真剣な表情で考え込んだまま、答えることはなかった。

　　　　　　　　＊

「……カジノ？　学園全体が？」

「そう。レヴォルフの学園祭は毎年それが恒例なの」

　学園祭三日目。

　レヴォルフ黒学院へとやってきた綾あや斗とは、その光景を見てさすがに呆あきれた。

　学園の建造物自体は無骨で威圧的な要よう塞さいを思わせるが、今はけばけばしく飾り立てられ、怪しいことこの上ない。

「まあ、レヴォルフの学生は、こういった自主的になにかするようなイベントに積極的じゃないからね。表向きは学園側が主催ってことになってるけど、ほとんど歓楽街ロートリヒトに丸投げしてるみたいだし」

「ああ、それで雰ふん囲い気きがあそこに似てるのか……」

　こうして回っていても、他の学園よりも明らかに人の数が少ない。

　一応は出店なども並んでいるが、相当に強気な値段設定だ。おまけに店員が皆揃そろいも揃って強こわ面もてときている。壁にはカラフルなグラフィティや卑猥な落書きがあちこちに描かれ、これでは普通の観光客は近寄り難にくいだろう。

　それでもカジノ自体はかなりの盛せい況きよう振りを博しているようだ。

　アリーナらしきところを覗のぞいてみるとスロットマシンがずらりと並び、ルーレットやバカラ、ブラックジャックなどどれも本格的な造りだった。静かな熱狂がひしひしと伝わってくるその会場を、黒服姿の男性スタッフとバニーガール姿の女性給仕が忙しそうに動き回っている。

「少し遊んでいく？」

「いや、やめておくよ。賭け事は苦手なんだ」

　からかうようなシルヴィアに、綾あや斗とは曖あい昧まいな笑みで遠慮を示した。

「確かにあんまり強そうじゃないかも……って、あらら」

　そう言ってシルヴィアは肩を震わせていたが、ふと気の毒そうに眉を下げた。

　その視線の先を追ってみると、飲み物を運んでいた少女が一人、足でも引っ掛けたのか盛大に転んだところだった。

「おいおい嬢ちゃん、勘弁してくれよ。これでもう五回目だぜ？」

　明らかに学生とは思えない外見の黒服が、呆あきれ顔がおでその少女の前にしゃがみこむ。

「ううう……すいませぇん」

「会長さんの紹介だし、あんまり言いたかねえんだけどよぉ。嬢ちゃん、この仕事向いてないんじゃねえか？　いや、人手が足りねえってのは本当なんだが……」

「で、でも、これも出張中の会長に申し付かった大事な仕事ですから、秘書としてきっちり勤め上げないと！」

　少女の健気けなげなアピールに、黒服はいかにも困った顔で頭を掻かいている。

「あの子、どこかで見たような……」

「あら、知り合い？」

「えーと……そうそう、《悪辣の王タイラント》の秘書だって名乗った子だ」

　するとシルヴィアは驚おどろいたように目を丸めた。

「じゃあ、もしかしてあの子が樫かし丸まるころな？」

「ああ、そんな名前だったかな。有名なの？」

　逆に聞き返すと、シルヴィアは煮え切らない表情でうなずいた。

「有名というか、謎が多いというか……ディルク・エーベルヴァインは他人を能力でしか測らないことで有名なんだけど、そんな彼がいきなり秘書に抜ばつ擢てきした新入生ってことで、ものすごく有能な人材なんじゃないかって一時期噂うわさになってね。ほとんど表には出てこないし、一体どんな人なんだろうって気になってたの」

「ものすごく有能な人材、か……」

　失礼ながら黒服にぺこぺこと頭を下げるその姿は、あまりそのような評判が立つようには見えない。

　以前綾あや斗とを迎えに来た時のことを思い出しても、やはり今と同じ印象だ。

「でも、確かにあまりレヴォルフの学生っぽくはないかな」

「それは同感。ただ、だとするとなんであの《悪辣の王タイラント》がわざわざ秘書に取り立てたのか……」

　と、そこでシルヴィアは急に綾斗の腕を引っ張ってアリーナの外へと連れ出した。

「……ちょっとじろじろ見すぎたかも。怪しまれないうちに退散しましょ」

　言われて見れば黒服が何人か、じっと足を止めている綾斗たちを気にしはじめていたようだ。

　さすがにシルヴィアはそのあたりに敏感らしい。

「はぁ……これだからレヴォルフは嫌なんだよね」

　やがて外に出たシルヴィアは不満そうなため息を吐く。

「まあ、カジノならいろいろ目を光らせててもしょうがないんじゃないかな」

「それ以外でも、レヴォルフはあんまり気が抜けないんだ。女の子が一人でいると、変な連中がすぐ声を掛けてくるし」

　シルヴィアはそこまで言うと、綾斗の腕に自分の腕を絡めてきた。

「今日は綾斗くんがいるからその心配はないけど」

「はは……お役に立てて光栄だけど、その、あまり密着しすぎてもどうかと……」

「さて、そろそろお昼を済ませちゃおっか。少し早いけどまだ界龍ジエロンにも行かなきゃいけないし、夕方には綾斗くんのイベントもあるもんね」

　綾斗の言葉をさらりと流し、シルヴィアが周囲をきょろきょろと見渡す。

「んー、ここで済ますとなるとぼったくり価格だし……とはいえ、どこかお店に入ろうにも大抵満席だろうし……うん？」

「お……？」

　と、どこからともなく美お味いしそうな匂いが流れてくるのに気が付いた。

　その匂いに誘われて行くと、中庭らしき一角に大きめの露店が出ており、簡かん素そな椅子とテーブルがその店先に並べられている。

「いらっしゃいませー、パエリアはいかがですかー」

　可愛かわいらしいエプロン姿の少女が呼び込みをやっているが、その少女もまた綾斗の見知った人物だった。

「あれ？　プリシラさん？」

　思わずそう声を掛けてしまったが、プリシラはきょとんとした顔で綾あや斗とを見返してくる。

　隣でシルヴィアが「あのねえ、綾斗くん……」と小声で呆あきれるのを聞き、綾斗は自分が変へん装そうしているのをすっかり失念していたことに気が付いた。

「あの、ごめんなさい。どこかでお会いしましたか……？」

「あー、えーと……」

　今更どうすることもできず、せめて視線を逸そらすが、まじまじと綾斗の顔を見つめていたプリシラはやがて驚おどろいたように口元を押さえた。

「えっ？　まさか天あま霧ぎりさん……!?」

　しかしすぐに変装の意味を察したのか、慌てて声を潜めてくれる。

「はは……久しぶりだね」

「はい。《鳳凰星武祭フエニクス》はいろいろ大変だったみたいですけど、優勝おめでとうございます」

　プリシラは裏表のない素直な笑顔でそう言った。

「ありがとう。それとお礼が遅くなっちゃったけど、あの時の差し入れ美お味いしかったよ」

「いえ、そんな……天霧さんがしてくれたことに比べれば、あのくらいは……」

　照れくさそうにはにかみながら、プリシラが視線を落とす。

　差し入れとはフローラを探している際、イレーネを通して渡された手作りの軽食のことだ。その後はドタバタしていてちゃんとお礼も言えてなかったので、ちょうど良かった。

「あっ、そうだ。良かったら寄っていってください。そんなに大したものは出せませんけど……」

「ここって、もしかしてプリシラさんの手作り料理を出してるの？」

「はい、一応」

　だとしたら味のほうは折り紙つきだ。

　視線を向けると、一歩引いて綾斗とプリシラのやり取りを眺めていたシルヴィアも軽くうなずく。

「うん、私も構わないかな。匂いからして美味しそうだし」

「あの、天霧さん。こちらは……？」

　と、プリシラがシルヴィアの校こう章しように目を遣やり、不思議そうにそう訊たずねてきた。

　さすがにプリシラもシルヴィアの正体までは見破れないようだ。

「ふふっ、こんにちは。私たち今、デート中なの」

　なんと紹介したらいいか迷っていると、シルヴィアがからかうように微笑ほほえむ。

「ええっ!?　ご、ごめんなさい……！　私お邪魔しちゃって……！」

　それを聞いたプリシラは顔を真っ赤にして、あわあわと両手を振る。

「あ、あの、今メニューをお持ちしますね！　お、おおお好きな席にどうぞ……！」

　そして逃げるように露店の中へと入ってしまった。

「……シルヴィ」

「あら、嘘うそじゃないでしょ？」

「それはそうだけどさ……」

　綾あや斗とが咎とがめるようにそう言うと、シルヴィアも悪かったと思ったのか苦笑しながら謝ってくれる。

「ごめんなさい。まさかあんな可愛かわいらしい反応が返ってくるとは思わなくって……今時珍しいくらいの純じゆん粋すいさだね。ちょっと羨ましいかも」

「まるで自分はそうじゃないみたいな言い草だよ？」

　まだ時間が早いせいか、テーブルは半分くらい空いている。

　適当に席を確保し腰を下ろすと、シルヴィアが大げさにため息を吐いた。

「この業界にいると、いろいろ人間の嫌な部分も見ちゃうからね。それにほとんどお飾りとはいえ私も生徒会長だし、どうしても擦れてきちゃうのは否めないというか……」

「そうかな。シルヴィはすごく真っ直ぐで誠実な女の子だと思うけど」

「……っ」

　綾斗としては素直に思うところを伝えただけだったが、シルヴィアは一瞬驚おどろいたような表情を浮かべ、次いで微妙に視線を逸そらす。

「綾斗くんはさ、結構ズルいタイミングでそういう球投げてくるよね……」

「え？」

「お、お待たせしました、こちらがメニューですっ」

　いまいちシルヴィアの言葉の意図が掴つかみ切れず、聞き返そうとしたところで、まだ若干顔を赤くしたままのプリシラがメニューを持ってやってきた。

「ああ、うん。えーと、じゃあ……」

　一ひと先まず、適当に見繕って注文する。

「そういえばイレーネは一緒じゃないんだね」

「あはは……お姉ちゃんなら多分カジノだと思います」

　何気なくそう訊たずねると、プリシラは困り顔で肩を竦すくめた。

「あ、でも夕方からはあのイベントに出るって言ってましたよ。ほら、天あま霧ぎりさんもゲストエントリーしてるっていう」

「ええっ、イレーネも？」

「なんでも結構な額の賞金が出るみたいだからって」

　そういえばあまり興味がなかったが、イベントの優勝賞金はかなり奮発したと英えい士し郎ろうも言っていた覚えがある。

「相変わらずだなあ」

　と、そこで綾あや斗とはあることに気が付いた。

「……あれ？　プリシラさん、もしかして身体を鍛えてる？」

「え？　わ、わかりますか……？」

　プリシラは驚おどろいたように口元を押さえる。

「うん、前とは足運びが違うし、体幹もずっとしっかりしてるように見えたから」

「はい。実は少しトレーニングをしたり、お姉ちゃんにいろいろと教えてもらったりしてるんです。いつまでもお姉ちゃんに守ってもらってばかりじゃダメだと思って」

「へえ、それは偉いね」

　そう褒めると、プリシラは俯いて顔を赤らめた。

「お、お姉ちゃんからは、腕試しとして一緒にイベントに出ないかって誘われたんですけど、さすがにまだちょっと怖くって」

「どんなイベントかもわからないんだし、それが賢明だと思うよ」

　少なくとも初心者大歓迎とは書いていなかったはずだ。

「私、お姉ちゃんも天あま霧ぎりさんもどっちも応援してますから、がんばってくださいね！」

　プリシラは照れ笑いを浮かべながらそう言って、出店のほうへと戻っていった。

　それを見送ると、シルヴィアがなにか言いたそうな顔で綾斗を見ていることに気が付く。

「ふーん……」

「ど、どうしたの？」

「ううん、応援してくれるファンがいるのはいいことだなーって思って」

「シルヴィがそれを言う？」

　綾斗とは比較にならないほどのファンがいるだろうに。

「私のとはちょっと違うでしょ、あの子のは」

「え？　そうかな？」

「そうなの」

　シルヴィアは呆あきれ顔がおで小さく息を吐いた。

　それから程なくして、注文していた料理がやってくる。

「おー、バスク風かな。美お味いしそう」

　イレーネの部屋でご馳走された時に絶品だったので、今回もお薦めのパエリアを注文してみたが、その時とは具材も香りもかなり異なっている。

　早速一口食べてみると、やはり美味しい。

　シルヴィアも気に入ったようで、その顔が見事に綻ほころぶ。

「うーん……これは大したものだね。レシピを教えてもらいたいくらいかも」

「へえ、シルヴィも料理とかするんだ？」

「なんでそんな意外そうな顔で聞くかな……アイドルだって料理くらいしますけど？」

「ごめんごめん、そういう意味じゃなくてほら、シルヴィは忙しそうだからさ」

　口を尖とがらせるシルヴィアに、綾あや斗とは両手を振って慌てて謝る。

「まあ、それは確かに最近はご無沙汰だけど……あっ！」

「ど、どうしたの？」

　綾斗が目をぱちくりさせながら聞くと、シルヴィはしまったという顔で頬ほお杖づえをついた。

「ううん。今日が最終日じゃなかったら、明日はお弁当を作ってきてあげたのになって」

「はは、それは残念」

「まあ、いっか。それはまた次のお楽しみということで」

「……次？」

　綾斗が思わず問い返すと、シルヴィアは上目遣いで悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　　　　　　　　＊

　その日もユリスは朝から機き嫌げんが悪かった。

　自分でそう感じるくらいなのだから、他人からすれば一目瞭然なのだろう。

　トレーニングルームへ向かう道中、今や有名人であるユリスの姿を見て声を掛けようとした一般客はそれなりの数に上ったが、皆ことごとく途中で思いとどまる。

　煩わしくなくて大変結構なことであるはずなのに、今はなぜだかそれも腹立たしい。

「あ……こんにちはです、ユリス先輩」

「まったく、学園祭などさっさと終わってしまえばいいのだ」

　トレーニングルームへ入ると先に自じ主しゆ訓くん練れんを行っていた綺き凛りんがぺこりと頭を下げるが、ユリスはいきなりそう吐き捨てた。

　が、すぐにはっと我に返り、素直に詫わびる。

「──いや、すまない綺凛。どうにもいかんな」

「いえ、大丈夫です。わたしも同感ですし」

　苛いら立だちの原因はわかっている。

　それを素直に認めるのも癪しやくに障るのだが、この学園祭の期間中、ずっと綾斗とシルヴィアが行動を共にしていることがその理由だ。

　無論、綾斗が自由時間に誰とどこでなにをしようが綾斗の勝手ではある。ユリスに口出しする権利はない。

　だがそう思って心を静めようと思っても、中々上う手まくいかなかった。

（シルヴィア・リューネハイムか……）

　論ずるまでもなく、シルヴィアは今のアスタリスクにおいて最上位の実力者だ。実際、ネットの非公式ランキングサイトである『詩の蜜酒オドレリール』や『六万神殿ヘキサ・パンテオン』でも、常に上位十人に名を連ねている。

　綾あや斗との件を抜きにしても、ユリスはシルヴィアに前々から注目していた。

　それは今のところシルヴィアが唯一あのオーフェリア相手に──少なくともユリスが見る限り──善ぜん戦せんした学生だからだ。試合内容としてはかなり一方的ではあったが、シルヴィアは一時的であれオーフェリアの能力に対処できていた。ユリスは身をもってオーフェリアの力を知っているだけに、それがいかに驚きよう異い的てきなことかがわかる。

　そして直接会ったことはなくても、その試合運びを見ていれば大まかな人柄は察せられるものだ。

　困ったことに、シルヴィアの戦い方はユリスから見ても好ましいものだった。試合相手に敬けい意いを払い、無む闇やみに策を弄することなく、真正面からぶつかる──それはシルヴィアの万能な能力と実力があってこそのものかもしれなかったが、あのオーフェリア相手にもそれを貫いていたのは感服せざるを得ない。

　そこから導き出されるのは、シルヴィアという人間がなにかを企たくらみ人を罠わなに嵌はめるような品性の持ち主ではないということであり──

（つまりそれは、純じゆん粋すいな好意から綾斗を誘ったということで……）

　そこまで考えて、ユリスは小さく唸うなりながら頭を抱えた。

「ユ、ユリス先輩……？」

　突然のことに驚おどろいた綺き凛りんがおそるおそるといった風に声を掛けるが、思し考こうに耽ふけるユリスの耳には届かない。

（いくらあの朴ぼく念ねん仁じんでも、相手は世界の歌姫にして稀き代たいのトップアイドル……そうなると……）

「あの、大丈夫ですか？　ユリス先輩？」

「っ！　ああ、いや、大丈夫だ。問題ない」

　綺凛の手が肩に触れ、はっと我に返ったユリスはごまかすように咳せき払ばらいをして立ち上がる。

「ところで、その……あれだ。紗さ夜やのやつは今日も来ていないのか？」

「あ、はい……そうみたいですね。この前は水泳部のイベントに出場してたみたいですけど……」

「ああ、大暴れだったらしいな」

　紗夜は紗夜で自分なりに鬱うつ憤ぷんを晴らしているのだろう。

「ストレス発散に使われても困るって、水泳部の友達が嘆いてました」

　そう苦笑する綺凛も、このところあまり練習に身が入っていないことにユリスは気が付いていた。

　──実際に。

「ところで綺き凛りん」

「はい、なんでしょう？」

「少々言い辛いのだが……靴が左右で別物だぞ」

「えっ？」

「それとリボンがちゃんと結べていない」

「ええっ!?」

「髪の結い方も緩いから右のほうがほどけかけているな」

「はうぅ……！」

　全てを指し摘てきすると、綺凛は半泣きでしゃがみ込んでしまった。

　ユリスは軽く息を吐くと、そんな綺凛の背後に回って髪をとかす。

「どれ、貸してみろ。髪を結うくらいはやってやる」

「あ、ありがとうです……ユリス先輩」

「まあ、変に溜ため込こまない分だけ我々より紗さ夜やのほうが正しいのかもしれんな」

「はい……でも」

　ユリスの言葉に、綺凛は小さくうなずきながらも続けた。

「件くだんの水泳部のイベントにはもう出禁になってしまったそうですし、今日はどこへ行っているのでしょう？　今年は他にアトラクション的なイベントはありませんし……他の学園にでも行かれたのではないでしょうか？」
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「いや、あいつの方向音痴っぷりを考えれば、そこまで足を伸ばしているというのは考えづら……うん？」

　と、そのタイミングでトレーニングルームの扉が開く。

「ほう、噂うわさをすればだな」

　現れたのは、どこかむすっとした顔の紗さ夜や。

　さらにその後ろから笑顔のクローディアも入ってきた。

「ああ、お揃そろいですね。ちょうど良かった」

「なんだクローディア、仕事は終わったのか？」

「ええ、なんとか一区切りつきました。それで、せっかくですから例のイベントを見に行こうと思いまして、沙さ々さ宮みやさんも誘ってきたところです。良かったら皆さんでどうでしょう？」

　クローディアはそう行って、ぽんと両手を合わせる。

「例のイベントと言いますと、綾あや斗と先輩も出場されるという三学園合同の？」

「そうですよ。もっとも今回のイベントは各学園のクラブ団体が主導ですから、我々生徒会も基本的にノータッチです。もちろん概がい要よう程度は聞いていますけれど」

「……」

　綾斗が出場するというのだから、もちろんユリスもそれを考えなかったわけではない。

　ただ、今の気持ちで素直に綾斗を応援できるかというとそれも微妙だ。

（別段、拗すねているわけではない。決して拗ねているというわけではないのだが……）

　するとそんなユリスの心を読んだようにクローディアがくすくすと笑いながら言った。

「出場メンバーには《獅鷲星武祭グリプス》出場者もいるようですし、偵察にもなるかと思いますよ？」

　明らかに水を向けられているのはわかったが、そう言われてしまうと断るのも難しい。

「……相変わらず嫌な女だな、おまえは」

「さて、なんのことでしょう」

　皮肉を込めてそう言うと、クローディアはけろりとした顔でとぼけてみせた。

　　　　　　　　＊

　界龍ジエロン第七学院の外観は、アスタリスクの六学園で最も特徴的だ。

　敷地全てを中華風の建造物が埋め尽くし、まるで迷宮のようにそれらが全て回廊で繋つながっている。建物と建物の間には風ふう雅がな庭園や巨大な広場が点在し、地図がなければ自分がどこにいるのかもわからなくなってしまいそうなほどだった。

「これはすごいね……盛り上がりではここが一番なんじゃないかな」

　綾あや斗とはその活気に驚おどろきながら、隣を歩くシルヴィアに話しかけた。

「一番学生数が多い学園っていうのもあるけど、界龍ジエロンはやっぱり校風が他とは少し違うんだよね」

「校風？」

「うーん……混こん沌とんとしてるっていうか、自由っていうか……伝統的に、統合企業財体Integrated Enterprise Foundationの影えい響きよう力りよくがあんまり大きくないの」

　少し大きめの広場に目を遣やれば、巨大な龍りゆうの人形を複数人が操りながら踊っており、その周りには人だかりができている。その反対側の庭園では刃物を持った大男が曲芸をこなし、喝采を浴びていた。

「生徒の自主性を尊そん重ちようしてるとか？」

「そうじゃなくて、界龍を選ぶ学生は自分を鍛えることが目的って人が多いみたい。《星武祭フエスタ》に関しても優勝は二の次で、腕試しの意味が強いっていうか。だから統合企業財体も餌で釣りづらいんじゃないかな」

「ああ、《星武祭》はあくまで鍛たん錬れんの過程にすぎなくて、なにか叶かなえたい願いがあるわけじゃないってことか」

《鳳凰星武祭フエニクス》で闘たたかった宋ソンと羅ルオの二人を思い出す。

　確かにあの二人はそういった類の学生だった。自らの鍛錬自体が目的であるというならば、界龍の拳士が手て強ごわいのも理解できる。

「もちろんそういう人が多いってだけで、なにか夢を持って界龍に入る人だって普通にいるだろうけどね」

　爆竹だろうか、あちこちで賑にぎやかな音が鳴り響き、常にどこからか賑やかな音色が流れてくる。界龍には六学園で唯一初等部を持つため、楽しそうに走り回る子どもの姿も見られた。

「あとは良くも悪くも学園としてのまとまりがないっていうのもその理由かな。界龍ではいろんな武術の門派が乱立していて、それぞれが独立してるから」

「でも、それってアルルカントもそうだよね？」

「アルルカントの研究院は予算を統合企業財体から出してもらってるから、自由度が全然違うよ。まあ、界龍も生徒会なんかの運営組織自体は統合企業財体と密接にかかわってるから官かん僚りよう的てきなんだけど」

「なるほど……」

　道場らしき広間を覗のぞいてみると、数十人の学生が一糸乱れぬ演舞を行っている。

　こうして見ているだけでも、界龍が《星武祭》の成績で常に上位クラスを維持している理由がわかった。生徒数が多いのもそうだろうが、闘たたかう意思を維持している学生の比率が明らかに高いのだ。

「そういえば、綾あや斗とくんも独どく特とくの格闘術使ってたよね？　ほら、刀とう藤どう綺き凛りんちゃんとの決けつ闘とうの時」

「一応天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうにも組討術があるからね。それを言うなら、シルヴィだって体術はかなりなものだったけど？」

　初めて会った際、元とはいえ界龍ジエロンの《冒頭の十二人ページ・ワン》を一撃でのしていたのを思い出してそう言うと、シルヴィアは可愛かわいらしく胸を張る。

「そりゃあ、私だって日々の鍛たん錬れんは怠っていませんから」

「でも、かなり実戦的な動きだったよね？　あれってどんな格闘技なんだい？」

「うーん……由来や名前は特に聞いてないなあ。私も一通り基礎は教わったけど、あとはほとんど自己流だし。あ、ほら、昨日話した歌の先生、その人から稽古をつけてもらったの」

「……歌の先生が？」

　少し意外な感じがしたが、そもそも《蝕武祭エクリプス》に出ていたような人物なのだから不思議ではないかと思い直す。

「あー、でもヴァイキングがどうのとか言ってたような記憶が……」

　そんな会話を続けながら、回廊の角を曲がる。

　──その瞬しゆん間かん。

「っ!?」

「えっ……？」

　突然辺り一帯の万応素マナが蠢うごめいたかと思うと、周囲の景色がぐにゃりと捻ねじれた。

　何事かと身み構がまえるも、その時にはすでに綾斗とシルヴィアは見たこともない板張りの広間に立っていた。

「これは……」

「ほほっ、手荒な真ま似ねをしてすまなかったのう。じゃが、騒ぎになると面倒でな」

　すると柱の陰から、髪を蝶ちようの羽の様に結い上げた童女が現れる。

　歳はフローラと同じくらいだろうか。界龍の制服を着ているところを見ると、生徒なのだろう。

「ふぅ……まったくもう、あまり驚おどろかせないでよね、星露シンルー」

「久しいの、歌姫殿」

　が、そう言って警戒を解いたシルヴィアの言葉に、綾斗は絶句した。

「星露って……じゃあ、この子があの范星露フアンシンルー!?」

　界龍第七学院の序列一位にして、《万ばん有ゆう天てん羅ら》の二つ名を持つ生徒会長。

　話には聞いていたが、まさか本当にこんな幼い少女だったとは。

　なにしろ星露シンルーは試合映像などもほとんど流れていない。姿を隠しているというわけではないが、表立った行事も代理を立てることが多いと聞く。

　綾あや斗とがすぐにわからなかったのも無理はなかった。

「いかにも、儂わしが范星露フアンシンルーじゃ。会えて嬉うれしいぞえ、天あま霧ぎり綾斗。前々からおぬしには興味があってのう」

「はぁ……よろしく」

　事態がよく飲み込めないまま、星露が差し出してきた右手を取る。

「《鳳凰星武祭フエニクス》での闘たたかいぶりは実に見事じゃった。今も思い返すだけでうずうずするほどじゃ。ほんに惜しいのう。なぜに界龍ジエロンへ入ってくれなんだか」

「いや、そう言われても……って、それよりどうやって俺たちをここに？」

　それ以前の問題として変へん装そうしている綾斗たちにどうやって気が付いたのかというのもあるのだが、今の状況に比べれば瑣さ末まつなことだろう。

「地脈を縮め万里を渡る──まあ、いわゆる縮地術というやつじゃな。厳密にはその応用じゃがの」

「つまり瞬しゆん間かん移動？　星せい仙せん術じゆつにはそんな術まであるのか……」

　だとしたら本格的に対策を考えなければならないだろう。

「いんや。星仙術ではない」

　が、星露はゆっくり首を横に振る。

「え……？」

　だったら一体なんだというのか。

「考えるだけ無駄よ、綾斗くん」

　シルヴィアがどこか諦めた口調で肩を竦すくめた。

「他の学園も同様だと思うけど、私たちは生徒会長になった時に必ず言われることがあるの。もしその代の界龍代表が《万ばん有ゆう天てん羅ら》だったなら、『何でもあり』だから必要以上に関わるなってね」

「ほほう。そのように言われておったとは初耳じゃのう」

　星露はなぜだか喜んでいるようだ。

「何でもあり？」

「はぁ……」

　するとシルヴィアは深い息を吐いてから、投げやりに言った。

「嘘うそか本当かは知らないけど、彼女はもう千年以上生きてるんだって」

「千年って……いくらなんでもそれは」

　仮になにかしらの能力者であったとしても、それでは《落星雨インベルテイア》の遥はるか以前から生き続けていることになる。《星脈世代ジエネステラ》が《落星雨インベルテイア》によってもたらされた万応素マナによって生まれている以上、ありえない話だ。

「ふむ、信じられぬと言うか」

　星露シンルーはさも心外だという顔で、腕を組んで綾あや斗とを見上げる。

「いや、だって……」

「まあよい、せっかくの客人じゃ。少しばかりこの世界の理を明かしてやろう」

　その途と端たん、周囲が暗転した。

「──っ！」

「そう身み構がまえるでない。ただの……えーと、そう、ホログラムというやつじゃ」

「立体映像ホログラム……？」

　その言葉通り、綾斗たちの目の前に半透明の地球がぼうっと浮かび上がった。

　ゆっくりと自転する地球──だが、突如としてそこに無数の隕いん石せきが次々と現れ、地表に向かって降り注ぐ。

「これって……」

「うむ。《落星雨》の再現じゃ」

「でもこれじゃ……この隕石たちが、いきなり地球の周りに現れたみたい……」

「然しかり」

　シルヴィアのつぶやきに、星露が大きくうなずく。

「『《落星雨》は世界中のあらゆる天文台が一切感知できなかった』……今はぬしらも授業でそう教えられておるのじゃろう？」

《落星雨》に関してはまだまだ謎が多いが、少なくとも通常の隕石とは全く違ったものだったというのが今の通説だ。

「じゃあ、まさか──いきなり本当に降って湧わいたっていうの？」

「どれ、次はその隕石が儂らにはどう見えていたのか教えてやろう」

　シルヴィアの問いには答えることなく、星露がぱちりと指を鳴らす。

　同時に立体映像の地球がぐぐっと迫り、空から地表を見下ろす目線になった。

　巨大な隕石が目の前を横切り、地表に激突したかと思われたその時。

「え……？」

「これって……」

　綾斗もシルヴィアも我が目を疑った。

　隕石を中心に、輝くような積せき層そう型がたの魔法陣が広がったのだ。

　それはユリスたち能力者が力を発動させる際に現れるそれと、規き模ぼこそ違えどよく似ていた。

　そしてその魔法陣の内側が、ごっそりとえぐり取られたように消え失せる。

「衝突のエネルギーを術式に転化させておるようじゃのう。おそらくは範囲内の物質を丸ごと転移させたのじゃろうな」

「転移って……どこへ？」

「それは儂わしにもわからん。儂らはあちらの世界と呼んでおるがの」

　星露シンルーはそう言って、にやりと笑った。

「さて、これもぬしらは習っておるじゃろう？　通常の隕いん石せきであれば地表をえぐり、巻き上げられるはずの粉ふん塵じんがほとんど観測されておらんと。これがその理由じゃ」

　そう。規き模ぼから言えば《落星雨インベルテイア》は人類が絶滅してもおかしくないほどの大惨事だったはずなのだ。

「《落星雨》は自然災害などではない。何者かの手によって、意図的に引き起こされたものなのじゃ」

「まさかそんな……」

　仮にそんなことができる者がいたとしても、もはやそれは神としか言いようがない。

　だが。

「──ま、そんなことはどうでもよい。誰がなんのために成したことであれ、今の儂らには関係のない話じゃ」

　星露はあっさりそう言った。

「は……？」

　だったら、今までの話はなんだったのか。

「ようは、もし《落星雨》が何者かの手によって引き起こされたものだとすれば、それがあの一回だけであったとは限らぬということじゃよ」

「これからまた、《落星雨》みたいなことが起きるかもと？」

「それもある──が、儂が言いたいのはその逆じゃな」

　そこまで言われて、綾あや斗とも星露の言いたいことを察する。

「そうか……！」

　だとしたら、過去にも同じようなことが起こっていたかもしれないということだ。

「無論、《落星雨》の規模は未み曾ぞ有うのものじゃ。儂らも驚おどろいた。ただし万応素マナもマナダイトも、あの時初めてこの地球にもたらされたわけではない。もっと以前──遥はるかな昔から、今とは比較にならぬほど少ないながらも存在はしておった」

「……当然、《星脈世代ジエネステラ》も」

　綾斗がそう続けると、星露は大きくうなずいてみせる。

「かつては魔法使いや仙人などと呼ばれておったがのう」

「うーん……ちょっとスケールが大きすぎて、すんなりとは受け入れられないかなぁ」

　シルヴィアが困ったようにつぶやくと、星露はけらけらと笑う。

「それでよい。信じるも信じぬもぬしらの勝手じゃ。それに知ったからといって、なにが変わるというわけでもないしの」

「そうね。むしろ私としては、そんな千年も生きてるような人間が、なんの目的で学生なんかしてるのかってほうが気になるかも」

　最初こそ驚おどろいていたものの、シルヴィアはあくまで自然体だ。

　しかしそれを聞いた星露シンルーの目がすっと細まった。

「……儂わしの目的じゃと？」

　刹那、暴力的なまでの威い圧あつ感かんが吹き荒れる。

　ただそこにあるだけで肌を突き刺し、骨を砕き、臓ぞう腑ふを握にぎり潰してくるような圧倒的な力の塊かたまり。びりびりと空気が震え、本能的に身体が構えを取らせる。

（なるほど……これはリンドヴァル隊長の言葉に同感だな）

　かつて警備隊長ヘルガ・リンドヴァルをして『別種の存在』と言わしめた二人、オーフェリア・ランドルーフェンと范星露フアンシンルー。これで綾あや斗とはその両者と邂かい逅こうを果たしたわけだが、まさしくどちらも異次元の存在だった。

「決まっておろう。儂が望むものは、より強き者との闘たたかいじゃ」

　星露が愉悦の表情で語る。

「まったく、今の世は素晴らしい。有望な素養を持った若人が溢あふれておる。が、素養は引き出し、育てねば意味がない。故に儂がこうして指南を買って出ておるわけじゃ」

「自分で美お味いしく食べるため、家か畜ちくを大事に育ててるってわけ？」

　シルヴィアは汗を浮かべつつも、真っ向から星露と対たい峙じしていた。

　この威圧感の中、驚くべき胆力だ。

「ほほ、上う手まいことを言うのう、歌姫殿。つまみ食いはせぬ主義なのじゃが……あまり良い香りを放たれると我慢にも限界があるぞえ」

　星露の瞳に剣けん呑のんな光が宿る。

　──が。

「師父、飛行船の準じゆん備びが整いまし……って、なにをやってるんですか！」

　開け放たれていた広間の入り口から、驚いたような声が飛んできた。

　途と端たんに威圧感が嘘うそのように消え失せる。

「おお、虎峰フーフオン。良いところへ来てくれた。危うく辛抱が利かなくなるところじゃった」

「学園祭の最中に私闘なんて勘弁して下さい。もしそんなことになったら、いくら師父でもお咎とがめなしとはいきませんよ」

「わかっておるわかっておる──すまんな、歌姫殿。少し戯れがすぎたようじゃ」

「いいえ、本気じゃないってわかってたしね」

　言って、星露とシルヴィアは笑顔を交わす。

「それで師父、こちらの方々は……？」

　一見すると女の子と見み紛まがうような風ふう貌ぼうの少年が、困惑したような顔で綾あや斗とたちを見た。

（あれ……？　彼は確か界龍ジエロンの……）

「うむ。星せい導どう館かんとクインヴェールの序列一位じゃ。粗相のないようにな」

「はい……？」

　それを聞いた少年が、ぽかんとした表情を浮かべる。

　一応変へん装そうをしていたが、こうなってしまっては意味がない。

　目配せをして綾斗とシルヴィアが変装を解くと、少年はしばらく二人の顔を見比べていたが、やがてその顔に見る見る驚きよう愕がくの色が広がった。

「えええええええええええええっ!?　な、なななななんでシルヴィアさんがここに!?」

「おお、そうじゃ。天あま霧ぎり綾斗、ぬしも『グラン・コロッセオ』に出場するのじゃろう？　儂わしらも今から向かうところでな。どうせなら一緒に乗っていくがよい」

　そんな少年を無視して、有無を言わさず星露シンルーが綾斗の手を引っ張る。

「え？　ちょ、ちょっと……！」

「むー、綾斗くんはまだ私とデート中なんだから、勝手に決めないでもらえるかな」

　シルヴィアが頬ほおを膨らませて追いかけてきたが、まるで星露は聞く耳を持たない。

「ほれ、虎峰フーフオン。いつまで呆ほうけておる」

「──あっ！　は、はいっ！　すみません！」

　星露がそう呼びかけると、呆然と立ち尽くしていた少年もはっと我に返り、慌てて駆け寄ってくる。

「さあて、いよいよ本番じゃのう。良い素材が見つかるとよいのじゃが」

　綾斗の手を引いてずんずんと廊下を進みながら、星露はさも楽しそうにそう笑った。


第六章　グラン・コロッセロ

　飛行船はアスタリスクにおいては、比較的一般的な交通手段だ。落星工学の技術によって小型化されたそれは、ヘリポート程度の面積があれば十分に離着陸できる。

　とはいえ、それは主に観光客向けであって学生が利用することはあまりない。例外があるとすれば、生徒会役員などが中央区まで出る際、混こん雑ざつを嫌う場合などだろうか。

　まさに今がそうだった。

「あ、あの、申し遅れました……！　ボ、ボクは趙虎峰ジヤオフーフオン、界龍ジエロン第七学院生徒会で書記を担当しています！」

「《天てん苛か武む葬そう》の趙くんだよね？　もちろん知っているよ。確かコンサートにも来てくれたことがあったかな」

「えっ？　な、なんでそれを……？」

「いつもステージからできる限り来てくれた人の顔を見るようにしてるんだ。当然、全員を覚えられるわけじゃないけどね」

　シルヴィアがにっこりと微笑ほほえみかけると、少年──虎峰はぼっと顔を赤く染める。

「こ、光栄です！」

《天苛武葬》の趙虎峰と言えば、界龍第七学院の序列五位。四年前の《鳳凰星武祭フエニクス》では準優勝を果たしたほどの猛も者さ──のはずなのだが、少なくとも今はただの一ファンにしか見えない。

「すまんのう。あやつは歌姫殿にぞっこんでな」

　綾あや斗との正面に座る星露シンルーはそう言ってからからと笑う。

　船体に龍りゆうが描かれた界龍第七学院の飛行船は、小型ではあったが内部はかなりゆったりとしていた。といっても、その客室は十人も入れば満員だろう。室内は界龍の飛行船らしくオリエンタルな造りで、壁面には大きく窓が取られ、眼下にアスタリスクの町並みを見下ろすことができる。

「そういえば、えーと……」

「星露で良いぞ。ぬしらは門下ではないし、敬語も不要じゃ」

「じゃあ、星露。そのイベントって、もしかして星露も出場するのかい？」

「いんや。儂わしは今回運営側として参加しておるからのう。代わりにこの虎峰が出場することになっておる」

　その言葉に、舞いあがった様子の虎峰が一転して眉を顰ひそめる。

「ボクは嫌だって言ったのですけどね。師父が無む理り矢や理り……」

　虎峰は星露に比べてかなり真面目な性格のようだ。とすると、気苦労が絶えないのは容易に察せられる。

「でもまあ、《叢むら雲くも》の実力を間近で拝見できるせっかくの機会ですし、参加するからには有効活用させてもらいますよ」

　虎峰フーフオンはそう言うと、挑むような視線を綾あや斗とに向けてきた。

　武人特有の熱を感じさせる、廉直な目だ。

「他にも昨夜、緊きん急きゆう参さん戦せんが決定したビッグゲストもおるぞ」

「ビッグゲスト？」

「うむ、《聖騎士ペンドラゴン》殿じゃ」

「《聖騎士》って……まさかガラードワースの？」

　綾斗が驚おどろきの声を上げると、星露シンルーは満足そうにうなずいた。

「剣技だけを見れば、あやつを超える者は今の六りつ花かにはおらんじゃろうな。ま、おぬしのところの嬢ちゃんが同じ年齢になったらどうかはわからんが」

「へぇ、アーネストも出場するんだ……」

　と、それを聞いたシルヴィアがなにやら考え込む。

「──ねえ、星露。そのイベントって、まだ出場登録できる？」

「え……シルヴィ？」

「シ、シルヴィアさん!?」

　突然そんなことを言い出したシルヴィアに綾斗と虎峰が顔色を変えるが、それを押し留とどめるように星露がぐっと身を乗り出した。

「ほほう、やる気かえ歌姫殿？」

「得え難がたい機会なのは間違いないからね」

「よいよい、そうこなくてはな。なに、出場登録は締め切っておるが儂わしにまかせるがよい。無理にでもねじ込んでやろう。──ま、あのシルヴィア・リューネハイムが出場希望となれば、断る馬鹿はおらんじゃろうが」

　星露はそう言って意気揚々と携帯端たん末まつを取り出した。

　　　　　　　　＊

『さあー、会場にお集まりの皆々様！　年に一度の学園祭、存分にお楽しみいただけたでしょうか？　もう十分に楽しんだという方も、いやまだまだ足りないという方も、これを見ずに帰るのは一生物の大損失と断言いたしましょう！　お待たせいたしました！　いよいよグラン・コロッセオの開幕です！』

　シリウスドームに英えい士し郎ろうの声が響き渡り、それに呼応するように嵐のような大歓声がうねりを上げる。その盛り上がりたるや、《星武祭フエスタ》に勝るとも劣らないほどだ。

　ステージにはすでに出場選手が全員集められており、その数は凡およそ三十人程。

　綾あや斗とたちは会場に着くなり煌式武装ルークスを渡されてこのステージへ上げられたので、未いまだになにをするのか聞かされていない。それは他の出場者も同じようだ。

『三学園合同によるこのイベント、実況は私、星せい導どう館かん学園新聞部の夜や吹ぶき英えい士し郎ろうでお送りいたします。どうぞよろしく』

　解説席に目をやると、英士郎がまさにノリノリといった表情でマイクを握にぎっていた。

　それにしても、英士郎は本職でもないのに中々に達者な実況をするものだ。

「よぉ、天あま霧ぎり。相変わらずすっとぼけた面してやがんな。とても《鳳凰星武祭フエニクス》の優勝者には見えねーぜ？」

　すると背後から聞き覚えのある声が話し掛けてきた。

「久しぶり、イレーネ。そっちは相変わらず元気そうだね」

「ふんっ、そうでもねーよ。誰かさんのおかげで《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》が使えなくなっちまったからな。今じゃ序列も十八位だ」

　イレーネはそう言うが、《覇潰の血鎌》を失ってなおその位置にいられるのは身体的スペックの高さがあってこそだろう。実際に闘たたかってみてわかったが、我流であろうその体術は界龍ジエロンの序列上位者と比べてもほとんど遜色がなかった。

「そういや、昼間うちに来たんだってな。聞いたぜ、女連れだったらしいじゃねーか。意外と隅におけねーな」

　イレーネはそう言ってにやにやと笑う。

「あー、それは……」

　おそらくプリシラから聞いたのだろう。

　だが、一体なんと説明すればいいものか。

『今回このグラン・コロッセオにエントリーしている選手は、厳正な審査を潜くぐり抜けた各学園で序列入りしている猛も者さばかり！　せっかくですので、その中でも特に著名なゲスト出場者を紹介いたしましょう！　まずは皆様のご記憶にも新しい、《鳳凰星武祭》制せい覇は者にして星導館学園序列一位！　戦乱の世より伝わる古流剣術の使い手、《叢むら雲くも》の天霧綾斗ー！』

　すると突然スポットライトが綾斗に集中し、その眩まぶしさに思わず目を細める。

　同時に綾斗の名を呼ぶ歓声が一際高まり、熱気が肌を焼くかのようだ。

『さらに急きゆう遽きよ参戦が決定したガラードワースの《聖騎士ペンドラゴン》！　前回、前々回と《獅鷲星武祭グリプス》を二連覇している銀翼騎士団ライフローデス団長にして序列一位！　かの《聖剣》に見初められし騎士の中の騎士、アーネスト・フェアクロフ！』

　今度はスポットライトが綾斗の右へと移動し、ガラードワースの制服を着た美男子が軽く手を上げる。

　途と端たんに、つんざくような黄色い歓声が巻き起こった。

　どうやらアーネストは女性人気が高いらしい。

『そしてそしてー！　まさかまさかの緊きん急きゆう参さん戦せん！　稀き代たいの歌姫、世界最高のトップアイドル、クインヴェールの序列一位にして《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者！　その歌声は万物を魅了する、《戦律の魔女シグルドリーヴア》シルヴィア・リューネハイムー！』

　そしてスポットライトがその斜め左に移動すると、綾あや斗とやアーネストとは比較にならない、爆発するかの大歓声がシリウスドームを奮ふるわせた。

　もはや歓声というより絶叫に近い。

「うわ……すごいな」

「そりゃまあ、世界の歌姫様だからな。当然だろ」

　そう言うイレーネはあまりシルヴィアには興味がないらしい。

「あたしとしちゃあ、あっちの坊やのほうが気になるね」

　イレーネは壁際で準じゆん備び運動をしている虎峰フーフオンに目線をやっている。

「改めて徒手格闘ステゴロやるようになって思ったんだがよ。やっぱ界龍ジエロンの武術ってやつは理に適かなってるんだよな。星辰力プラーナの使い方っつーのか？　中でもあいつはそれが抜ばつ群ぐんにうめー」

「へぇ……ってことは、イレーネは趙虎峰ジヤオフーフオンが闘たたかっているところを見たことあるんだ」

　星辰力や万応素マナの動きは、映像だけでは中々把は握あくし辛い。

　綾斗も虎峰の試合映像は見たことがあるが、とにかく速さが図抜けている印象だ。

　速度だけなら、今まで綾斗が見てきた誰よりも速いかもしれない。

「まあな。──と、ようやくご説明かい」

　イレーネの言葉に注意を英えい士し郎ろうの声へと戻すと、確かにイベント内容についての説明が始まったところだった。

『──といったところで、いよいよグラン・コロッセオがどのようなイベントなのか説明いたしましょう！　なにしろ事前発表では参加型フィールドシミュレーションバトルとしか触れていませんでしたからね。出場選手の方々も、それはもう気になっていることと思います』

　そんな曖あい昧まいな情報しか出していないにもかかわらず、このシリウスドームが満員になっているのだから大したものだ。むしろ、ある程度秘密にしておいて好奇心を煽あおったのも効果的に働いているのかもしれない。

　もっともシリウスドームを使うようなイベントは、管理しているアスタリスク議会の審議を通さねばならない。十分な資金が必要なのはもちろん、イベントとしての展望が危ぶまれるような企画であればあっさりはねられてしまうはずだ。

　その点においては、学園祭の最終日にシリウスドームで行われるイベントというだけで、ある程度の出来は担保されているはずと見越した客も多いのだろう。

『まず、このグラン・コロッセオは三つのフェイズから構成されています。各フェイズのクリア条件を達成した選手は次のフェイズへ進むことができますが、未達成の場合はそこで失格となりますのでご注意ください』

「条件をクリア、か……ゲームみたいなものかな」

「そんな甘いもんじゃねーと思うがな。なにせここの主催者、《獅子派フエロヴイアス》の副会長だって話だぜ」

《獅子派》といえばあのカミラ・パレートが会長を務めている、アルルカントでも最大の派閥だ。

「《獅子派》は今カミラ・パレートの跡目争いの真まっ只ただ中なかだ。このイベントも大方、自分の研究実績をアピールしようって腹積もりが根っこにあるんだろうよ」

　確かにこの規き模ぼのイベントをただの娯楽として提供するだけというのは考え難にくい。

「ま、そんじゃ馴れ合いはここまでだ。せいぜいがんばるこったな」

　イレーネはそう言うと、手をひらひらと振りながら綾あや斗とから離れていった。

　と、ステージの頭上に巨大な空間スクリーンが展開され、今英えい士し郎ろうが説明している細かな条件が表示されていく。

『そしてここが大事な点ですが、グラン・コロッセオはバトルロイヤルではありません！　よって選手同士の戦せん闘とうは禁止です。意図的に他の選手を攻撃した場合、即座に失格になりますので注意してください。また、出場選手の武装は公平を期するため、運営が用意したノーマルな煌式武装ルークスを使用してもらいます』

「ああ、それでこれを渡されたのか」

　綾斗に渡されたのはブレード型の煌式武装だ。

　クリア条件とやらがどのようなものであれ、武器が必要な場面で《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使えるとなると、それは不公平だと言われても仕方がない。

『同様に、《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の方々は能力の使用を禁止します──と言っても、今回の参加者に該当する方は一人しかいませんが』

　その一人というのは、言うまでもなくシルヴィアのことだろう。

　運営は純じゆん粋すいに身体能力と技術だけで勝負して欲しいようだ。

（おそらく《魔女》や《魔術師》は『厳正な審査』とやらで予あらかじめ弾はじいてたのかな……）

　シルヴィアに関しては星露シンルーがねじ込んだというところもあるのだろうが、やはりそのネームバリューが上回ったといったところか。

『さあさあ前置きはこのくらいにしておきまして、早速第一フェイズを始めるといたしましょう！』

　英士郎の言葉と同時に照明が切り替わり、ステージの中央に天井から無数の煌きが降り注ぐ。

「あれは煌式遠隔誘導武装レクトルクス……？」

　光の刃を煌かせた剣型の端たん末まつと、大型の銃型端末がそれぞれ半々、空中でピタリと止まっている。その数は百を下らないだろう。

　使い手の姿が見えないところを見ると、何人がかりかはわからないが別の場所から操作しているのかもしれない。

『さあ、ご覧の通り今まさに話題の新しん型がた煌式武装ルークス！　出場者の方々にはこれらの攻撃を潜くぐり抜けながら条件をクリアしていただきます！』

　アルルカントと星せい導どう館かんが共同開発し、ユリスがそのモニターを務めた煌式遠隔誘導武装は、昨年度末正式に発表されたばかりだ。

　そのため今のところその使い手はアルルカントと星導館の生徒に限られているが、いずれは他の学園にも波及していくことだろう。

「……なるほど、第一フェイズはこれのデモンストレーションも兼ねてるってわけか」

　イレーネの言っていた通り、裏にはいろいろと思惑がありそうだ。

『クリアの条件は、制限時間内にターゲットの端末を破は壊かいすること。ターゲットの端末はマナダイトの色が通常の緑ではなく、赤色に変更してありますのでそれを狙ってください。ただし、その数は全部で二十。出場者の方々は三十一人ですから、最低でもここで十一人は脱落してしまうことになります』

　言われて確認すると、煌式遠隔誘導武装の中には確かに色の違う端末が混ざっている。

『なお、この第一フェイズでは《星武祭フエスタ》と違い、身体全体が判定対象になります。攻撃が当たった時点で、ダメージの有無にかかわらず失格となりますのでご注意ください』

　それはまた随ずい分ぶんとシビアな条件だ。

　一対一ならともかく、参加者が入り乱れての乱戦状態になるであろう環境で一切の被弾が許されないというのは、相当に主催者側が有利と言える。

『──出場者の皆様、準じゆん備びはよろしいでしょうか？　それでは第一フェイズ、スタートです！』

　その途と端たん、煌式遠隔誘導武装は出場者たちを取り囲むように散開した。

「はぁ……誰かの都合に利用されるっていうのも面白くないけど、とりあえずはがんばってみるか」

　綾あや斗とが封印を解除するのとほぼ同時に、三百六十度全ての方向から光こう弾だんが襲おそい掛かる。さらにその隙すき間まを縫うように剣型の端末が飛び交い、その幾つかは死角である頭上へ回り、急きゆう降こう下かしてくるものもあった。

　──が。

〝識〟の境地を使える綾斗にとっては、そんな攻撃をかわすのは造作もない。

　いくら数が多くても、所しよ詮せん武器というものは使い手の技量がものを言う。

　綾あや斗との見たところこの煌式遠隔誘導武装レクトルクスの使い手たちは、ユリスほどには習熟していないようだ。

　光こう弾だんを無造作に剣で弾はじきながらターゲットの端たん末まつを探すと、程なくそれを発見した。

　ターゲットの端末は攻撃に加わることはあまりせず、警戒するように外周を泳いでいたが、綾斗が狙いを定めたのに感づいたのかすぐさま奥のほうへと逃げるように飛んでいってしまう。

「よっと……！」

　しかし綾斗は襲おそい来る光弾の角度を見極きわめて受け流し、ターゲットへと軌き道どうを変えてみせた。それは寸分違わずターゲットへと命中し、空中でバランスを崩す。

　綾斗は弾幕を掻かい潜くぐりながら瞬時に間合いを詰めると、ターゲットの柄を一刀の下に斬り捨てた。

『こ、これは早い！　天あま霧ぎり選手、僅わずか開始一分で第一フェイズをクリアー！』

「ふぅ……」

　盛り上がる歓声を聞きながら、綾斗はステージの端へと下がる。

「──さすがだね、天霧君」

　すると、同じように乱戦から離れてきた青年──アーネストが綾斗へ声をかけてきた。

　どうやらアーネストも早々に第一フェイズをクリアしたらしい。

「はは、アスタリスク最高の剣士に褒めていただけるとは光栄です」

「僕はそんな大層なものじゃないよ──初めまして、と言っておこうか。一応《鳳凰星武祭フエニクス》の表彰式で顔は合わせているのだけど」

　綾斗は差し出された右手を握にぎる。

　まさか一日に二回も序列一位と握手をする日がこようとは。

「キミの流派は多対一を想定しているようだし、やはりこの手の状況は得意なのかな？」

「まあ、それなりには。ガラードワース流の剣術は一対一が基本ですよね」

「うん、戦場剣術ではなく決けつ闘とう剣術からの発展だからね」

　ガラードワースの生徒会長というのでもっと堅苦しい人物なのだろうと思っていたが、意外と気さくな雰ふん囲い気きだ。綾斗よりは少し年上で、二十歳くらいだろうか。

　ところがアーネストは綾斗の手を握ったまま、じっと顔を見つめてくる。

「えっと……なにか？」

「いや、失敬。実は以前からキミとは一度ゆっくり話してみたいと思っていたんだ。まあ、この状況でゆっくりもなにもないけれどね」

　アーネストはそう言って手を離すと、苦笑いを浮かべた。

「さっきも同じようなことを言われましたよ。……界龍ジエロンの生徒会長に」

「ははあ、公主のお眼鏡に適かなったとなるといよいよ本物だね」

「でもあの人はどうも底が知れなくて、ちょっと……」

　と、今度はそこへ不満そうな顔をしたシルヴィアがやってくる。

「うーん、これが煌式遠隔誘導武装レクトルクスか……期待してたほどじゃないかな」

　どうやら新しん型がた煌式武装ルークスはシルヴィアのお気に召さなかったようだ。

「おや、ミス・リューネハイム。やはりキミは天あま霧ぎり君と知り合いだったのかい？」

「まあね。でも、やはりって？」

「昨日、二人でうちに来ていただろう？」

「あらら……バレてたの？」

　その言葉に綾あや斗ととシルヴィアは顔を見合わせた。

　確かに昨日の午後はガラードワースを回ったが、特に何事もなく一番平和な学園だったといえる。まさか正体がバレていたとは思わなかった。

「うちには一人、目の良い子がいてね」

「あー、そっか。男装のあの子」

　心当たりがあるのか、シルヴィアがしまったという顔で額を押さえる。

「クインヴェールと星せい導どう館かんの序列一位が揃そろってやってきたと聞いたうちの副会長が、少しばかり心配してたんだ。でも、杞き憂ゆうだったようだね」

「そりゃあ、デートしてただけだもん。ね、綾斗くん」

「あはは……」

「ほぉ、それは羨ましい」

　しばらくそのまま三人で雑談めいたものを続けていると、唐とう突とつに大きなブザー音が鳴り響いた。

『第一フェイズ終了ー！』

　英えい士し郎ろうの声に視線をステージ中央へと戻せば、あれだけあった煌式遠隔誘導武装はごっそりと数を減らしている。

　同時に、思ったよりもここでリタイアした参加者も多そうだった。

　ただ、綾斗としてはそれよりも気がかりなことがある。

（第一フェイズで十五分くらいか……残り二つもあんまり時間がかかるようだと、ちょっとまずいかな）

　綾斗が遥はるかから施ほどこされた封印を解除し、全力を出せる時間は以前よりも大幅に長くなっている。とはいえ、それでも一時間を越える程度だ。イベントの最後まで持つかどうかは少し怪しい。

『──ということで、第一フェイズ突破者は十五人！　およそ半数が脱落してしまいました！　残念ながら失格となってしまった方々は、すみやかに退場してください』

　がっくりと肩を落としてステージを去る参加者に、ギャラリーから拍手が──あまり盛大とは言い難にくいものの──送られる。

　残った参加者には虎峰フーフオンやイレーネの顔もあり、その他の顔ぶれも中々に腕が立ちそうな者ばかりだ。

　一方で全員が序列入りだったということを考えると、シビアな条件だったとはいえそれを半数にまで減らした煌式遠隔誘導武装レクトルクスの有用性も一定の評価はできるだろう。

『さてさて、参加者の方々はお疲れのところ大変申し訳ありませんが、時間の都合もありまして早速第二フェイズへ進みたいと思います』

　英えい士し郎ろうの声を受けて、綾あや斗とたちとは反対の壁面にある入場ゲートから巨大な影が姿を現した。

「あれは……擬形体パペツト？」

　いかにも重厚で堅けん牢ろうな装そう甲こうに包まれたその巨体は、一見すると《鳳凰星武祭フエニクス》で闘たたかった自律式擬形体のアルディに似ている。ただしアルディよりも全体的なフォルムは太く無骨で、あまりスマートとは言い難い。

　それが次々とステージに入ってくる。

「いや、戦闘用外骨格パワードスーツじゃないかな？」

　綾斗のつぶやきをアーネストが訂正する。

　ということは、中に人が入って動かしているということか。

『さて、第二フェイズのクリア条件は先ほどとは逆。一定時間、この新型戦闘用外骨格パワードスーツの攻撃から逃げおおせればクリアとなります。無論、参加者の方から攻撃を仕掛けても構いません。ただし、第一フェイズと同じく戦闘用外骨格の攻撃がヒットした場合はその時点で失格となりますのでご注意を』

　英士郎は逆と言ったが、実質的にはやることはあまり変わらないと思っていいだろう。

「ふーん……全部で二十体ってところかな」

　シルヴィアの言う通り、戦闘用外骨格の数は第一フェイズを突破した参加者よりもやや多い。

「おそらく第一フェイズの突破人数よりも少なくならないように用意していたのだろうね」

「ありえますね」

　中々主催者も考えているようだ。

『それでは第二フェイズ、スタート！』

　その合図と共に、一体の戦闘用外骨格が先陣を切って突進してくる。

「へぇ……これは驚おどろいた」

　それを見たアーネストが感嘆の声を上げた。

　綾斗もその見た目からもっと鈍どん重じゆうそうな動きを想像していたのだが、それを遥はるかに超えるスピードだ。

　最も近くにいた参加者が狙われたようで、剣型の煌式武装ルークスを構えて応戦する。

　と、戦闘用外骨格パワードスーツの右腕から同じような光の刃が展開し、参加者の刃と激しくぶつかり合った──かに見えたが、戦闘用外骨格の一撃はなんとそのまま参加者の身体を跳ね飛ばした。膂りよ力りよくも相当なものらしい。

　さらに左腕から放たれた光こう弾だんが、倒れ込んだ参加者を追つい撃げきする。どちらも武装は腕に内蔵されているようだ。

『さあ、早速参加者が一名リタイアとなってしまいました！　果たしてこの第二フェイズ、一体何人が突破できるのか！』

「おおー、これは結構手て強ごわそうだね」

　シルヴィアも素直に感心しているが、そのうちにこちらにも数体の戦闘用外骨格が向かってきた。

　が、綾あや斗とが煌式武装を構えようとするのを、シルヴィアが一歩前に出て片手でそれを制する。

「ここはレディファーストってことで」

　言って、可愛かわいらしく片目をつむるシルヴィア。

　その右手には至ってノーマルな片手剣型の煌式武装が握にぎられている。

「使い慣れた武器じゃないからちょっとしっくりこないけど、なんとかなるでしょ」

　試合の時にシルヴィアが使っている武装は、銃剣一体型ソードフアイアタイプの煌式武装だ。かなり大型の武装なので、確かに勝手は違うだろう。

　それでもシルヴィアはまるで気負うことなく、軽い足取りで戦闘用外骨格の行く手を遮さえぎった。

　一瞬、戦闘用外骨格が戸惑ったように見えたのは、中に操縦者がいる証拠だ。

　しかしすぐに攻撃態たい勢せいへ移行し、その右手の刃を真一文字に薙なぎ払う。

　シルヴィアはその一撃をなんなくかわすと同時に、戦闘用外骨格の胴体へ斬撃を叩たたき込んでいた。

　──ところが。

「あらら……思ったよりも堅いかな」

　シルヴィアの攻撃は完かん璧ぺきに入ったはずなのに、戦闘用外骨格はその装そう甲こうの表面に微かすかな跡が残っただけで、まるでダメージを受けていない。

　今の攻撃でダメなら、この煌式武装で正面から彼らの装甲を貫くのは難しいだろう。

「……いや、向こうが煌式武装を用意してたってことは、むしろ最初からそういうつもりなのか」

　使ってみた感触ではそれほどこの煌式武装の威い力りよくが弱いとは思わないが、これがデモンストレーションを兼ねているとすれば一方的にやられてしまわないようなレベルに調整してあっても不思議はない。

「ふむ。興ざめな小細工だね」

　アーネストもそれに気が付いたのか、自分の煌式武装ルークスをつまらなそうに眺めている。

「まあ、そういうことならちょっと工夫しますか」

　一度間合いを取っていたシルヴィアはそう言うと、戦闘用外骨格パワードスーツが放つ光こう弾だんを躍るようにかわしながらその背後に回りこんだ。

　戦闘用外骨格も俊敏な反応で旋せん回かいし、それを向かえ討とうとするが──

「……残念。キミのリズムはちょっと単純すぎたね」

　それよりも速くシルヴィアの剣が華か麗れいに閃ひらめいたかと思うと、戦闘用外骨格の腕がだらりと下がり、倒れこむように膝を付く。

「──っ!?」

　戦闘用外骨格の中から驚きよう愕がくと困惑が漏れ伝わってくるが、おそらくなにをされたかもわかっていないのだろう。

　シルヴィアは戦闘用外骨格の稼動領りよう域いき──手足の関かん節せつを狙ったのだ。

　重装そう甲こうの相手と闘たたかう時のセオリーではあるものの、少なくともこの戦闘用外骨格はその対策を講じていた。稼動領域にはその動きを妨げずに守るため、随ずい時じ装甲が可変して防ぼう御ぎよするような仕組みになっている。

　だがシルヴィアは装甲が可変するその瞬しゆん間かんを狙い、斬撃を滑り込ませていた。

「さすがはミス・リューネハイム。能力もなしでそんな芸当をされると、こちらの立つ瀬がなくなってしまうな」

　アーネストはそう言って、自分の煌式武装を起動させる。

「それじゃ、次は年長者として僕に任せてもらおうか」

　アーネストの視線はこちらに向かってくる二体の戦闘用外骨格に向けられていた。

「あの、片方は俺が……」

　綾あや斗とがそう言いかけるが、アーネストは笑顔だけでそれを制する。

「……了解です」

　二度も出鼻を挫くじかれた以上、ここは大人しく見ているしかない。

　アーネストが進み出ると、二体の戦闘用外骨格は左右から挟みこむような位置取りを取る。これも多対一の定石だ。

　片やアーネストは剣を構えることもなくだらりと垂らし、攻撃する気配はまるでない。一見すると隙すきだらけに見えるが、その無防備さの中に刃が潜んでいるのを綾斗は感じ取っていた。

　そして、二体の戦闘用外骨格が動いたその刹那──爆発と共に二体の右腕が同時に吹き飛ぶ。

『お、おおーと！　これは一体なにがおこったのかー!?　フェアクロフ選手と対たい峙じしていた戦闘用外骨格パワードスーツの腕が、いきなり爆発しました！』

　英えい士し郎ろうが仰天したような声で叫ぶが、アーネストがなにをしたのか理解した綾あや斗とは、それ以上に驚おどろいていた。

「立つ瀬がないとか言っておいて、よくもまあ……」

　アーネストは戦闘用外骨格が内蔵された煌式武装ルークスを起動させた瞬しゆん間かん──まさに刃が形成される寸前を狙ってそこを切っ先で突いたのだ。

　それも、二体同時に。

　少しでもタイミングが早ければ装そう甲こうに阻まれてしまうだろうし、遅ければ刃とかち合ってしまう。おそらく綺き凛りんですら、同じ真ま似ねは不可能だろう。それほどの妙技だった。

「アスタリスク最高の剣士は伊達じゃないってことか……」

　なによりもおそろしいのは、シルヴィアもアーネストもまだまだ本気を出していないということだ。

　綾斗は呆あきれるのと同時に胸が高鳴るのを感じて身震いする。

　それは久しくない感覚で、綾斗は向かってくる戦闘用外骨格を見ながら剣を構えた。

　　　　　　　　＊

「ば、馬鹿な！　ありえん！　こんな、こんなことが……！」

　グラン・コロッセオ統とう括かつ運営本部長でもあるアルルカント・アカデミー《獅子派フエロヴイアス》副会長ナルシス・ペロワは、シリウスドームの特別観戦室でわなわなと身を震わせていた。

　眼下のステージではすでに第二フェイズが終了し、五人もの突破者が歓声に応えている。

　ナルシスの想定では、本来この第二フェイズに突破者はいない予定だった。

　そもそもこのグラン・コロッセオは、ナルシスが自身の《獅子派》内部における影えい響きよう力りよくを確保するために企画したものだ。

　新型煌式武装の開発で繋つながりができた星せい導どう館かんの落星工学研究会と共同で、あちらは煌式遠隔誘導武装レクトルクスの、こちらは戦闘用外骨格のデモンストレーションを行うためのイベントにすぎないはずだった。

　第一、元々はもっと小さな箱で行うはずだったのだ。

　それが──

「ほほっ、中々に見事な茶番であったのう。まあ、あんな不ぶ恰かつ好こうな玩具おもちやではあの程度が関の山じゃろうて」

　ナルシスは隣の椅子で無む邪じや気きに笑っている童女──星露シンルーを睨にらみつけた。

（そ、そうだ！　このガキが絡んできてから、話がおかしくなったんだ……！）

　星露シンルーがナルシスの下へ連絡を寄よ越こしてきたのが、半年ほど前。

　どこからイベントの話を知ったのか、自分も一口噛かみたいと申し出てきたのだ。

　ナルシスとしては当初あまり乗り気ではなかったが、必要資金の大半を受け持ってくれると聞いてすぐに考えを変えた。

　それに界龍ジエロンの持つ技術はアルルカントから見ても興味深い物が多い。有名な星せい仙せん術じゆつなどは、長年《超人派テノーリオ》が再現を試みて研究していたものの失敗している。あわよくば、その一端でも盗めればという思いもあった。

　だが星露は運営に加わるなり、イベントの規き模ぼを一気に大きくしてしまう。大々的に参加者を募り、学園祭最終日のシリウスドームを押さえ、いつの間にか賞金総額は当初の十倍に跳ね上がっていた。しかも自分はどうしても第三フェイズを担当するといって聞かず、ナルシスは渋々それを譲ることになった。

　またアルルカントは他校よりもメディア関係の団体が弱いため、そのあたりは星せい導どう館かんサイドに一任していたのだが、その伝つ手てで《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者までもがゲストエントリーに名を連ねる始末だ。

　しかもイベント前日にはアーネスト・フェアクロフ、当日にはシルヴィア・リューネハイムというビッグネームが参戦することになり、もはや完全にナルシスの手の余る事態になっていた。

　ただ、なにもかもが想定外だったにもかかわらず、それでもナルシスには勝算があった。

　天あま霧ぎり綾あや斗とであろうとアーネスト・フェアクロフであろうと、武器が通じなければどうしようもない。こちらが用意した煌式武装ルークスの出力は、たとえ流星闘技メテオアーツを用いたとしても戦闘用外骨格パワードスーツの装そう甲こうを貫けないよう調整してある。

《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》は最初から参加者に入れない予定だったのでシルヴィアの参戦には肝を冷やしたが、それとて能力の使用を禁じてしまえば問題ない。むしろハンデ付きであったとしても、序列一位を相手に完封できればそれこそ最高のデモンストレーションになる。そのはずだった。

　それなのに。

「しかし残念じゃったな、本部長殿。ご自じ慢まんの玩具おもちやは哀れ全滅じゃ」

「そんな……そんなはずはない！　俺の戦闘用外骨格は、エルネスタの人形なんかよりもずっと優れているはずなんだ……！」

　そうだ。人形に自我を持たせるなどという不ふ合ごう理り極きわまりない欠陥品よりも、全てのリソースを武装に回し、判断は人間に任せた戦闘用外骨格のほうが絶対に優れているはずなのだ。

《獅子派フエロヴイアス》が──カミラが《彫刻派ピグマリオン》と手を組んだのは間違いだった。それを証明してやれば、間違いなく次の会長の座は自分のものになるはずだったのに。

「数字しか見ておらぬおぬしにはわかるまいよ。じゃが、儂わしにとってはどうでもよいことじゃ。それほどまでに象牙の塔の居心地が良いならば、好きなだけそこに篭こもっておるがよいわ」

　星露シンルーはそう言って椅子から飛び降りると、すたすたと扉に向かって歩いていく。

「ど、どこへ……？」

「第三フェイズは儂の担当じゃからのう。やはりもっと近くで観戦せねばなるまいて」

　星露は楽しみを待ちきれない子どものように声を弾ませて扉を開く。

「ま、待ってくれ……！　俺にもう一度チャンスをくれないか？　戦闘用外骨格パワードスーツはまだ予備がある。第三フェイズを譲ってくれれば……」

　そこまで言いかけたところで、ナルシスの口がぴたりと止まる。

「……小僧、少しは考えてから物を申せ。儂になにを譲れと？」

「──っ」

　星露から放たれる威い圧あつ感かんにナルシスの身体は否いや応おうなく竦すくみあがり、指一本動かすことができなくなっていたのだ。心臓を鷲わしづかみにされたような恐怖で、声を発することはおろか呼吸すらもままならない。

　──が。

「我からしてみれば、おまえのしていることも茶番には変わらんがな」
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　ふいにそんな声が廊下から響き、見知らぬ女が部屋へと入ってきた。

　目深にローブを被ったその姿はいかにも怪しく、かろうじて声と体型で女性だとわかるくらいだ。この特別観戦室はいわゆるＶＩＰルームであり、警備を通さなければここまで入ってくることはできない。こんな怪しい人間を中の人間に連絡もせずに通すとは思えず、ナルシスの混乱に拍車をかけた。

「ふむ……おぬし、誰じゃ？」

　星露シンルーも心当たりがないのか、訝いぶかしげな顔で女を見上げている。

　すると女は小さくため息を吐いて、ローブを脱いだ。

　年の頃なら二十代半ば。彫りの深い中々の美人で、布を巻きつけたような簡かん素そな服装は引き締まった体のラインを際立たせている。

「むむ……やはり心当たりがないのう」

　星露は首を捻ひねりながらその顔をまじまじと見つめていたが、ふと視線をその胸元へ落とした途と端たんにぽんと手を打った。

「おお！　誰かと思えば、これはまた随分と可愛らしい身体になったものじゃな」

「それはこちらの台詞せりふだ」

　ナルシスには一体なんの会話をしているのかわからなかったが、星露の目線の先には女の格好とは不釣合いな程に大きなネックレスがかかっている。それもただのネックレスではない。その全体はいかにも機械的で、巨大な宝石を中央に配した意匠はまるで一つ目の化け物を象かたどっているかのようだ。

「それで、わざわざおぬしがこんなところまで何用かの？」

　星露は腕組みをしてそう問いかけるが、女はそれに答えることなくつかつかと部屋を横切り、ステージに面したガラス壁まで歩いていった。

「……珍しくおまえが表へ出てきたので、再度勧かん誘ゆうにきたまでだ」

「何度こられても返事は変わらんのじゃがのう」

「おまえの目的を考えれば、我々と手を組んだほうが手っ取り早いと思うがな。少なくとも、こんな面倒なことをするよりはずっとましだろう」

　女はステージを見下ろしながら、淡たん々たんとそう吐き捨てた。

　そろそろ下では第三フェイズが始まっている頃だろうか。

「おぬしの言い分もわからんではないが、最近は儂わしも素材を一から育て上げるのが楽しくなってきたところじゃ。それに──以前にも言った通り、儂は闘たたかいを好めど争いにはもう飽いた」

「……そうか。ならば仕方ない。ただし、覚えておけ。もしおまえが敵に回るというのなら、我々も容赦はしないぞ」

　女が無表情にそう言った途端、ネックレスの宝石が黒い輝きを放つ。

（いや、あれは宝石じゃない……？　あれは……）

「ほほう、それは脅しかえ？」

「警けい告こくだ。少なくとも、我はおまえに相応の敬けい意いを払っている」

　女がそう言うと、星露シンルーはくつくつと喉を鳴らした。

「くくっ、それはありがたい話じゃ」

「……」

　女はもう一度ため息を吐くと、再びローブをまとう。

　──ナルシスの不幸は二つ。

　一つはこの時、探求心を抑えきれずに女に声をかけてしまったこと。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……！」

　もう一つは、そのネックレスがなんなのかわかってしまったことだ。

　どちらもナルシスが研究者であったがゆえの悲劇だった。

「それは……そのネックレスの石はウルム＝マナダイトだろう？　じゃあ、もしかしてそれは……純星煌式武装オーガルクスなの、か……？」

　純星煌式武装はその名の通り、基本的に武器武装の類であるはずだった。装身具の形をした純星煌式武装など、見たことも聞いたこともない。

「一体、誰がそんなものを……」

　ナルシスが半ばつぶやくように言ったその言葉に、部屋を出て行きかけた女が足を止めた。

「やれやれ……好奇心は猫だけを殺すものではないと言うのに」

　星露が哀れみの目でナルシスを見る。

「──」

　女が振り向き、ネックレスのウルム＝マナダイトが再び黒い輝きを放ったかと思うと、ナルシスの意識はそこでぷつんと途切れた。


第七章　ラディスラフの末子

『さあ、いよいよこのグラン・コロッセオもクライマックスの第三フェイズ！　最後だけあってクリア条件は簡単至極、時間内に界龍ジエロン第七学院が誇るガーディアン二体を倒せば勝ちとなります！　なお、今回は前二つのフェイズと違って被弾判定はありませんので、いくら攻撃を受けても失格にはなりません！　ご安心ください！』

「……それって相当に遠慮のない攻撃がくるぞってことだよね」

「まあ、公主が噛かんでいるということは、ここからが本番だろうね」

　綾あや斗とのつぶやきに、アーネストが同意する。

　第三フェイズに残ったのは綾斗、アーネスト、シルヴィア、虎峰フーフオン、イレーネの五人。

　その中の一人、虎峰はなぜか苦虫を噛み潰したような顔で考え込んでいる。

「どうしたの、趙ジヤオくん？」

「いえ、すみません。ちょっと嫌な予感が……」

　シルヴィアに声を掛けられても、虎峰の表情は一向に晴れない。

『それでは界龍の守護者にご登場願いましょう！』

　英えい士し郎ろうがそう宣言すると、ステージの中央部分に大きな穴が開き、下から機械仕掛けでなにかがせり上がってくる。

「ああ……やっぱり白秦バイチンと黒胡ヘイフーだ……」

　それを見た虎峰は、呆あきれと嘆きが入り混じった声でそう言いながら顔を押さえた。

　現れたのは、白と黒の二体の巨人──と言っても、擬形体パペツトや戦闘用外骨格パワードスーツのようなメカニカルなものではなく、その外見はむしろ工芸品のような木彫りの像に近い。顔は簡かん素そな仮面を付けたようになっていて、目の部分にだけぽっかりと虚ろな穴が開いている。身体に対して腕が異様に太く長く、直立していても拳こぶしが地面につきそうだ。

　大きさは第二フェイズで闘たたかった戦闘用外骨格を一回りほど大きくしたくらいだろうか。白い巨人は両手に一本ずつ剣を、黒い巨人は両手で長大な矛を握にぎり、全身に不思議な文様がくまなく描かれている。

「おい坊や、知ってるなら教えろよ。ありゃなんだ？」

「坊やって……まあいいですけど」

　イレーネの物言いに虎峰は眉を顰ひそめたが、すぐに気を取り直したのか巨人を指差して話し始めた。

「あっちの白いほうが白秦で黒いほうが黒胡──どちらも初代の《万ばん有ゆう天てん羅ら》が残していった界龍の仙具です。で、あいつらはいわば黄おう辰しん殿でんの番人みたいなものですね」

「仙具？」

「歴代の《万ばん有ゆう天てん羅ら》は火工術にも優れ、様々な武器兵装を作り出しています。それらの通称が仙具……なんですけど、本来は界龍ジエロンの外に持ち出してはいけないことになっているんですよ」

　虎峰フーフオンが頭を抱えていたのはそういう理由らしい。

「んなこたぁどうでもいーんだよ。それより、あいつらはつえーのか？」

「──弱かったら番人にならないでしょう？」

　虎峰がそう答えるのと、会場に英えい士し郎ろうの声が響くのはほぼ同時だった。

『それでは、第三フェイズスタートです！』

　が、開始の宣言がされても、白秦バイチンと黒胡ヘイフーはどっしりと構えたまま動かない。

　綾あや斗ともブレード型の煌式武装ルークスを正眼に取り、呼吸と間合いを計ろうと探るが、なんとも不可思議な感じだった。

　機械でも生き物でもない、かといってリーゼルタニアで闘たたかったギュスターヴ・マルローの魔獣とも違う、今まで対たい峙じしたことのない未知のなにか。

「ちっ、埒らちがあかねーな」

　と、業を煮やしたイレーネが拳こぶしをかち合わせ、一歩踏み出そうとしたその瞬しゆん間かん──

「なっ!?」

　風のような動きで間合いを詰めてきた黒胡が、その矛でイレーネを薙なぎ払っていた。

　イレーネはとっさに身を屈めてその一撃をかわしたものの、黒胡はそのまま矛をくるりと回転させ、その石突をイレーネの腹部へ叩たたき込む。

「かはっ……！」

　勢い良く吹き飛ばされたイレーネは背中から防ぼう御ぎよ障壁に激突し、ずるずると崩れ落ちた。

「イレーネ！」

「く、そがぁ……！　油断しちまったぜ……！」

　慌てて声をかけると、イレーネは口の端から血を流しながらもふらふらと立ち上がる。

　なんとか無事だったようだが、すぐに闘いに戻るのは無理だろう。

　たった一撃でイレーネを戦せん闘とう不能に追い込んだその攻撃力や、瞬時に間合いを詰めたそのスピードも脅威だが、なにより驚おどろいたのはまるで気配がないことだ。

「あの速度でまったく気配がないっていうのは洒落しやれにならないぞ……」

　綾斗がほんの僅わずかイレーネに注意を向けたその隙すきに、背後に回りこんだ白秦の刃が綾斗目掛けて振り下ろされていた。

「うわっと……！」

　それを光の刃で受け流し、相手の脇をくぐるようにして走り抜ける。

　その際すり抜け様に胴を薙いだのだが、木製のように見えてその堅けん牢ろうさは並々ならぬものがあり、まるでダメージを与えられなかった。

　白秦バイチンはぐるりと顔をこちらに向け、再び両手の剣を構えようとしたが。

「破っ！」

　こちらに向き直ろうとしたそのタイミングで、横合いから虎峰フーフオンの蹴りがその脇腹をえぐった。

　白秦の巨体が吹き飛び、虎峰はさらに追つい撃げきを仕掛ける。

　瞬く間に白秦の懐へ飛び込むとその腹部に連続で拳こぶしを打ち込み、最後に回し蹴りを放って距離を取る。

　その疾さは驚異的だった。綾あや斗との目でさえギリギリ捉えられるかどうかという領りよう域いきだ。常人にはもはや瞬しゆん間かん移動としか映らないだろう。

（星辰力プラーナを加速に使っているのか……！）

　綾斗は虎峰の星辰力が、常に脚部で練り込まれていることに気が付いた。

　星辰力は防ぼう御ぎよ力や無手での攻撃力を高めることができるが、同じように瞬発力を強化すれば理論上今のような高速移動も可能となる。

　ただし前者二つに対して、後者は比較にならないほど難易度が高い。少しでも加減を間違えれば、容易たやすく身体のコントロールを失ってしまうからだ。とにかくがむしゃらに高くジャンプするだけというのならばともかく、正確な動きが求められる戦せん闘とうで使用するとなると途方もない錬度が必要だった。

「おおー、やっぱり趙ジヤオくんは速い速い」

　黒胡ヘイフーの攻撃をかわしていたシルヴィアが、大きくバックジャンプをして綾斗のそばへ着地する。

「針の穴を通すような星辰力のコントロール技術があってこその離れ業だなあ」

　綾斗は素直に感心していた。

　それは綾斗の最も苦手とする分野でもある。

「あの加速は攻撃力にも転化されるし、おっかないよね」

「……それでもあんまりダメージが入ってる感じがしないけどね」

　虎峰は速度と手数で白秦を圧倒しているが、打ち倒すほどのダメージには至っていない。

　シルヴィアの言うとおり、虎峰の一撃一撃はかなりの破は壊かい力があるはずなのだが、一体どのような素材で造られているのか皆目見当もつかなかった。

「ふふっ、これは私も本気を出さないとまずいかも……って言っても、歌えないのはちょっとしんどいなあ」

　能力が使えないというのは本来《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》にとってはかなり致命的だ。

　それでもこの面子でシルヴィアがまるで見劣りしないのは、その実力が能力に頼ったものではなく、確かな戦闘技術と身体スペックに支えられている証拠だった。

「でもまあ、ないものねだりをしてもしょうがないか。今あるものでどうにしかしないとね」

　シルヴィアがそう言うと、その手に持った剣の光刃が一気に膨れ上がる。

「初めて使う煌式武装ルークスで、いきなり流星闘技メテオアーツか……さすがだね」

「序列一位の看板背負ってるなら、これくらいはできないと」

　シルヴィアは軽く言ってくれるが、少なくとも綾あや斗とには無理だ。

「さってと、それじゃ綾斗くんも手伝ってもらえるかな？」

「仰せのままに」

　シルヴィアは返事の代わりに片目をつむると、一人で黒胡ヘイフーの相手をしていたアーネストと入れ替わるようにして黒胡の矛を受け止める。

「おや、加勢に来てくれるとはありがたいね」

　穏やかにそう言うアーネストはあまり本気を出していないのか、あくまで防ぼう御ぎよに徹していたようだ。汗一つかいていない。

「《聖騎士ペンドラゴン》様は様子見？　やる気がないなら帰ってもいいのに」

「そういうわけにもいかない。女性に任せて自分だけ高みの見物となれば《白濾の魔剣レイ＝グラムス》に見放されてしまう」

　アーネストは困ったようにそう言いながら剣を構えようとしたが、アーネストが斬りかかるよりも一歩早く綾斗がその横を駆け抜ける。

「おや」

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう組討術──〝武む姿し崩くずし〟」

　綾斗は滑り込むようにして黒胡の懐に潜り込むと、シルヴィアと刃を合わせている矛の柄を拳こぶしで跳ね上げてバランスを崩し、更に軸足に全力の回し蹴りを見舞う。

　たとえどれだけの巨体であろうとも、力の流れを狂わせてしまえば倒すのは容易たやすい。

　ぐらりと揺らぎ、黒胡が前のめりになったところにシルヴィアの剣閃が舞い躍った。

「って、本当に堅いな、もう！」

　シルヴィアがぼやくのを聞きながら綾斗も即座に背後に回り込んで真一文字に刃を振るうが、やはり手ごたえはいまいちだ。

「──では、これならどうかな？」

　その声にはっと視線を上げると、高く飛んだアーネストがその剣を黒胡の仮面に根元まで突き立てたところだった。

　よく見ればその刃はシルヴィアのそれと同様に輝きを増している──つまり流星闘技だ。

　どうやらシルヴィアが言っていたことはあながち冗じよう談だんでもないらしい。

『これは豪華絢爛！　なんと三学園の序列一位による連れん携けい攻撃が炸裂です！』

「こら、いいとこ取りはずるいぞ」

　一度距離を取ったシルヴィアがそう非ひ難なんすると、同じように黒胡の間合いから離れたアーネストが真顔のまま首を小さく振る。
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「……いや、そう上う手まくはいかないみたいだ」

「え……？」

『だが！　だがしかし！　それでもまだガーディアンは止まりません！　なんという頑丈さでしょうか！』

　のそりと身体を起こした黒胡ヘイフーは、何事もなかったかのように再び矛を構えた。

「一応、弱点かと思って目の部分を狙ったのだけれどね。どういう仕組みになっているのか、吸い込まれるようでまるで手ごたえがなかった」

「……それはまた」

　綾あや斗ととしても、なんと言っていいかわからない。

「うーん、だとしたらさっきみたいに稼動領りよう域いきを狙うっていうのも通じなさそうだし、あとは……」

　が、その時。

「──っ！」

　シルヴィアが紡ぎかけていた言葉を、突然途切れさせる。

「シルヴィ？」

「……」

　どうしたのかと思って声を掛けても、反応がない。

　そのシルヴィアは、綾あや斗とが今までに見たことのない表情をしていた。アメジストを思わせる瞳を大きく見開き、わなわなと唇を震わせている。まるで信じられないものを見たとでもいうかのような驚きよう愕がくと困惑──それが少しずつ抑えきれない歓喜に塗り替えられていく。

　その視線を追うと、観客席の最上部へと向けられているようだ。

（あのあたりは確か、特別観戦室……？）

「──ごめん綾斗くん、私ここでリタイアってことで！　あ、良かったらこれ使って！」

　するとシルヴィアは取り繕ったような笑みを浮かべ、綾斗に自分の使っていた煌式武装ルークスを手渡すと、そのまま入場ゲートへ向かって走り出した。

「え？　ちょ、ちょっとシルヴィア？」

　いきなりそんなことを言われても、綾斗も困惑するしかない。

『え？　あれ？　こ、これはどうしたことでしょう？　シルヴィア・リューネハイム、まさかの途中棄権かー？』

　戸惑ったような英えい士し郎ろうの声が響き、会場からもどよめきが起こる。しかしシルヴィアはまるで気にも留めていないのか、そのままゲートの向こうに姿を消してしまった。

「一体何が……？」

　綾斗はもう一度シルヴィアが見ていた先に目を凝らす。

　北側の特別観戦室──そのガラス壁のすぐ向こうでは、女性らしき人影がこちらを見下ろしているようだ。

「っ！」

　その姿を捉えた途と端たん、綾斗の背中に悪お寒かんが走る。

　人影はすぐに奥へと消えてしまったが、綾斗を身震いさせるにはそれで十分だった。

（今のは一体……？）

　恐怖ではない。

　それはもっと根本的な、相容れない存在に対する忌避からくるものだ。

　あえて過去の経験から近い感覚を探すのであれば──

（イレーネを飲み込んだ《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》と対たい峙じした、あの時だ）

　その悪意に満ちた哄笑が脳裏を過ぎる。

　嫌な予感が止まらない。

　もし、シルヴィアがあの人影に会いに行ったのだとしたら──。

「まずい……！　フェアクロフさん、すみません！　俺もここで棄権します！」

「ええっ？　どうしたっていうんだい、急に」

　アーネストが驚おどろいたような声を上げるが、すでに綾斗は駆け出していた。

　が、入場ゲートまであと少しといったところで、その行く手を阻むかのように白秦バイチンの巨体が吹き飛んでくる。

「あはははは！　見たか！　なめてんじゃねーぞ、クソがぁ！」

　見ればいつの間にか戦せん闘とうに復帰していたイレーネが、肩で息をしつつも凶暴な笑みを浮かべていた。どれだけの星辰力プラーナを込めて殴ったのか、白秦の鳩尾あたりはイレーネの拳こぶしの跡が残っている。

　その隣では虎峰フーフオンもさすがに唖然としていた。

　ただ、それでもなお白秦はまるでダメージを受けている様子がない。

　白秦はむくりと身体を起こすと、今度はその虚ろな瞳を綾あや斗とへ向けた。

　どうやらターゲットを綾斗へ変えたらしい。

「……悪いけどちょっと急いでるんだ。通してもらえないかな」

　一応そう言ってはみたが、無論白秦がそれを聞き届けてくれるはずもない。

　綾斗は短くため息を吐いて腰を落とすと、ブレード型の煌式武装ルークスを右手、シルヴィアから受け取った片手剣型の煌式武装を左手に構えを取る。

　白秦はじっと綾斗の動向を窺っていたが、綾斗がじりじりと間合いを削っていくと、突如として右手の剣を振り下ろしてきた。

　その一撃を受け流し、続く左手の突きは身体を捻ひねって最小限の動きでかわす。

　そのまま綾斗は白秦の懐に滑り込み──

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう二刀術中伝──〝奈な落ら蜘く蛛も〟！」

　右袈裟、左薙なぎ、身体を回転させ右突き、左袈裟、右薙ぎ、再び身体を回転させ左突き、大きく踏み込んでの右突き──計七連撃を全て寸分違わず同一箇所、イレーネの拳の跡に叩たたき込む。

「──」

　今度はしっかりとした手ごたえがあった。

　最後の突きは胴を貫通し、刃を引き抜くと同時に白秦は力なく仰向けに倒れ込む。

『おーっと、ついにガーディアンの一体が天霧選手によって倒されまし……って、あ、あれ？　なんとなんと、今度はその天霧選手までもがステージを出て行ってしまいました！　一体なにが起こっているのでしょうか、私にもさっぱりわかりません！』

　半ばやけになったような英えい士し郎ろうが響く中、綾斗は急いでシルヴィアの後を追った。

「まったく、惚れ惚れしてしまうね」

　残されたアーネストは黒胡ヘイフーの攻撃を一人で引き受けながら、白秦バイチンを沈めた綾あや斗との剣技に感服していた。

　剣才だけで言えば、綾斗と同じ星せい導どう館かんの刀とう藤どう綺き凛りんのほうが上だろう。

　また近接戦せん闘とうという範囲で言えば、界龍ジエロンの《覇は軍ぐん星せい君くん》が──星露シンルーを抜きにすればの話であるが──おそらく最強だ。

　しかし、天あま霧ぎり綾斗の剣にはその二人にはない輝きがある。それは内なる鬼気を理念と意思で制せい御ぎよした者のみが持つ光輝だ。

　黒胡の攻撃をいなしていたアーネストは、顔が綻ほころぶのを止められなかった。

「──さて、皆が手の内を晒してくれたのに、僕だけのらりくらりしているというのも不公平かな」

　言って、アーネストは黒胡の振り下ろしてきた矛を片手で軽々と受け止める。

　黒胡が力を込めるのがわかるが、アーネストの腕はびくともしない。

「ここのところ《白濾の魔剣レイ＝グラムス》に頼りすぎて腕が鈍っていたところもある。少し昔を思い出すのも悪くないか」

　アーネストはそのまま矛を撥ね上げると、俯いたまま薄く笑った。

　　　　　　　　＊

　間違いない。

　決して見間違いではない。

　──あれは彼女だ。

　シルヴィアはシリウスドームの廊下を走っていた。

　特別観戦室に続く廊下には一般の観客は立ち入ることができないため、シルヴィアに声を掛ける者は誰もいない。

　そこへ通じる最後の角を曲がると、その通路の先に人影が見えた。

「ウルスラ！」

　シルヴィアがその名前を呼ぶ。

　だが、その人影は足を止めることなく通路を進んでいく。

「待って！　ウルスラ！」

　近くに駆け寄り、もう一度。

　するとようやくその人影は足を止め、ゆっくりと振り返った。

　顔は目深くかぶったローブに半分ほど覆おおわれているが、それだけでも十分だ。

　忘れようはずがない。

「やっぱり、ウルスラだ……」

　シルヴィアは溢あふれ出そうになるものを抑えつつ、笑顔を作る。

　──だが。

「誰だ、おまえは？」

「え……？」

　その言葉に、笑顔が凍りついた。

「ウル、スラ……？」

　その声も、顔立ちも、間違いなくシルヴィアの知っている彼女のものだ。

　しかし、そこでシルヴィアも気が付いた。

　同じではあるが、違う。なにかが決定的に違っている。

「そうか……おまえ、この身体の関係者か」

　ぞっとするようなその物言いに、シルヴィアの身体が半ば無意識に距離を取る。

「あなた……誰？」

「名乗る必要はない」

　突如として風が舞い起こり、ローブの内側から黒い光が膨れ上がった。

　ローブがまくれ上がり、その下の顔が露になる。

　それはまさしくウルスラ・スヴェントのものだったが、その瞳は空虚でなにも映していない。その代わりに首から下げたネックレスの意匠が、シルヴィアを睨にらむように黒い輝きを増す。

「な、なに……!?」

　その途と端たん、猛烈な頭痛がシルヴィアを襲おそった。

　気を失いそうなほどの強い痛みに、立っていることもできず膝をつく。

　おぞましいなにかが頭の中に入ってきて、好き勝手に探し回っているのがわかった。

「……おまえの記憶を消させてもらう」

（まさか……！　精神操作系の能力……!?）

「下手に抵抗すると壊れるぞ。私としてはそれでも構わないが」

「う、あああ……っ！」

　精神操作系の能力は、通常《星脈世代ジエネステラ》にはほとんど効果を及ぼすことができないはずだ。しかもシルヴィアの知るウルスラは《魔女ストレガ》ではなかった。

（だったら、この力は一体──？）

「くっ……！」

　シルヴィアは力を振り絞ると、背後に跳んでその黒い輝きから逃れる。

　たったそれだけで、かなり身体が楽になった。

　どうやらあの力の有効範囲はかなり短いようだ。

「しぶといな。余程星辰力プラーナが豊富とみえる」

「……もう一度聞くよ。あなたは誰なの？」

　シルヴィアが睨にらみ付けても、相手は意に介した様子もない。

「聞いてどうする？」

「それは……」

「おまえの望む答えが返ってこないことはもうわかっているのだろう？　なのにわざわざ訊たずねるのか」

　淡たん々たんとしたその言葉に、シルヴィアはぐっと拳こぶしを握にぎり締めた。

「まあいい。人間とはそういうものなのだと我も学んだ。くだらんとは思うがな」

　そう言って、ゆっくりと間合いを詰めてくる。

　シルヴィアはじりじりと後ずさりしつつ、腰から煌式武装ルークスを取り出そうとして──一瞬躊躇した。

　もしウルスラを傷つけることになったら。

　その思いが、シルヴィアの判断を僅わずかに鈍らせる。

「甘いな」

「……っ！」

　次の瞬しゆん間かん、再び黒い輝きがシルヴィアを襲おそっていた。

「ああああああああ！」

「今度は逃さん」

　先ほどとは比べ物にならないほどの苦痛が頭の中を駆け巡る。

　もはや思し考こうをめぐらすことさえできない。

「──これか」

　なにかがシルヴィアにとって大切なものを探り当てたのがわかる。

　このままではそれを奪うばわれてしまう。

　ダメだ。それだけは絶対に。

　誰か。誰でもいい。

「助け、て……！」

　その瞳から涙が溢あふれ、零れ落ちるその寸前──

「シルヴィ！」

　シルヴィアの名前を呼ぶ声が聞こえたかと思うと、黒い光が一瞬で斬り払われた。

「──っ、我の力を断ち切っただと……？」

　初めてその声に動揺が走る。

　一方でシルヴィアは激痛から解放され、大切なものを守りきれた安堵からか一気に身体の力が抜けてしまった。

　意識が遠のき、ふらりと倒れこみそうになったところを優しく抱きとめられる。

「大丈夫、シルヴィ？」

「え……？」

　瞳を開くと、すぐ眼前に心配そうに覗のぞき込んでくる綾あや斗との顔があった。

　どくんと胸が大きく脈打つのが自分でもわかる。

「う、うん……ありがと、綾斗くん……」

　なぜだかその顔を真っ直ぐ見ることができず、シルヴィアは視線を逸そらした。

「で、これは一体どんな状況なのかな？」

　綾斗はシルヴィアを守るように抱えながらも、片手で用心深く《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えたままだ。

「なるほど、《黒炉の魔剣》か。だが──」

　その言葉と共に、再び黒い光が放たれる。

　シルヴィアは思わず身を硬かたくしたが、先ほどのような苦痛は襲おそってこなかった。

　その代わり。

「な……っ！」

　黒い光は綾斗が持つ《黒炉の魔剣》のウルム＝マナダイトに絡みつき、その赤い輝きを飲み込んでいく。その様はまるで黒い光が赤い光を食らっているかのようだ。

　赤い輝きが弱まるにつれ純白の刀身は輪郭がおぼろげになっていき、やがて形を維持できなくなったのか溶けるように四散してしまった。

（精神干渉をした……？　純星煌式武装相手に？）

「さすがに音に聞こえし純星煌式武装オーガルクスだ。中々にしぶとかったが、これでしばらくは目覚めまい」

　綾斗は呆あつ気けに取られたような顔で柄だけになった《黒炉の魔剣》を見ていたが、すぐに切り替えてそれを発動体へと戻した。

「……どこの誰かは知らないけど、本当に規格外の人たちに縁がある日だなあ」

　そしてわずかに汗を滲にじませながらも、そう軽口を叩たたいてブレード型の煌式武装ルークスを起動させた。

「ほう、引かぬか。大した闘志だ。《黒炉の魔剣》が入れ込むのもわからんでもない」

　三度、黒い光が輝きを増す。

　綾斗はそれでも怯ひるむことなく相手の隙すきをうかがっているようだったが──

「まったく綾斗のやつめ……いきなりステージを飛び出すとはなにがあったというのだ」

「……その前に出て行ったあのアイドルも気になる。すこぶる嫌な予感」

「あ、あの、でも、なんだかすごく真剣そうでしたし、なにかあったんじゃ……」

　背後の通路から複数人、こちらのほうへ向かってくる気配が感じられた。

「……ちっ」

　すると黒い光が瞬時に膨れ上がり、今度は一帯が闇に覆おおわれる。

「なっ……!?」

　一切の光が及ばない闇はシルヴィアたちの視界を完全に奪うばい、気配さえも感じ取ることができない。

「警けい告こくしておくぞ、娘。二度と我に関わろうと思うな」

「──っ」

　その闇の中から響く声に、シルヴィアは強く唇を噛かむ。

　やがて闇は霞むようにして少しずつ薄れていったが、視界がきくようになった時にはローブ姿はどこにも見当たらなかった。

「……逃げた、のかな？」

「……そうみたいだね」

「そうか──良かった」

　綾あや斗とはそう言うと、シルヴィアを抱えたまま背中を壁に預けてへたり込んだ。

「はは……実はもう、かなり限界だったんだ」

　同時に綾斗の周囲で莫大な万応素マナが蠢うごめき、複数の魔法陣が同時に出現する。

「これって、もしかして例の封印……？」

　シルヴィアは《鳳凰星武祭フエニクス》最中に話題になった綾斗に関する噂うわさを思い出した。

　曰く、天あま霧ぎり綾斗には一定時間しか全力を出すことができない封印が施ほどこされている。

　ただし界龍ジエロンの選手がそこを狙ったものの失敗したことから、すでにその弱点は克服されたものだと言われていたが……。

「ま、まあね……！　試合ならともかく、さすがにこういうイベントとなると……ぐううううっ！」

　魔法陣から出現した光の鎖が綾斗を縛り上げると、一際辛そうな苦悶の声が漏れる。

「だ、大丈夫、綾斗くん？」

「あ、ああ、うん……大丈夫。これでも前よりはだいぶ軽くなってるから……」

　綾斗は気丈に笑ってみせるが、それでも全身が汗でびっしょりだ。

「今の万応素の反応はまさか……!?」

「──あ、綾斗先輩！」

　やがて背後からバタバタと駆けつける音を聞きながら、シルヴィアは今度こそ本当に安堵の息を吐いた。

　　　　　　　　＊

　その飛行船は船体から気き嚢のう、プロペラに至るまで全てが黒く塗られていた。

　年に数回、それも月の出ていない夜にだけ飛ぶそれは、登記上とある富豪がオーナーとされていたが、実質的な所有者はレヴォルフの生徒会長ディルク・エーベルヴァインだ。

　すでに時刻は深夜を回っており、夜景を楽しむような観光客用の飛行船はすでに営業を終了している。

「──で、久々に顔を合わせてみりゃあ、またトラブルの報告か？」

　その船室でソファにもたれかかっていたディルクは、そう吐き捨てた。

「てめぇが勝手に自滅すんのは勝手だがな、巻き込まれるこっちはたまったものじゃねぇんだよ。わかってんのか、ヴァルダ」

　円卓を挟んでディルクの正面に座った女──ヴァルダは、その言葉に首を振る。

「我の落ち度ではない。この身体を提供したのはマディアスだ。文句があるならマディアスに言え」

　するとヴァルダの右に座っていたマディアス・メサが大げさに肩を竦すくめた。

「事前の調べでは彼女は天涯孤独の身でね。アスタリスクに来てからも、特に親しくしている友人はいなかった。だからもし可能性があるとすれば、彼女がアスタリスクに来る以前になにかしらの関係があったのじゃないかな」

「それがよりにもよって、世界の歌姫様だったってわけか？　はっ、ふざけた話だ」

　ディルクはすでに空になったグラスを呷り、苛いら立だちをぶつけるように氷を噛かみ砕く。

「第一、てめぇもシルヴィアの顔くらいは知っておけよ。どんだけ世間知らずなんだ」

「興味がないのでな。それに人間の個体は判別しづらい」

　完全に他人事なその物言いに、ディルクの苛立ちが更に募った。

　そういう存在なのだとわかっていても、ディルクはやはりヴァルダが気に入らない。

　もっとも、ディルクが気に入っているものなどこの世に存在しないのだが。

「まあまあ、幸いにもそれほど大おお事ごとにはならなそうだし、よかったじゃないか。彼女がヴァルダに辿り着く糸口はない。放っておいても問題ないだろう」

「我は別段この身体にこだわりがあるわけではないが？」

「……勘弁してくれたまえ。君と高い適合率を出せる人間は貴重なんだ。そう簡単に調達できるものじゃない」

　マディアスは本当に困ったように言った。

「記憶を辿ったりはできねぇのか？」

「できなくもないが、この身体の意識と接せつ触しよくせねばならない。その場合、下手をすると目覚めさせてしまう可能性がある。できればそのリスクは避けたい」

「ふん、不便なもんだ」

　するとそこでこの話は打ち切りとばかりに、マディアスが手を打ち鳴らす。

「さあ、それより久しぶりに金きん枝し篇へん同盟のメンバーが全員揃そろったんだ。もう少し有意義な話をしようじゃないか」

「……それはいいんだがよ。何度でも言うが、そのクソダセェ名前はやめろ。吐き気がする。第一、オレたちはあくまで計画のために力を貸し合ってるだけの関係だ。同盟なんてご大層なもんじゃねぇだろうが」

「相変わらず君は連れないな。私は意外とこのネーミングを気に入っているのだけれどね」

「──それで、計画の進捗は？」

　ディルクとマディアスの会話を無視して、ヴァルダが単刀直入に聞いてきた。

「今のところ比較的順調と言えるかな。少なくとも各所の根回しはかなり進んでいるよ」

「相変わらず人手不足だけはどうにもなんねぇがな」

「だからこそ、我は范星露フアンシンルーを引き入れに行ったのだが？」

　ヴァルダのその言葉に、ディルクは不快感に満ちたため息を吐く。

「なんだ、またその話を蒸し返してぇのか？　そのせいでてめぇの正体がバレそうになったんだろうが」

「論点はそこではなく人手不足の件だ。范星露は極きわめて貴重な人材であり、相応のリスクを犯す価値がある」

「まあ、実際にあのご老体がこちらに付いてくれれば頼もしいのは間違いないがね。正直私にはあれを制せい御ぎよする自信はないよ。敵対しないと言うのなら、それだけで重畳だ」

「同感だな。下手に取り込んだところで、どうせ引っ掻かき回されるだけだ。蛇が出てくるとわかってる藪をわざわざ突く馬鹿はいねぇよ」

「二対一か。仕方がない」

　それでヴァルダはようやく引き下がった。多数決の論理には従うのだ。

「まあ、人手に関しては最悪オーフェリア嬢が居てくれれば事足りるさ。逆に言えば、仮にこの金きん枝し篇へん同盟のメンバーが全員消えることになったとしても、彼女だけは失うことのできない駒だ」

「……だからその死ぬほどダセェ名前を使うな」

「ならば計画の実行そのものを早めても問題ないのでは？」

　ヴァルダの提案は至って真っ当なものだったが、マディアスはゆっくりと首を横に振った。

「残念だが、舞台はしっかり整える必要があるんだよ。これは半分儀式みたいなものだからね。それに、どうせなら君だってより大きな成果を望むだろう？」

「……後半には同意する」

　この件に関しては、ディルクはどちらでもよかった。早まれば早まったで面倒が減るし、しっかりと準じゆん備びを進めるならばより楽しみが増える。

「さて、それと警備隊長殿の件だけれど──」

「その前に、一ついいか」

「うん？　なんだい、ディルク？」

「マディアス、あんたどうして天あま霧ぎり遥はるかのことを黙だまっていやがった。オレはてっきりあんたがちゃんと始末したものと思ってたんだがな。それがまさか、治ち療りよう院いんに放り込んであったとは驚おどろきだぜ」

「ははっ、まさか。君だってある程度勘付いていただろうによく言うね」

　マディアスはそう言うと、わざとらしく笑った。

「彼女を始末するわけにはいかない。それは君だってわかっているだろう」

「そりゃあ、ただ単にあんたの都合だろ？」

「そうとも。だから君には関係のない話だ」

　ディルクは舌打ちをして、眉間に深い皺を刻む。

「わかった。なら、もう一つ追加だ」

「いいとも。どうぞ？」

「再度蒸し返してわりぃんだが、今回のヴァルダの一件にも天霧綾あや斗とが絡んでいたそうだな？」

「……それが？」

　マディアスの目がすっと細まる。

「あいつはやっぱり危険だ。さっさと潰しておいたほうがいい」

「今回彼が関わってきたのは偶ぐう然ぜんだろうに」

「偶然でも何でも、あいつと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》はきっと計画の支障になる。間違いねぇ」

　それはある種の直感のようなものだ。

「やれやれ、君は随ずい分ぶんと彼を嫌っているね」

「そういうあんたは随分とあいつを庇うじゃねぇか」

　瞬刻、ディルクとマディアスの視線がぶつかりあった。

「……はぁ」

　先にそれを外したのはマディアスだ。

「彼は現状《星武祭フエスタ》を多いに盛り上げてくれている。実際、去年の《鳳凰星武祭フエニクス》は近年まれに見る大盛せい況きようだった。それは計画にとってもプラスに働くことだ。違うかね？」

「ちっ……！」

　そこを突かれるとディルクにはなにも言い返せない。

「それに彼は……というより、彼のチームは今度の《獅鷲星武祭グリプス》でもまたいろいろと盛り上げてくれるはずだよ」

「あん？　なんか掴つかんでるのか？」

「さて、どうかな」

　マディアスはもったいぶるようにそう言うと、口を歪ゆがめて笑った。

「それはエンフィールドのお嬢さん次第といったところだ。私としても、ぜひ期待したいところだね」


エピローグ

「ふぅ……」

　シルヴィアはシャワーを止めると、濡れた髪を掻かき揚げながら深く息を吐いた。

　こうして部屋に戻って汗を流し、ようやく人心地がついたような気がする。

　それでもまだ、今日起こったことを整理できたわけではない。

　ただ、少なくともウルスラがこのアスタリスクにいたことだけは確かだ。

　たとえそれが、シルヴィアの知らない存在になっていたとしても。

「……いいよ、今更もう焦ることなんてないんだから、あなたになにが起こったのかじっくり突き止めてあげる」

　シルヴィアはそう独りごちると、小さく笑った。

　そう。シルヴィア・リューネハイムは諦めが悪いのだ。

　と、バスタオルを取って浴室を出ようとしたところで携帯端たん末まつが着信を知らせた。

　相手は──

「綾あや斗とくん……？」

　シルヴィアは少し考えてから、空間ウィンドウを開く。

『シルヴィ？　こんな夜遅くにごめ──って、ちょ、ちょっと、なんて格好してるのさ！』

「ああ、ちょっとシャワーを浴びてたところだったから」

『だったら別にすぐ出なくてもいいよ！　ってゆーか、音声通信でいいじゃないか！』

　空間ウィンドウの向こうで綾あや斗とが目を覆おおいながら、慌てて横を向いた。

「あはは、別に減るものじゃないしいいよ。ちゃんとバスタオルも巻いてるし」

『そういう問題じゃなくて！』

　顔を真っ赤にしている綾斗はどこか可愛かわいらしく、シルヴィアはくすくすと肩を震わせる。

　まったく、助けに来てくれた時とは別人のようだ。

「それで、どうしたの？」

　一ひと頻しきり笑ってからそう訊たずねると、綾斗はまだ恥ずかしそうに視線を逸そらしながら口を開く。

『……うー、いや、今日のことで、大丈夫かなって思って』

「心配してくれたんだ。うん、ありがと」

　結局、ウルスラが去った後は綾斗のチームメイトたちがやってきて、シルヴィアと綾斗はその場で別れた。もしあのまま一緒にいたら、いろいろと説明しなければならなかっただろう。

　それはシルヴィアの事情に巻き込んでしまうようで、あまり気が進まなかった。

「そういえばニュースで見たけど、私がリタイアした後、綾斗くんがあのガーディアンの片方を倒したんだって？　すごいね！」

　だからこそ、できるだけその話題は避ける。

『ああ、うん。でも、そんな大したことじゃないよ。むしろ映像を見たら、俺がリタイアした後のフェアクロフさんのほうがすごかったし』

「あー、それは確かに。私もちょっとびっくりだったかも」

　最終的に残った黒胡ヘイフーのほうはアーネストが一人で片付けたのだが、その剣技はシルヴィアも見たことがないほどすさまじいものだった。

「まあ、あのイベントはあのイベントで楽しかったし、デートも満喫できたし、有意義な学園祭だったかな。これも綾斗くんのおかげだよ。ありがとね」

『それはいいんだけど……』

「そうだ。今度はまた休みが取れたら、今度は……」

『シルヴィ』

　が、そんなシルヴィアの言葉を遮さえぎって綾斗は真っ直ぐこちらに向き直ると、真剣な口調で言った。

『──あの人が、シルヴィが探していた先生なんだろう？』

　なんとかその話から遠ざけようとしていたシルヴィアの努力を一切無視した直球だった。

（まあ、これも綾あや斗とくんらしいと言えば綾斗くんらしいか……）

　シルヴィアは苦笑し、諦めて小さくうなずく。

「はぁ……そうだよ。ウルスラ・スヴェント、私に歌を教えてくれた人」

『じゃあ、一体どうして……』

　綾斗は微妙に言葉を濁したが、それだけで十分に伝わった。

「わからないけど、まるで別人みたいだった。私のことも覚えていないみたいだったし……」

『覚えてない？』

「うん。それにウルスラにはあんな不思議な力もなかった……と思う。ひょっとしたら私が知らないだけだったのかもしれないけど」

　一番気になるのは、ウルスラの言った『この身体の関係者か』という言葉だ。

　もしそのままの意味でとるなら、身体はウルスラのものでも中身は別人ということになる。それは明らかに《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》が持つ能力の域を超えている。

　そんなことが可能な力があるとしたら、それは──

『シルヴィ？』

　するとシルヴィアが黙だまり込んでしまったためか、綾斗が心配そうに声を掛けてきた。

「ああ、ごめんね。とにかく、私も今度はそのあたりを調べてみるつもり」

『……』

　が、シルヴィアがそう言うと、今度は綾斗は真剣な表情で黙り込む。

　そしてしばらくすると、いかにも慎重に口を開いた。

『……シルヴィアの先生にこう言うのはなんだけど、少なくとも今のあの人は危険だよ。あの妙な力がとか、そういうことじゃなくて……上う手まく言えないけど、もっと根本的な部分が』

「うん、わかってる」

『はぁ──だよね』

　シルヴィアが即答すると、綾斗はその返答がわかっていたかのように重い息を吐く。

『じゃあ、せめて俺も手伝うよ。なにか動く時は声をかけてくれれば一緒に……』

「それはありがたい申し出だけど、ダメ」

　シルヴィアは綾斗の言葉を最後まで聞くことなく、そう言った。

『……どうして？』

「綾斗くんたちは《獅鷲星武祭グリプス》に出るんでしょ？　だったら、それに集中しなくちゃ」

　綾斗には綾斗のやるべきことがある。

　シルヴィアのために、その大切な時間を割かせるわけにはいかない。

　しかし綾斗は、横向きのまましてやったりという顔で笑う。

『困ってる人を助けるのは当たり前なんじゃなかったっけ？』

　それは以前、シルヴィアが綾あや斗とに言った言葉だ。

「で、でも……あれはあくまで『自分の手が届く範囲なら』って言ったはずだよね」

『大丈夫。シルヴィのところまでなら、俺の手は届くよ』

「──っ」

　その言葉に、シルヴィアは一瞬言葉に詰まる。

「はぁ……そんなこと素で言えちゃうんだもんなあ、キミは」

『え？』

「ううん、なんでもない」

　シルヴィアは軽く首を振ると、小さく深呼吸をしてからじっと綾斗の目を見つめた。

「わかった。それじゃもし私が動くときに綾斗くんの手が空いてたら、貸してもらえるかな？」

『もちろん』

「──ん、ありがとう」

　それからもう少し他た愛あいのないおしゃべりをした後、シルヴィアは空間ウィンドウを閉じる。

「あーあ、まったくもう……！」

　そして少しだけ大きな声を浴室に響かせた後、シルヴィアは壁に寄りかかるように額を押し付け──

「まいったなあ、本気になっちゃったじゃない……」

　自分自身にも聞こえないような小さな声で、そうつぶやいた。


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

『学戦都市アスタリスク』も第七巻、第二部《獅鷲星武祭グリプス》編のスタートです。

　……と言いつつも、本編をお読みなった方はおわかりのとおり、まだ《獅鷲星武祭》は開幕していません。いや、当初のプロットでは今巻のラストで開幕までいくはずだったのですが、ちょっとそれまでに書いておかないといけないことが多すぎまして……申し訳ございません。

　というわけで、今巻は《獅鷲星武祭》編で綾あや斗とたちのライバルとなる他学園チームの紹介と、五巻で登場した新ヒロイン・シルヴィアとのお話を中心に構成されています。とにかく、シルヴィアをようやくちゃんと登場させることができて一安心です。

　それにクローディアと《パン＝ドラ》にもやっとスポットをあてることができました。特にクローディアは《獅鷲星武祭》編ではメインとなるヒロインですので、これからの活かつ躍やくにご期待ください。

　そして今回もokiuraさんからすごい表紙をいただきました！　なんとユリスとシルヴィア、二人が表紙を飾ってくれています！　構図と良い、色使いといい、本当に感心するばかり！　さらに口絵のほうもルサールカのライブシーンなど、素晴らしすぎです！

　そして、にんげんさんの漫画版『学戦都市アスタリスク』のコミックス二巻が、この単行本とほぼ同時発売！　可愛かわいらしい紗さ夜やの表紙が目印ですので、ぜひぜひお買い上げよろしくお願い致します！　もちろんコミックアライブの連載もお忘れなく！

　また、別冊少年マガジンで茜あかね錆しようさんが連載中の『学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼』も応援よろしくお願いします！　今巻では外伝に登場したキャラがちょこちょこ顔を見せていたりしますので、そのあたりもお楽しみいただければ！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　担当の池いけ本もとさん、今回もまたご迷惑とご心労をおかけしてしまい誠に申し訳ございません。編集の大おお類るいさん、編集部の方々、なによりいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一四年十月　三屋咲ゆう
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